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Ⅰ 舞鶴工業高等専門学校の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 舞鶴工業高等専門学校 

（２）所在地 京都府舞鶴市 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気情報工学科 

電子制御工学科，建設システム工学科 

専攻科：電気・制御システム工学専攻 

建設・生産システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成２５年５月１日現在） 

学生数：学 科 ８１６人，専攻科 ３７人 

専任教員数：   ６０人，助手数： ０人 

２ 特徴 

 本校は，昭和４０年度に機械工学科２学級と電気工学

科１学級で発足し，昭和４５年度に土木工学科１学級を

増設，平成２年度には機械工学科２学級を機械工学科と

電子制御工学科に改組，平成６年度に土木工学科を建設

システム工学科に改組した。平成１６年度に独立行政法

人国立高等専門学校機構が設置する高等専門学校となり，

電気工学科を電気情報工学科に名称変更した。また，平

成１２年度に専攻科を設置した。準学士課程卒業生の進

路は就職と進学がおよそ６対４であり，専攻科修了生は

大学院にも進学している。本校の学生は，京都府はもと

より兵庫，滋賀，福井，大阪などの広範囲の地域から入

学しており，全国高専でも有数の大規模寮を有し，在学

生の６０％以上が学寮生活を営んでいる。そのため，１，

２年生を全寮制として遠隔地からの入学に配慮している。

本校の教育方針は，（１）実験，実習，演習，ものつく

りを重視する，（２）基礎に立ち返って考えさせる，

（３）自ら学ぼうとする意欲を育てる，（４）豊かな教

養と国際性を育む，であり，「広く工学の基礎と教養を

身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・

社会の発展に寄与できる国際感覚豊かな実践的開発型技

術者を育成」している。専攻科課程では，準学士での教

育を基盤として，より創造的な技術開発能力と研究能力

を有した人材を養成している。 

 本校の教育の特徴として，広い視野を獲得し多くの友

人を作ることを目的として，１～２年生には混合教育を

導入している。同時に，優れた技術者となるための動機

付け科目として，１年生に「工学基礎」を開講し，大学

・企業等からの外部講師による授業，近隣企業の見学，

ものつくりとPBLを融合させた体験型授業を行っている。

また，豊かな教養と国際性を育むため，４年生全員を研

修旅行でタイ，韓国，台湾，ベトナムの協定校と日系企

業に派遣し，５年生と専攻科生には海外の企業や協定校

でインターンシップを行う機会を与えている。一方，海

外協定校からインターンシップ生を受け入れ，世界市民

の自覚を学生に促している。長期留学生との交流にも積

極的で，学内や地元での行事に加え，中部日本海高専国

際交流学生会議を組織し，講演会を開催したり，海外協

定校に学生を共同派遣している。さらに，全学生にA. C. 

E. とTOEIC団体受験を義務付け，英語によるコミュニケ

ーション能力の向上を図っている。遠隔地からの入学者

が多いことに配慮し，保護者で構成されている後援会と

の連携を強化しており，毎年夏休み期間に後援会支部が

開催する懇談会に校長，副校長，主事をはじめとする学

校関係者が出席し，保護者からの要望を直接聴取すると

ともに，本校の教育を改善するための意見交換が行われ

ている。その他，親元を離れて暮らす学生の支援として，

平成１８年度から全教員が数名の１年生を分担し，相談

窓口となるパートナーシップ制度を導入している。 

 「産業の発展に寄与すること，並びに北近畿地域の教

育，文化の基盤を支える」ために地域と連携した事業に

取り組んでいる。例えば，舞鶴市の商店街の空き店舗を

利用し，「よろず－商店街まちづくり研究所－（商店街

ラボ）」を運営している。商店街と連携してゼミや授業，

商店街活性化のための研究報告などを実施している。ま

た，丹後機械工業共同組合と連携して共同研究やインタ

ーンシップを推進している。平成２４年度は，地域連携

活動の全国的な発表の場である全国高専テクノフォーラ

ムの世話校を担当した。全国の高専５３校と地元の企業

２５社に参加いただき，産学連携の成果を発表した。ま

た，京都ビジネス交流フェア，ビジネスエンカレッジフ

ェアなど各種展示会に積極的に参加して産学連携の強化

を図っている。その他，地域の小中学生と保護者を対象

に高専PRイベントを開催し，理科離れ対応と，高専の認

知に努めている。 

 学生の課外活動も活発で，ロボコン，プロコン，エコ

ラン，デザコンと称される高専学生対象の競技会で，近

畿地区大会優勝や最優秀賞（文部大臣賞）等を受賞して

いる。平成１６年度に本校準学士課程４，５年生と専攻

科課程で構成される「生産・情報基礎工学」教育プログ

ラムが工学（融合複合・新領域）関連分野でJABEE認定

を受けて現在に至っている。 
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Ⅱ 目的 

 

１．教育理念 

広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国際

感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

 

２．本校の目的 

舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的とし，その目的を実現するための教育を行いその成果を広く社会に提供することにより，

社会の発展に寄与するものとする。 

専攻科課程は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門知識及び技術を教授

し，その研究を指導することを目的とする。 

 

３．準学士課程の目的 

準学士課程は，専門分野の基礎知識を修得し，社会の変化やニーズに対応した製品やシステムをつくり出す能

力と，豊かな人間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

４．学科の目的 

(1)機械工学科 

あらゆるものづくりの基盤となる，機械工学の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる

実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(2)電気情報工学科 

電気・電子工学及び情報・通信工学分野の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる実践

的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(3)電子制御工学科 

電子・機械システム及び制御・情報技術を幅広く習得し,それらを融合したメカトロ ニクス技術分野に

おいて，環境とエネルギーに配慮した設計・開発・管理運営ができる実践的・創造的技術者を育成するこ

とを目的とする。 

(4)建設システム工学科 

安全で快適な社会の創造とそのための基盤を，設計・建設・維持する基礎知識と技術を習得し,環境とエ

ネルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

５．専攻科課程の目的 

専攻科は，５年間にわたる一貫した実践教育の特徴を生かしながら，更に２年間の課程において，高度の学問

と技術を追求し，創造性・人間性豊かで，より独創的技術開発能力を兼ね備えた中核的技術者の育成を目的とす

る。 

 

６．専攻科修了者像 

（１）実践的な技術者として，幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得し，これらをエンジニアリング

の実務と技術革新に活用できる。 

（２）技術開発力のある技術者として，課題の発見とその解決に取り組む探究能力，粘り強いチャレンジ精神
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と独創力を身につける。 

（３）２１世紀の地球人として，多面的な視点から社会の様々な問題に関心をもち，そのあり方を問うことの

できる素養と国際感覚を身につける。 

（４）職業人として，人間性豊かな調和のとれた思考力と，それに基づく実行力を備え，自ら考え行動できる。  

 

７．教育方針 

 Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する 

 Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

 Ⅲ 自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む 

 

８．準学士課程の学習・教育到達目標 

(A)自然科学と工学の基礎を身につける。 

(B)専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる。 

(C)修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる。 

(D)実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける。 

(E)技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力 

を身につける。 

(F)技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。 

(G)課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる。 

(H)コンピュータを技術の実践に活用できる。 

(I)責任を自覚し，互いに協力し合い，チームの目的達成に貢献できる。 

                       ただし，(I)は平成２５年度準学士課程第１～４学年に適用する。 

 

９．専攻科課程の学習・教育到達目標 

(A)自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる。 

(B)専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる。 

(C)修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する。 

(D)実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる。 

(E)豊かな人間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける。 

(F)技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる。 

(G)課題の提案や報告などを効果的に記述し，説明することができる。 

(H)コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる。 

(I)責任を自覚し，互いに理解・協力し合い，チームの目的達成のために能力を発揮できる。 

                   ただし，(I)は平成２７年度入学者から適用する。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定めら

れ，その内容が，学校教育法第１１５条に規定された，高等専門学校一般に求

められる目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明

確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の特色として，まず，日本海を臨む北近畿・舞鶴に位置していることが挙げられる。舞鶴は，

日本海有数の港を有し，かつては軍港の町として栄え，近年ではアジア大陸との海運の拠点として発

展してきた。舞鶴湾では海外から来航する船舶が見られ，身近な存在となっている。そのため，本校

では日本海やアジア大陸へと視野を広げる気風が自然に醸成され，国際性を養う教育を重視するよう

になっていることが特色の一つである。また，本校の学生は広範囲の地域から入学しているため，国

内有数の大規模寮を有しており，学寮生活を通じて，自立心や協調性など豊かな人間性を養うことも

特色となっている。さらに，近隣には大規模な産業地帯が存在しない半面豊かな自然に恵まれ，物理

現象や工学の基礎に親しむ風土が醸成され，自ずと工学の基礎教育を重視するようになっている。こ

れは本校の個性と言えよう。本校の教育理念，教育方針，準学士課程の目的は，これらの特色や個性

に応じて設定されている。教育理念は，資料１－１－①－１に示すように，「広く工学の基礎と教養

を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国際感覚豊かな実

践的開発型技術者を育成する。」と定められており，「国際性」や「工学の基礎」を重視することを

明確にしており，本校の特色に応じた理念となっている。また，教育方針は資料１－１－①－１に示

すように（１）実験・実習，演習，ものつくりを重視する，（２）基礎に立ち返って考えさせる，

（３）自ら学ぼうとする意欲を育てる，（４）豊かな教養と国際性を育む，と定めており，基礎に立

ち返ることの重要性や，豊かな教養と国際性を養うことを明確にすることにより，本校の特色や個性

が生かされるよう定められている。準学士課程の目的は，資料１－１－①－２に示すように「専門分

野の基礎知識を修得し,社会の変化やニーズに対応した製品やシステムをつくり出す能力と豊かな人

間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を育成すること」と定めている。ここでも，本校の

特色や個性に応じて，自然科学や工学の基礎知識，寮生活で育む豊かな人間性，海外に視野を広げる

国際性を強調している。 

以上に述べた教育理念，教育方針，準学士課程の目的で定めた能力や人間性は，技術者として実社

会で活躍するために必要な専門能力と人間性であり，学校教育法第 115 条で定められた「深く専門の

学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」という高等専門学校の目的に適合している。本

校はこれを，資料１－１－①－３に示す通り，学則第１条で明確に規定している。本校の準学士課程

には，機械工学科，電気情報工学科，電子制御工学科，建設システム工学科の４学科が設置されてお

り，各学科の目的は学則第１２条の２（資料１－１－①－４）により定められている。また，卒業時

に身につけているべき能力として，資料１－１－①－５に示す通り，４学科共通の学習・教育到達目

標を定めている。ここでの専門分野や工学は，学則第１２条２で定めた学科毎の専門領域や専門工学

を指している。 

専攻科課程の目的は，資料１－１－①－６に示すとおり，学則第４０条において定められている。
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また，専攻科学習の手引き・シラバスには，資料１－１－①－７に示すとおり専攻科における教育の

目的が，資料１－１－①－８に示すとおり専攻科修了者像が明示されている。 

 専攻科は，電気・制御システム工学専攻と建設・生産システム工学専攻の２専攻から成っており，

それぞれの専攻の目的は，資料１－１－①－９に示すとおり定められている。また，専攻科修了時

に身につけているべき能力として，学習・教育到達目標を資料１－１－①－１０のとおり定めてい

る。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－１ 

＜教育理念＞ 

広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与でき

る国際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

 

 ＜教育方針＞ 

 Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する 

 Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

 Ⅲ 自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む 

                    （出典 平成２５年度学生便覧） 

資料１－１－①－２ 

（準学士課程の目的） 

 

準学士課程は，専門分野の基礎知識を修得し，社会の変化やニーズに対応した製品やシステムをつくり出

す能力と，豊かな人間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 

資料１－１－①－３ 

（舞鶴工業高等専門学校の目的） 

舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法（平成１８年度法律第 120 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26

号）に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とし，その目的を実現す

るための教育を行いその成果を広く社会に提供することにより，社会の発展に寄与するものとする。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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資料１－１－①－４ 

（各学科の人材養成の目的） 

(1)機械工学科 

あらゆるものづくりの基盤となる，機械工学の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる

実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(2)電気情報工学科 

電気・電子工学及び情報・通信工学分野の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる実践

的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(3)電子制御工学科 

電子・機械システム及び制御・情報技術を幅広く修得し,それらを融合したメカトロ ニクス技術分野に

おいて，環境とエネルギーに配慮した設計・開発・管理運営ができる実践的・創造的技術者を育成するこ

とを目的とする。 

(4)建設システム工学科 

安全で快適な社会の創造とそのための基盤を，設計・建設・維持する基礎知識と技術を習得し,環境とエ

ネルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 

資料１－１－①－５ 

＜学習・教育到達目標＞ 

（準学士課程） 

(Ａ）自然科学と工学の基礎を身につける。 

（Ｂ）専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる。 

（Ｃ）修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる。 

（Ｄ）実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける。 

（Ｅ）技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力 

を身につける。 

（Ｆ）技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。 

（Ｇ）課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる。 

（Ｈ）コンピュータを技術の実践に活用できる。 

（Ｉ）責任を自覚し，互いに協力し合い，チームの目的達成に貢献できる。 

                         ただし，（Ｉ）は平成２５年度準学士課程第１～４学年に適用する。 

（出典 平成２５年度学生便覧） 

資料１－１－①－６ 

＜専攻科課程の目的＞ 

専攻科課程は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門知識及び技術を

教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 

資料１－１－①－7 

教育の目的 
 本校専攻科は，５年間にわたる一貫した実践教育の特徴を生かしながら，更に２年間の課程において，高度

の学問と技術を追求し，創造性・人間性豊かで，より独創的技術開発能力を兼ね備えた中核的技術者の育成を

目的とする。 

（出典 平成２５年度専攻科学習の手引き・シラバス） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の個性や特色に応じて，本校の目的が明確に定められている。これらの目的は，教育基本法や

学校教育法に基づいて設定された本校の目的に適合したものとなっている。また，学科の目的，専攻

科の目的が明確に定められている。 

 

資料１－１－①－８ 

    専攻科修了者像 

専攻科では，次のような資質を備えた人材を育てようとしています。 

（１） 実践的な技術者として，幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得し，これらをエンジニアリン

グの実務と技術革新に活用できる。 

（２） 技術開発力のある技術者として，課題の発見とその解決に取り組む探求能力，粘り強いチャレンジ精

神と独創力を身につける。 

（３） ２１世紀の地球人として，多面的な視点から社会の様々な問題に関心をもち，そのあり方を問うこと

のできる素養と国際感覚を身につける。 

（４） 職業人として，人間性豊かな調和のとれた思考力と，それに基づく実行力を備え，自ら考え行動でき

る。 

（出典 平成２５年度専攻科学習の手引・シラバス） 

資料１－１－①－９ 

各専攻の教育目的 
（１）電気・制御システム工学専攻 

   主として準学士課程の電気情報工学科，電子制御工学科で修得した基礎学力を基盤に，ソフトウェ

ア，通信，電子回路，制御技術及びメカトロニクス等に係わる最新の教育を行い，電気機器，運輸，通

信及び情報システム等の分野で活躍できる，設計・開発・管理能力を備えた電気・制御システム技術者

の育成を目指します。 

（２）建設・生産システム工学専攻 

主として準学士課程の建設システム工学科，機械工学科で修得した基礎学力を基盤に，先端材料， 

水圏環境，動的設計及びシステム設計等に係わる最新の教育を行い，都市建設システム及び機械生産シ

ステム等の分野で活躍できる，独創性豊かな研究開発型の建設・生産システム技術者の育成を目指しま

す。 

（出典 平成２５年度専攻科学習の手引・シラバス） 

 

資料１－１－①－１０ 

＜学習・教育到達目標＞ 

（専攻科課程） 
(A)自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる。 

(B)専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる。 

(C)修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と 

意欲を有する。 

(D)実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる。 

(E)豊かな人間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける。 

(F)技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる。 

(G)課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる。 

(H)コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる。  

(I)責任を自覚し，互いに理解・協力し合い，チームの目的達成のために能力を発揮できる。 
ただし，(I)は平成２７年度入学者から適用する。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の「教育理念」と「教育方針」は「学校概要」，「学生便覧」，「シラバス」（本科）及び

「専攻科学習の手引・シラバス」に掲載され，教職員及び学生に周知されている。準学士課程にける

「教育の目的」，「学習・教育到達目標」及び「学科の目的」は，「学校概要」，「学生便覧」，

「シラバス」（本科）に掲載され，学生や教職員への周知が図られている。本科と専攻科の接続に配

慮した「生産・情報基礎工学プログラム」の「学習・教育到達目標」は，専攻科の「学習・教育到達

目標」と同じであり，「シラバス」（本科）に掲載されている。専攻科における「専攻科修了者像」，

「教育の目的」，「各専攻の目的」及び「学習・教育到達目標」は，「専攻科学習の手引・シラバ

ス」に掲載され，専攻科生及び教職員への周知が図られている。また，専攻科の「学習・教育到達目

標」は，「学校概要」，「学生便覧」及び「専攻科学習の手引き・シラバス」に掲載されている。こ

れらをまとめると表１－２－①－１のようになる。 

 

表１－２－①－１ 目的が校内配布物に掲載されている状況 

理念，方針，目的など 学校概要 学生便覧 
シラバス 

（本科） 

専攻科学習の 

手引・シラバス 

教育理念 ◎ ◎ ◎ ◎ 

教育方針 ◎ ◎ ◎ ◎ 

 本校の目的 ◎ ◎ ◎ - 

準学士課程 

教育の目的 ◎ ◎ ◎ - 

学習・教育到達目標 ◎ ◎ ◎ - 

学科の目的 ◎ ◎ ◎ - 

専攻科課程 

（教育プログラム） 

目的 ◎ ◎ - - 

修了者像 - - - ◎ 

教育の目的 - - - ◎ 

各専攻の目的 - - - ◎ 

学習・教育到達目標 ◎ ◎ （○） ◎ 

（注）◎：巻頭に抜き出して強調 ○：本文中に記述 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の「教育理念」，「教育方針」，「本校の目的」が「学校概要」，「学生便覧」，「本科のシ

ラバス」に掲載されており，本校の構成員に十分周知されている。準学士課程にける「教育の目的」，

「学習・教育到達目標」及び「学科の目的」は，「学校概要」，「学生便覧」，「シラバス」（本

科）に掲載され，本校の構成員に十分周知されている。専攻科の「目的」は，「学校概要」と「学生

便覧」に掲載され，専攻科における「専攻科修了者像」，「教育の目的」，「各専攻の目的」及び

「学習・教育到達目標」は，「専攻科学習の手引・シラバス」に掲載され，本校の構成員に十分周知

されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 社会への公表は，資料１－２－②－１に示すように，インターネットを通じてウエブページ上で公

表している。また，資料１－２－②－２及び３に示す通り，本科学生，編入学生及び専攻科学生の

「募集要項」，並びに，「学校概要」に明示することにより，広く社会に公表している。
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資料１－２－②－１ 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 
 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－１の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料１－２－②－２ 

 

 

 

 

(出典 平成２５年度本科学生募集要項  

  平成２５年度編入学生募集要項） 
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資料１－２－②－２の続き 

 

 
 

 

 

    (出典  平成２５年度本科学生募集要項  

平成２５年度編入学生募集要項） 
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資料１－２－②－２の続き 

 

 

 

 

 

(出典  平成２５年度本科学生募集要項  

平成２５年度編入学生募集要項） 
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資料１－２－②－２の続き 

 

 

 

 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項） 
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資料１－２－②－２の続き 

 

 

 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項） 
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資料１－２－②－３ 

 

 

 

（出典 平成２４年度学校概要） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 目的が本校のウエブページ，本科学生募集要項，編入学生募集要項，専攻科生募集要項及び学校概

要に明示されており，広く社会に公表されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教育理念や教育方針が本校の個性や特色に応じて明確に定められており，教育基本法及び学校教育

法に基づいて「学校の目的」が定められている。準学士課程及び専攻科課程における教育の目的が明

確に定められており，各学科の目的も明確になっている。さらに，準学士課程及び専攻科課程におけ

る学習・教育到達目標が定められている。専攻科においては各専攻の教育の目的も定められている。 

（改善を要する点） 

 特になし 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 学校の目的，教育理念や教育方針が明確に定められており，教育課程毎の教育の目的や学習・教育

到達目標が定められている。また学科毎や専攻毎の目的も定められている。これらの目的は，教職員

や学生に十分周知されており，本校ウエブページや学生募集要項，並びに「学校概要」を通じて，広

く社会に公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制)                    

 

(１)観点ごとの分析 

観点２－１－① 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校は学則第１条に定められた目的のもとに，機械工学科，電気情報工学科，電子制御工学科，建

設システム工学科の４学科を設置している（資料２－１－①－１）。機械工学科ではあらゆる「もの

つくり」の基盤をなす機械工学科，電気情報工学科では電気電子工学と情報通信工学，電子制御工学

科では実践的なメカトロニクス技術，建設システム工学科では生活基盤建設整備のための技術を学ぶ。

学科の構成は工学の幅広い分野にわたっている。平成１８年度から建設システム工学科に都市環境科

目履修コースと建築科目履修コースを開設して社会のニーズに対応させ，教育目的達成の上でより適

切なものとなった。 

 

                              資料２－１－①－１ 

舞鶴工業高等専門学校学則 

 

学則第１条 舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づいて，深く専門 

    の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とし，その目的を実現す 

るための教育を行いその成果を広く社会に提供することにより，社会の発展に寄与 

するものとする。 

 

学則第１２条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

   学  科     学 級 数      入 学 定 員  

 機械工学科          １       ４０人 

 電気情報工学科          １       ４０人 

 電子制御工学科          １       ４０人 

 建設システム工学科          １       ４０人 

                                           （出典  平成２５年度学生便覧3,5頁） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校は学則第１条に定められた目的のもとに，４つの専門学科を設置している。この構成は高等専

門学校設置基準（第５条）に適合している。  

以上のことから，本校の学科構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準２ 

- 26 - 

 

観点２－１－② 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成す

る上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には専攻科が設置され，電気・制御システム工学専攻と建設・生産システム工学専攻の２専攻

が置かれている。前者は，本科の電気情報工学科と電子制御工学科を基盤に，後者は，建設システム

工学科と機械工学科を基盤にして，それぞれの工学分野のより精深で高度な事項を教授し，研究を指

導することを目的にしている。修業年限は２年である。 

 

                              資料２－１－②－１ 

舞鶴工業高等専門学校学則 

 

学則第４０条 専攻科課程は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業 

に関する高度な専門知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的と 

する。 

 

学則第４１条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学すること

     はできない。 

 

学則第４２条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

          専      攻   入 学 定 員  

   電気・制御システム工学専攻        ８ 人 

     建設・生産システム工学専攻        ８ 人 

  

 

                                             （出典  平成２５年度学生便覧12頁） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の構成は，本科の４つの専門学科を基礎にしており，本校の目的に整合し，学校教育法第

19 条の規定に適合している。 

 以上のことから，本校の専攻科の構成は，教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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 観点２－１－③ 全学的なセンターを設置している場合には，それらが教育の目的を達成する上

で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には，全学的センターとして情報科学センター，地域共同テクノセンターおよび教育研究支援

センターが設置されている。 

情報科学センターは校内ＬＡＮを支える施設として，ネットワークの整備・構築，保守と維持の活

動を通じて，本校の教育課程を効果的に展開し，また研究活動を行うために不可欠なインフラ維持改

善のために機能している。さらに，基礎情報教育や専門の情報処理教育に利用されている（資料２－

１－③－１）。情報科学センター施設内に 50 台のコンピュータがあるほか，マルチメディア教室

（図書館３階）に 48 台，電子制御工学科棟３階（CAD/CAM 室）に 52 台，専攻科棟２階の情報演習室

に 30 台のコンピュータがあり，授業に活用されている（資料２－１－③－２）。情報科学センター

施設は放課後であっても，利用申請をすれば，平日午後 10 時まで学生が自由に利用できる（資料２

－１－③－１）。また，e-learning システムが導入され，学生は情報科学センター端末から英語の

自主学習ができるようになっている。地域共同テクノセンターは地域企業との共同研究を円滑に行う

ための中核施設である（資料２－１－③－３）。その目的どおりに共同研究の場として利用されてい

るほか，教育目的として特許講習会の企画，学生の卒業研究，専攻科生の特別研究の場として利用さ

れている（資料２－１－③－４）。 

教育研究支援センターは全学的な教育・研究に関し，技術に係わる専門的業務を組織的かつ効率的

に支援する組織である。技術職員が中心となり，本校の教育および研究活動を支援する重要な業務を

担っており，また支援業務に対する研鑽を積んでいる（資料２－１－③－５・６）。 

 

 

                              資料２－１－③－１ 

舞鶴工業高等専門学校情報科学センター利用細則 

第２条 センター及びネットワークは，次の各号に掲げる研究及び業務等に利用することが 

できる。 

  (1) 学生に対する情報処理教育 

  (2) 学生の実験・演習及び研究 

  (3) 教職員の研究 

  (4) 事務管理 

  (5) その他センター長が特に必要と認めた業務 

                                           （出典  平成２５年度学生便覧109頁） 
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                  資料２－１－③－２ 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

8:50～ 9:35～ 10:30～ 11:15～ 12:45～ 13:30～ 4:25～ 15:10～ 8:50～ 9:35～ 10:30～ 11:15～ 12:45～ 13:30～ 14:25～ 15:10～ 8:50～ 9:35～ 10:30～ 11:15～ 12:45～ 13:30～ 14:25～ 15:10～

9:35 10:20 11:15 12:00 13:30 14:15 15:10 15:55 9:35 10:20 11:15 12:00 13:30 14:15 15:10 15:55 9:35 10:20 11:15 12:00 13:30 14:15 15:10 15:55

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

8:50～ 9:35～ 10:30～ 11:15～ 12:45～ 13:30～ 4:25～ 15:10～ 8:50～ 9:35～ 10:30～ 11:15～ 12:45～ 13:30～ 14:25～ 15:10～

9:35 10:20 11:15 12:00 13:30 14:15 15:10 15:55 9:35 10:20 11:15 12:00 13:30 14:15 15:10 15:55

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

情報学Ⅰ・Ⅱ

5年共通

伊藤

CAD演習ⅠA

3S

仲川

制御工学実験

5S

川田・新任

情報処理Ⅲ

2S

仲川

CAD/CAM室

（制御棟3F）

情報処理Ⅱ

2S

伊藤

電子計測実験

4S

奥村（幸）・野間

数値解析

4年共通

高谷

情報処理Ⅰ

3C

渡部

数値解析実習

3E

片山

マルチメディア室

（図書館3F）

シミュレーショ ン

工学Ⅰ・Ⅱ

5年共通

丹下

情報リテラシー

1-3

小野澤

情報リテラシー

1-2

小野澤

耐震工学A

5年共通

高谷

電気概論

1E

金山・芦澤

情報処理Ⅰ

1S

伊藤

信号処理特論

1ES

町田

木 金

情報科学センター

情報リテラシー

1-1

小野澤

情報リテラシー

1-4

小野澤

創造設計プロジェクト

4S

仲川・町田

CAD演習ⅡC

5S

仲川

CAD演習ⅡB

5S

町田

工学基礎

1S

川田

CAD/CAM室

（制御棟3F）

技術英語Ⅰ

5S

奥村（幸）

画像処理Ⅰ

5年共通

奥村（幸）

数値計算法

Ⅰ・Ⅱ

4S

川田

CAD演習ⅡA

5S

金森

電子制御実験Ⅰ・Ⅱ

3S

前：仲川・伊藤

後：町田・石川・新任

情報処理Ⅳ

3S

仲川

設計製図ⅡB

3M

豊田・村上（信）

設計製図Ⅲ

4M

鈴木・生水

建設設計製図

ⅡB

5C

宮元・岡本

設計製図Ⅲ

4M

鈴木・生水

測量実習

2C

渡部・粟野

測量学ⅠA

2C

粟野

現代日本の

経済と法Ⅰ・Ⅱ

5年共通

児玉

マルチメディア室

（図書館3F）

情報処理II

4C

渡部

設計製図ⅡA

3M

豊田・村上（信）

建設設計製図

ⅡA

5C

尾上・岡本

構造解析

5C

高谷

コンピュータ

グラフィックス

2E

舩木

インターフェースⅡ

3E

中川

ディジタル

信号処理

4E

中川

CAD演習ⅠB

3S

仲川

システム

制御工学

1ES

川田
オペレーティング

システムⅠ・Ⅱ

5E

舩木

工学基礎

1E

片山・井上

情報科学センター

C言語

2E

小野澤

C言語演習

3E

小野澤

ネットワーク論

Ⅰ・Ⅱ

4年共通

舩木

建設設計製図Ⅰ

4C

尾上・加登

建設製図制作

3C

尾上・宮元・加登・徳永・坂本

平成25年度 情報科学センター 時間割

月 火 水

 

（出典 学生課資料）                                                    
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                              資料２－１－③－３ 

 

○舞鶴工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程 

 

第２条 センターは，産学官の共同研究の推進及び地域産業との連携並びに発展に寄与すると 

ともに，本校における教育研究の向上発展に資することを目的とする。 

第４条 センターは，次の各号の業務を行う。 

  （1）地域産業界等との共同研究，技術交流推進に関すること。 

  （2）地域に開かれた体験教育等に関すること。 

  （3）総合技術開発力のある学生の育成に関すること。 

  （4）学科の枠を超えた横断的な研究及び協力支援に関すること。 

  （5）その他センターの管理運営に関すること。     

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集 ） 

                         資料２－１－③－４  

 

地域共同テクノセンター使用状況 

年度 使用目的 使用年月日 使用人数 使用者 

H24 

２軸ロボット並びに倒立振子制御系

解析/設計 

10 月 19 日

～1月 11 日 

毎週 16 名 川田昌克 

走査電子顕微鏡を用いた試料表面の

微細構造の観察 

4 月～12 月 2,3 回/月 

3 名 

内海淳志 

3 次元形状測定 4 月～12 月 毎週火木 3名 小林洋平 

癌治療装置の開発 4 月～3月 毎週火木 4名 丹下 裕 

テクノセンター運営委員会＃1 H24. 5. 9 委員 10 名 平地克也 

テクノセンター運営委員会＃2 H24. 6.27 委員 10 名 平地克也 

テクノセンター運営委員会＃3 H24.10.31 委員 10 名 平地克也 

テクノセンター運営委員会＃4 H24.11.28 委員 10 名 平地克也 

テクノセンター運営委員会＃5 H25. 1.30 委員 10 名 平地克也 

テクノセンター運営委員会＃6 H25. 2.27 委員 10 名 平地克也 

 

（出典 地域共同テクノセンター資料） 
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資料２－１－③－５ 

 

○舞鶴工業高等専門学校教育研究支援センター規程 
                   
  （趣旨） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第１２条及 

び舞鶴工業高等専門学校教員組織規程（平成１８年４月１日施行）第２条第２項の規定に基 

づき，舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）教育研究支援センター（以下「センタ 

ー」という。）に関し，必要な事項を定める。 

  （目的） 

第２条 センターは，本校の各学科，図書館，情報科学センター及び地域共同テクノセンタ 

ーが行う教育・研究に関し，技術に係わる専門的業務を組織的かつ効率的に支援することを 

目的とする。 

  （業務） 

第３条 センターにおいては、次の支援業務を行う。 

  (1) 実習指導計画の立案及び指導に関すること。 

  (2) 実習工場の管理運営に関すること。 

  (3) 実習用機械器具類の保守管理に関すること。 

  (4) 実習工場の災害事故防止に関すること。 

  (5) 実習の調査統計及び報告に関すること。 

  (6) 学校運営における学務業務に関すること。 

  (7) その他実験実習に関すること。 

第４条 センターは，第１技術部門及び第２技術部門の２部門で構成する。 

２ 各部門においては，次の業務を行う。 

  区   分  

 第１技術部門  機械工学科及び建設システム工学科の工学に関する技術的業務 

 第２技術部門   電気情報工学科及び電子制御工学科の工学に関する技術的業務 

 
（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集 ） 
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資料２－１－③－６ 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料２－１－③－６続き 
                                     

 

によってアクリル板が七色に光るスタンドを製作した。昨年度からの反省で土台部分のセメントが割

れやすかったものを強化した。20名の参加者は技術職員のサポートのもと，セメントで土台を作成し，

CAD でデザインしたアクリルの模様を工作機械にて彫り込み，電子工作で回路を作成した。はんだづ

けが難しい部分もあったが，全員の作品が美しく彩られた光を灯すことができた。 

 

 
 

４．自己点検評価に基づく活動発表会 

  事務組織では，機構本部主導のもと自己点検評価の導入準備が進められている。技術職員は今のと

ころ対象外ということなので，舞鶴高専教育研究支援センターで独自に自己点検評価を導入した。各

技術職員が年度の初めに年度目標・計画をたて，年度の終わりに目標・計画がどの程度達成できたか，

センター長および全技術職員に対して発表する。技術職員各個人の活動状況がお互いに理解すること

ができた。 

 
５．活動報告集の発刊 

  今年度から新たに活動報告集を発刊した。教育研究支援センターで取り組んできたことを掲載し，

ホームページと同様に舞鶴高専内やその他の高専大学に配布することによって，教育研究支援センタ

ーがどのような組織で，どういう仕事をしてどういう方向性や将来性を持っているかをアピールする

ことができる。また他機関との情報交換や交流など相互活動のさらなる発展を期待するとともに，各

技術職員が，この機会に自らの活動を見つめ直し，ステップアップや技術の向上に繋がることを目指

す。 
 
６．表彰・受賞 

  平成 24 年 3月 29 日，第 1部門主任の西川隼人技術

職員が，日本地震工学会 2012 年論文奨励賞を受賞し

た。受賞論文は，「2008 年岩手・宮城内陸地震におけ

る一迫，衣川震度観測点のフーリエスペクトルと応答

スペクトルの推定，日本地震工学会論文集，第 11 巻，

5号，pp.1-16，日本地震工学会，2011 年，西川隼人・

宮島昌克」。日本地震工学会では，平成 18 年より，こ

れからの我が国の地震工学を担う若手研究者や技術

者の研究活動を奨励する意味で，論文奨励賞が設置さ

れている。若手とは該当年 4 月 1 日現在で 35 歳以下

が対象となり，公募ではなく過去 2年に投稿された論

文から選考される。西川技術職員の絶え間ぬ努力の成果と言える。 

  平成 24 年 9月 24 日，釣技術専門職員が，平成 24 年度国立高等専門学校機構職員表彰を受賞した。

表彰題目は「島嶼県沖縄における地域貢献活動としての科学コミュニケーション活動への取組み」で

ある。釣技術専門職員は沖縄高専時代に他の技術職員と共に離島の小中学生を対象に，出前授業とし

て科学や理科に関する実験や工作を行ってきた。それらの活動が認められて今回の受賞に繋がった。 

公開講座 土台作り 公開講座 完成品 

西川技術職員 

公開講座 回路作り 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の情報科学センターは，授業に有効に利用されているだけでなく，放課後にも多くの学生に利

用されており，教育を遂行するために不可欠のものとなっている。地域共同テクノセンターは，地域

企業との共同研究を円滑に行うための中核施設であり，共同研究の場として利用されているほか，教

育目的として特許講習会の企画，学生の卒業研究，専攻科生の特別研究の場としても利用されている。

教育研究支援センターは，教職員および学生が教育・研究活動を遂行する上で重要な業務を担ってお

り，それらは有効に機能している。 

 以上のことから，本校の全学的センターは教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

観点２－２－① 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開す

るための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するなどの

必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 

教育課程全体の企画調整と教育課程の有効な展開のための検討・運営体制の中心となっているのは，

準学士課程については教務委員会，専攻科課程については専攻科委員会である(資料２－２－①－１)。 

教務委員会は，概ね毎月１回開催され，教育活動に係る広範な重要事項を審議してきた。教育活動

の改善に直接係わる評価委員会 FD・ICT部会は，授業公開（平成１３年度後期より４学科・２部門で

それぞれ年２回，平成２２年度より年１回実施）と授業アンケート（平成９年度より通年・後期開講

の全ての科目に実施，平成１６年度より前期開講科目にも拡大実施）を実施し、教育活動の改善に向

けての検討・実施とフィードバックを行っている。平成１７年度より始めた授業参観型授業公開（２

週間の期間内に教員各自が最低１回他の教員の授業を自由に参観し，自分の教育改善の参考とする）

及び科目間連絡ネットワークの活動（観点２－２－②参照）の他，FD 講演会の企画・実施など，教

育課程の改善と実施に向けての活動を行ってきた。専攻科委員会も概ね毎月１回開催され，専攻科課

程の教育活動に係る広範な重要事項を審議してきた。上記委員会等の議事概要は訪問調査時の閲覧資

料として提示する。 

本校の継続的改善システムを円滑かつ効果的に機能させるために，平成２３年度より教育改善委員

会を設置した（資料２－２－①－２）。教育改善委員会は教育プログラム（PIE）委員会および評価

委員会で CHECK された事項について ACTION を行う役割を担っており，委員会が必要と認めるときは，

各学科・部門および他の委員会に提議，付託または協力要請を行うことができる。 
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                             資料２－２－①－１ 

 

教務委員会規則 

第３条 委員会は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項について協議する。 

  （1）教育課程の編成及び改廃に関すること。 

  （2）学校行事に関すること。 

  （3）授業時間割の編成に関すること。 

  （4）学生の編入学及び進学に関すること。 

  （5）定期試験及び学業成績に関すること。 

  （6）課外教育に関すること。 

  （7）その他教務に関すること。 

 

専攻科委員会規則 

第３条 委員会は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項について協議する。 

  （1）教育課程の編成及び実施に関すること。 

  （2）教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

  （3）入学者選抜に関すること。 

  （4）入学，退学，転学，休学，復学及び修了に関すること。 

  （5）試験及び学業成績に関すること。 

    （以下，省略） 

                                          

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集 ） 
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（資料２－２－①－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の継続的改善システム 
平成 24 年 10 月 9 日 

Do 

Check 

Action 

Plan 

（外部評価） 

学校評価アンケート 

卒業生・修了生・企業 外部評価委員会 

教育改善委員会 

専攻科委員会 

教務委員会 

教員・各種委員会 

評価委員会（FD・ICT 部会） 

教育プログラム（PIE）委員会 

（総括・決定） 

校長 

運営会議 

 

（連絡・調整） 

教員会議・学科部門会議 

教育課程の点検 
教育プログラムの点検 

 

教育課程計画 
教育プログラム計画 

 

教育課程の実施 
教育プログラムの実施 

 

教育課程・内容の改善 
教育プログラム改善 

 

点検・評価・改善 
 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ ） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では教務委員会と専攻科委員会が組織として整備され，教育課程に係る重要事項を審議し，企

画・実施するなどの活動を行っている。また，FD・ICT 部会及び教育改善委員会等継続的改善システ

ムを持ち，これにより実際に教育課程の改善に取り組んでいる。 

以上のことから，教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制と教育課程を有効に展開する

ための検討・運営体制は整備され，教育活動に係る必要な活動を行っている。 
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 観点２－２－② 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成１７年度より科目群連絡ネットワークを構築して教員間の連携を強めるために，「科目群連絡

会」に取り組んできた。平成２１年度より「教育連絡会議」に名称を改め，科目間連携の強化と教育

改善に取り組むこととした。教員全体を１.グループＡ，２. グループＢ，３.グループＣ，４. グル

ープＤの４つに分け（資料２－２－②－１），各グループの教育連絡会が前・後期１回ずつ実施され

ている。学科会議，専攻科委員会などで個々の問題点を抽出した上で，この連絡会を通じて複数の視

点から議論を行い，その結果を学科会議，専攻科会議等を通じて教育現場にフィードバックすること

で，専門学科だけでなく一般学科を含めて教育の質的向上に寄与することを目的としている。それぞ

れの連絡会での情報交換や話し合いは，各授業内容の相互理解を深め，授業科目相互の調整と連携を

強め，教育効果を高める効果がある（資料２－２－②－２）。今後，教員間連携の一層の強化に効果

を上げることが期待される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校においては，一般科目及び専門科目を担当する教員との連携は，従来から適宜機能的に行われ

てきたが，教員間の連携を強めるための「教育連絡会」を導入することにより組織的に連携を強化す

るようにしている。このように，一般科目及び専門科目を担当する教員との連携が，機能的に行われ

ている。 
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資料２－２－②－１ 

                           

 （出典 総務課資料） 
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資料２－２－②－１ 続き 

 

（出典 総務課資料） 
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資料２－２－②－２ 

 

 
（出典 総務課資料）                           
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観点２－２－③ 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学級担任への支援として，教務委員会と学生課が毎年「学級担任のしおり」（資料２－２－③―

１）を作成して配布している。まだ高専での生活に慣れていない１年生の教育活動を円滑に実施する

ために，平成１４年度から副担任制度を設け（資料２－２－③―２），１・２年生では学年ごとに担

任会議を開催し（資料２－２－③―３，資料２－２－③―４）支援している。その他，４月には全学

級担任で行う担任会議を開催している。また 1年生から 3年生で毎週 1単位時間実施している特別活

動について実施記録を作成している。また，担任は適宜校長以下教務・学生・寮務各主事等の助言・

協力を得ることができるようになっている。１年生の入学直後に行われる新入生合宿研修も，担当ク

ラスの学生をよく知ることができる絶好の機会となっており，１年生を担任する教員にとっての支援

となっている。 

課外活動の中心となるクラブ・同好会活動に対しては，原則として２名以上の顧問教員を配置する

ほか（資料２－２－③―５），学外からの専門コーチを配置し（資料２－２－③―６），また教員に

は変形労働時間制が導入されており，クラブ・同好会活動の指導時間の確保を図るなどの支援体制を

とっている。 

 学級担任は，特別活動の他にも，教室清掃活動等の生活指導，学生との面談などを通じて，学生一

人一人の個性と，その学習・課外活動，学校・寮での生活状況全般を把握し，また学生との交流を通

じて学校に親しませ，学生が楽しくかつ有意義に学校生活を送れるように支援している。また学校と

保護者との間の意思疎通のために，後援会支部総会の開催時の面談及び必要に応じての保護者と面談

も実施しその目的を達成している。 

 クラブ活動は，学生が興味を持って取り組んでいる課外活動であり，顧問教員が指導・援助を行う

ことで学生との信頼関係を築く機会となっており，本校の教育活動への支援となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学級担任とクラブ顧問等の活動は，学生が本校の教育目的の下で充実した学生生活を送るために重

要な役割を果たしており，その活動を支援するための体制も整えられている。 

 以上のことから，教育活動を円滑に実施するための支援体制は機能している。 
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資料２－２－③―１ 

 

学級担任のしおり 目次(1) 

                目     次 
   

Ⅰ．学級運営           ………………………………………………………………………………………… １   

１．前年度担任との引き継ぎ，同学年担任との連絡，専門学科との連絡，学年担任会議の開催    

２．留学生・編入生     

３．運営     

４．特別活動（１～３年生）     

Ⅱ．学級組織と教室    ………………………………………………………………………………………・・・ １   

  １．学級組織    

（１）学生会クラス委員     

（２）週番     

（３）掃除当番     

  ２．教室    

（１）座席配置     

（２）設備・備品・机・椅子・壁等     

（３）黒板・掲示板     

（４）その他     

Ⅲ．学生の指導     …………………………………………………………………………………………… ２   

  １．学習指導    

（１）日常の学習指導     

（２）授業態度     

（３）定期試験時の指導     

（４）履修単位確認票（２～５年生）     

（５）履修科目追試験受験願     

（６）インターンシップ（４年生）     

  ２．進路指導    

（１）進路決定     

（２）就職指導     

（３）進学指導     

（４）退学・転学・休学・復学     

（５）転科（１～２年生）     

  ３．生活指導    

（１）出欠     

①欠席・欠課     

②病欠     

③遅刻・早退     

④忌引 

⑤公欠 

⑥出席停止 

    

                                              

（出典 平成２５年度 学級担任のしおり） 
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資料２－２－③―１続き 

 

学級担任のしおり 目次(2) 

（２）身だしなみ     

（３）アルバイト     

（４）万引き・自転車窃盗     

（５）盗難防止     

①自転車     

②金銭管理     

③ロッカー     

④盗難発生時     

（６）学生相談     

① カウンセラー・学生相談員・保健室     

②セクシャルハラスメント     

  ４．寮生の指導    

（１）寮生     

① 寮生活の把握     

②訪問     

③寮務主事・寮務係との連携     

（２）寮生以外の学生の寮訪問     

①寮生への面会     

５．通学生の指導    

（１）自宅外通学生     

①住所・生活状況の把握     

②訪問 

③下宿学生の指導 

    

④女子学生     

⑤その他     

（２） 自宅通学生     

①生活状況の把握     

②家庭訪問 

（３）寮生以外の通学生全員 

①ロッカー 

    

６．車両使用に関する指導    

（１）車両使用許可     

７．クラブ活動の指導    

（１）クラブ加入届     

（２）顧問との連携     

  ８．学校行事の指導    

（１）行事全般     

（２）始業式     

（３）身体計測・健康診断（内科・歯科検診等）    

  

（出典 平成２５年度 学級担任のしおり） 
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資料２－２－③―１続き 

 

学級担任のしおり 目次(3) 

（４）新入生合宿研修（１年生）     

（５）交通安全講習会（２～５年生）     

（６）進路ガイダンス（２～５年生）    

（７）環境美化一斉清掃     

（８）球技大会・スポーツフェスタ     

（９）学生会総会     

（10）海外研修旅行（４年生）     

（11）高専祭     

（12）マラソン大会     

（13）卒業証書授与式（５年生）     

Ⅳ．保護者との連絡   …………………………………………………………………………………………… ７   

（１）日常的な連絡     

（２）問題行動把握     

（３）成績表の記入     

（４）後援会支部総会     

Ⅴ．事務的業務     …………………………………………………………………………………………・… ７   

１．学生支援制度 

① 高等学校等就学支援金 

（１）対象 

（２）申請の時期 

② 授業料免除（前期分・後期分） 

（１）対象 

（２）申請の時期 

（３）申請学生との面談 

（４）選考 

③ その他の授業料免除（申込時期等の詳細については別途通知） 

（１）保護者が失職した学生に対する授業料免除 

（２）家計が急変した学生に対する授業料免除 

（３）就学支援金の受給期間が超過した学生に対する授業料免除 

（４）本科２・３年生に対する経過措置 

④ 日本学生支援機構奨学金の申請 

（１）申請の時期 

（２）緊急採用・応急採用 

（２） 申請学生との面談 

（３） 選考 

（５）奨学生の異動 

⑤ その他の奨学金 

（１）都道府県等奨学金 

   

２．学生の表彰     

  

（出典 平成２５年度 学級担任のしおり） 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準２ 

- 44 - 

 

資料２－２－③―１続き 

 

学級担任のしおり 目次(4) 

Ⅵ．突発的事態への対応 ………………………………………………………………………………………・・ ９   

１．学校管理下での事故等    

（１）応急措置・連絡     

（２）学生の身柄引き取り    

①事実の把握     

②保護者との連携     

③処分・事後の指導     

Ⅶ．年間行事・提出書類一覧   ………………………………………………………………………………… 10   

Ⅷ．参考書類     

 ・学校において出席停止となる感染症     

 ・学生の身柄引き取りについて     

  

（出典 平成２５年度 学級担任のしおり） 



舞鶴工業高等専門学校 基準２ 

- 45 - 

 

資料２－２－③―２ 

平成２５年度校務分担表 

 

上より１０番目に記載された学級担任・副担任の欄を参照 

（出典 運営会議資料） 
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                                                                   資料２－２－③―３ 

 
(出典 学生課資料) 
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資料２－２－③―４ 

 

 

 

   (出典 学生課資料) 
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資料２－２－③―５ 

 

（出典 学生課学生支援係資料） 
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資料２－２－③―６ 

平成２５年度クラブ(同好会)指導コーチ一覧表 

  

この資料については，学外者の個人情報が含まれているため，訪問調査時の閲覧資料とする。 

 

（出典 学生課学生支援係資料） 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

一般科目担当教員と専門科目担当教員の連携を円滑に行うため，教育連絡会が設置され機能してい

る。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 

 本校は学則第１条に定められた目的のもとに４つの専門学科を設置している。「広く工学の基礎と

教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国際感覚豊か

な実践的開発型技術者を育成する。」ことを教育理念としており，学科の構成はこの目的に整合した

もので，高等専門学校設置基準に適合している。また，専攻科の構成は，上記の本校の目的に整合し

ており，学校教育法の規定に適合している。本校の情報科学センターは，授業において十分利用され

ているだけでなく，数多くの学生が放課後等に利用しており，教育を遂行するために不可欠のものと

なっている。本校では教務委員会と専攻科委員会が組織として整備され，重要事項を審議し，企画・

実施するなどの必要な活動を行っている。一般・専門の教員間の連携は「教育連絡会」などを通じて

機能的に行われている。学級担任とクラブ顧問等の活動は，学生が本校の教育目的の下で充実した学

生生活を送るために重要な役割を果たしており，その活動を支援するための体制も整えられている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されてい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

資料３－１－①－１は，本校の一般科目（人文科学部門，自然科学部門）教員の現員表を示したも

のであり，資料３－１－①－２は，一般科目教員ごとの担当科目，専門分野及び研究テーマを示した

ものである。一般科目の非常勤講師については，資料３－１－①－３に示すとおりである。教育課程

に基づいて担当科目を教授するため各専門分野において十分な実績を有する20名の一般科目担当の専

任教員を配置しており，この教員組織は学校教育法（第120条）及び高等専門学校設置基準（第6条，

第9条）を十分に満たしている。本校では国際性を身につけることを目的に，英語コミュニケーショ

ン能力を身につけさせるため，英文学，英語教育学等を専門分野とする外国人教員を含む５名の専任

教員と４名の外国人非常勤講師を配置し，教育態勢を強化している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育課程に基づいて担当科目を教授するため各専門分野において十分な実績を有する教員を，学校

教育法（第120条）および高等専門学校設置基準（第6条，第9条）を満たすように配置している。 

 以上のように，教育の目的を達成するために必要な一般科目教員が適切に配置されている。 
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資料３－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典  総務課資料) 
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資料３－１－①－２                 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月）  
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資料３－１－①－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－①－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－①－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－①－３ 

 

（出典  総務課資料） 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配

置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料３－１－②－１は，本校の専門4学科における教員の現員表を示したものであり，資料３－

１－②－２は，専門4学科における教員ごとの担当科目，専門分野及び研究テーマを示したもので

ある。また，資料３－１－②－３は，専門４学科における非常勤講師一覧表を示したものである。

資料３－１－②－１，資料３－１－②－２に示すように，本校の教育理念である「広く工学の基礎

と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国際感覚

豊かな実践的開発型技術者を育成する」ことを達成するために専門4学科に適切な専門科目の教員

を配置し，資料３－１－②－３に示すように適切な専門科目に非常勤講師を配置している。この教

員組織は学校教育法（第120条）および高等専門学校設置基準（第６条～第９条）を十分に満たし

ている。平成２５年３月退職教員があった電子制御工学科９名を除き，他３学科は10名から11名の

専任による専門科目担当教員を配置し，教育課程の編成に対応した組織となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育目的を達成するために，各学科の教育課程に対応した専門分野の教員を採用し，専門分野に

対応した科目を担当させている。教員の数等は，設置基準を満足している。 

以上のように，教育の目的を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置されている。 
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資料３－１－②－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典  総務課資料) 
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資料３－１－②－２ 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

 （出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－②－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料３－１－③－１に示す専攻科修了者像を目指し，専攻科生に対する教育や研究を指導するた

めに，資料３－１－③－２に示すように担当科目に専門分野が対応するような教員を配置している。

専攻科の授業科目担当教員は，「経営学」担当の非常勤講師１名以外の教員全員が専任教員であり，

専攻科担当教員については資料３－１－③－３に示すように大学評価・学位授与機構から平成２５

年２月13日に認定証が発行されている。また，資料３－１－③－４に示すように，毎年発行の「舞

鶴高専年報」には専任教員の専門分野におけるその年度の研究業績が掲載されている。このように，

専門分野における優れた研究業績を有する大学評価・学位授与機構に認定された教員が専攻科科目

を担当し，最新の技術に対応した高いレベルの知識習得の授業を行っている。なお，各教員の教育

研究業績については，訪問審査時の閲覧資料として準備する。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科では準学士課程の上に，より高度の学問を追及し研究を指導するため，科目に対応した適

切な教員を配置している。専攻科授業担当教員は，非常勤講師1名と常勤教員で構成されており，

大学評価・学位授与機構に認定されている。 

以上より，専攻科の目的を達成するために必要な授業科目担当教員が適切に配置されているとい

える。 
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資料３－１－③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－③－１の続き 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－③－１の続き 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－③－２ 

  

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－③－３ 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月）
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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資料３－１－③－３の続き 

  

（出典  舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置

（例えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考

えられる。）が講じられているか。 

 

（観点に係る状況） 

教育理念に謳う「広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域

・社会に貢献できる国際感覚豊かな実践的開発型技術者」を育成すべく，教員の年齢構成に配慮し

ているため，資料３－１－④－１のとおり教員の年齢別構成は，人文科学部門を除いて，特定の範

囲の年齢層に著しく偏っていない。教員組織の活動をより活性化するために，教員採用には公募を

行い，教授および准教授については学位取得者の比率及び採用前経歴の構成に配慮している（資料

３－１－④－２）。教員公募では年齢構成と専門分野及び実績を考慮している（資料３－１－④－

３）。また，教員の教育研究レベルを維持向上するため，国内外機関への教員派遣やFD講演会を実

施している（資料３－１－④－４）。 

本校では，専門４学科と自然科学部門の博士号取得者が90％(51名中46名)，人文科学部門の修士

以上の学位取得者が90％であり，国立高等専門学校機構の中期計画目標を達成している。同様に

「教授および准教授について，採用された学校以外の学校，企業，機関などで勤務経験を持つ者が

全体として60％以上」の目標に対しても，本校では85％に達している。教授･准教授に限れば，民

間企業出身者の教員構成割合は13％，他大学または研究機関割合は55％であり，国内外における研

究機関への教員派遣，国際会議への参加も近年増加している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校における教員の年齢層は，人文科学部門を除いて特定の年齢層に偏らず，若年層から年配者

層まで広く分布しており，均衡がとれた年齢構成となっている。同様に教授および准教授に関する

目標に対しても，本校では目標を達成しており多様な背景を持つ教員組織となっている。 

以上より，高等専門学校設置基準（第6条第6項）を満たしており，学校の目的に応じて教員組織

の活動をより活性化するための適切な措置が講じられていると判断できる。なお，人文科学部門に

ついては，今後の教員採用において適切な措置を講じる必要がある。 
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資料３－１－④－１ 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－④－２ 

              

 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－④－２の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準３ 

- 104 - 

 

資料３－１－④－３ 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－１－④－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  総務課資料） 
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観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。

また，その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組が

なされているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では教育活動に関して評価委員会内のFD・ICT部会が定期的な評価として，授業参観と授業

アンケートを実施している。授業参観は平成１３年度後期から実施し（資料３－２－①－１），授

業アンケートは平成９年度から始めた。授業参観は年1回開催され，他教員の授業を参観した後で

参観報告書を提出させている。また，授業公開は年1回後期に開催され（資料３－２－①－２），

教員相互による評価が実施されている。一方，授業アンケートは１教員全科目について，各設問3

段階評価で学生による授業評価が年2回実施されている（資料３－２－①－３）。また，資料３－

２－①－４に示すようにアンケートの総合分析結果を公開し，各教員にも個別の分析結果がフィー

ドバックされ教員の授業の改善に寄与している。このように教員の教育の質の向上させるためのシ

ステムが整備され，実際に評価が行われている。 

一方，平成２３年度には教育改善委員会が設置され（資料３－２－①－５），評価委員会（FD・

ICT部会）の授業評価などの評価結果に基づいて，教育改善委員会を中心として教育の質の向上と

改善の活動（資料３－２－①－６）が実施されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の教育活動に対する定期的な評価については評価委員会内のFD・ICT部会を中心に，授業公開

と授業アンケート，教員の自己評価が実施されている。 

以上のように，教員の教育の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備さ

れ，実際に評価が行われている。 
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資料３－２－①－１ 

 

                    （出典  学生課資料） 
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資料３－２－①－１の続き 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  学生課資料） 
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資料３－２－①－１の続き 

 

                    （出典  学生課資料） 
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資料３－２－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （出典  総務課資料） 
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資料３－２－①－３ 

 

（出典  総務課資料）  
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資料３－２－①－３の続き 

 

（出典  総務課資料）  
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資料３－２－①－３の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （出典  総務課資料） 
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資料３－２－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  評価委員会(FD・ICT部会)資料） 
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資料３－２－①－４の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  評価委員会(FD･ICT部会)資料） 
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資料３－２－①－４の続き 

 

（出典  評価委員会(FD・ICT部会)資料） 
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資料３－２－①－４の続き 

 

（出典  評価委員会(FD・ICT部会)資料） 
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資料３－２－①－５ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  本校ウエブページ） 
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観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に

運用がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，教員の採用や昇格は「舞鶴工業高等専門学校教員選考基準」（資料３－２－②－１）

及び「舞鶴工業高等専門学校教員選考内規」（資料３－２－②－２）に基づいて運用されている。

教員の採用や昇格の際には，選考委員会が書類選考を行い，その上で面接と審査を行い総合的に判

断して選考しており，高等専門学校設置基準（第11条～第13条）にある教授，准教授，講師及び助

教となることのできる条件を満たしていることを確認している。 

教員の採用は，公募によって行っている（資料３－２－②－３）。各学科において，必要な教員

の専門分野，経験，職名などを検討し，学科長が選考委員会に報告する。選考委員会はこの報告を

もとに，高等専門学校設置基準も考慮して，選考方針，及び公募要領を決定する。選考に際しては

書類審査により原則として３名以上の面接候補者を挙げ，面接審査と模擬授業等を経て選考委員会

が採用者を決定している。選考基準は一次・二次選考評価シートに基づいている。なお，これら一

次・二次選考評価シートについては，訪問審査時の閲覧資料として準備する。採用基準を学位，専

門分野，年齢，これまでの教育業績，研究業績，着任後の教育・研究，地域貢献等に対する抱負，

ものつくりの経験などの項目に区分し，それぞれの細目を定め，採用の目的に対応した重み付けを

行って厳正に審査を行っている。 

教員の昇格に際しては，選考委員会が候補者の教員選考個人調書と学位，専門分野，年齢，これ

までの教育業績，研究業績，昇格後の教育・研究，地域貢献等に対する抱負，ものつくりの経験な

どの項目に関する書類の提出を通じた書類審査でその教育・研究活動実績等を評価し，面接審査実

施の可否を決定する。その後校長，副校長を加えた選考委員会による候補者の面接審査を経て昇格

の可否を決定している。 

また，非常勤教員の採用にあたっても「常時勤務を要しない教員の選考に関する申合せ」（資料

３－２－②－４）に基づいて審査し採用している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教員の採用や昇格については，教員選考基準及び教員選考内規に基づいて，学位，専門分野，年

齢，これまでの教育業績，研究業績，教育・研究，地域貢献対する抱負，ものつくりの経験などの

項目について審査し，教育の目的を達成するために必要な条件を満たしていることを審査している。

また，非常勤教員の採用にあたっても，選考に関する申合せに基づいて審査している。 

以上より，本校の教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされている。 
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資料３－２－②－１ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－１の続き 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２の続き 

    

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－３ 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－２－②－４ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－４の続き 

     

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－４の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－２－②－４の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務組織，技術職員等の教育支

援者等が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

学校組織図（資料３－３－①－１），教員組織規程（資料３－３－①－２）及び事務組織規程

（資料３－３－①－３）に見られるように，専攻科委員会，教員会議，運営会議，各種委員会，学

科（部門）会議，学級担任会議等への支援や校長，主事，学科（部門）長，センター長等を補佐す

るための事務職員が適正に配置され機能している。例えば，教員会議および運営会議では総務課お

よび学生課の，各種委員会ではそれぞれ担当分掌に応じて総務課および学生課の事務職員が支援し

ている。学科（部門）会議では必要に応じて総務課および学生課の事務職員が支援している。 

教育活動の展開に直接的に関与するのは，学生課および教育研究支援センターである。 

教務係では，入試関連，履修管理，成績管理，学生異動管理，シラバス管理業務及び学生便覧作

成業務を担当している。 

学生支援係では，課外教育・奨学金等・部活動・保健管理・厚生補導・就職支援など，学生生活

に関することを担当している。 

寮務係では，学寮の管理運営，入寮・退寮事務，学寮施設設備の保全・整備，寮生の保健衛生な

ど，学生の寮生活に関することを担当している。 

学術情報係では，本校の図書館に事務職員3名を配置するとともに，図書の閲覧・貸出，図書の

購入・整理保管，学術情報の利用等，情報科学教育及び情報基盤の整備，図書に関する調査統計な

どに関することを担当している。 

教育研究支援センター規程（資料３－３－①－４）に示すように，各学科，情報科学センター及

び地域共同テクノセンターにおける教育・研究支援に関し，技術に係わる専門的業務を組織的かつ

効率的に行うため技術職員が配置されている。各専門学科からの教育研究支援センター業務依頼書

（資料３－３－①－５）の提出を受けて，教育研究支援センターの職員を教育・研究支援を行うた

めに配置している（資料３－３－①－６）。また，これらの教育支援者には，能力開発のための各

種研修にも参加させている（資料３－３－①－７，８）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程を展開するに必要な各種会議および各種委員会への支援と補佐の事務体制が整備されて

いる。また，教育研究支援センター所属の技術職員が配置され，教育・研究支援の体制が整えられ

ている。 

 以上のように，学校教育法（第120条）及び高等専門学校設置基準（第10条）を満たしており，

学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者が適切に

配置されていると判断できる。 
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資料３－３－①－１ 

 

（出典  平成２４年度学校概要） 
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資料３－３－①－２ 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－２の続き 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－２の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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３－３－①－３ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－３の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－４ 

 
（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 



舞鶴工業高等専門学校 基準３ 

- 146 - 

 

資料３－３－①－４の続き 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－５ 

 

 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料３－３－①－６ 

 

（出典  教育研究支援センター資料） 
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資料３－３－①－７ 

 

（出典  総務課資料） 
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資料３－３－①－８ 

 

（出典  平成２４年度版 舞鶴高専教育研究センター活動報告集 2013年3月） 
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資料３－３－①－８の続き 

  

  （出典  平成２４年度版 舞鶴高専教育研究センター活動報告集 2013年3月） 
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資料３－３－①－９ 

 

（出典  舞鶴工業高等専門学校規程集）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

 国立高等専門学校機構の中期計画における「教員の学位取得者や技術士等の職業上の高度の資格

を持つ者の割合」目標を既に達成し，また「教授および准教授について，採用された学校以外の学

校，企業，機関などで勤務経験を持つ者の割合」の目標も達成しており，高専に望まれている多様

な背景を持つ教員による教員組織となっている。地域社会への技術還元や貢献など，教員組織の活

動をより活発化するための措置が講じられている。さらに，授業参観型授業公開，授業アンケート，

FD講演会など教育の質の向上と改善に向けての新しい試みが実施されていることなどが優れている

と判断される。 

 

（改善を要する点）  

教員の構成における外国人・女性教員の割合が尐ないことや，人文科学部門における教員年齢構

成に関して今後の教員採用について改善を要する。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 

 一般科目担当教員及び専門科目担当教員は，高等専門学校設置基準に定められている人員を厳

選して採用・配置し，教員連絡会議などを通じて相互に連携を図る体制を整え，各自の資質を高め

る工夫をしている。学生に国際性を身につけるため英語コミュニケーション能力を身に付ける教育

に重点を置き，英語担当教員を強化している。専門科目の担当教員の配置については，学校の目的

を達成できるように，教員の専門分野を考慮した適切な人選と配置を行っている。専攻科担当教員

については，業績等を考慮し専攻科の目的を達成できる教員組織を編成しており，大学評価・学位

授与機構による認定を受けている。 

教員組織の活動を活発化するために，年齢別構成，性別構成，教員の専門分野と実務経歴に配慮

するとともに，授業公開や授業アンケート，FD講演会などを実施している。 

教員の採用や昇格には舞鶴工業高等専門学校教員選考基準及び舞鶴工業高等専門学校教員選考内

規が定められており，これに基づいて適切に運用がなされている。非常勤教職員の採用にあっても，

明文化された規定に基づいて厳正に実施されている。 

教員の教育活動に対する定期的な評価については，授業公開と授業アンケート，教員の自己評価

が実施されており，これを評価委員会（FD・ICT部会）および教育改善委員会を中心に組織的に教

育の質の向上と改善の活動が実施されている。 

また，事務職員，技術職員等の教育支援者の配置については，明文化された規程に基づいて配置

され，各種会議および各種委員会への支援と補佐の事務体制や教育研究支援センターの教育・研究

支援の体制が整えられている。 
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資料４－１－①－１

６．アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

本校では，工学の基礎と教養を身につけ，活動力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者の育成に努めていま

す。そのため，次のような人の入学を期待しています。 

（１）「ものつくり」を通して，自立した人間を目指す人。 

（２）自ら学ぼうとする姿勢を持ち，中学校の学習内容を十分理解している人。 

（３）社会のルールを守って，いろいろな人と協調していける人。 

（出典 平成２５年度本科学生募集要項）

資料４－１－①－２

６．アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

本校では，工学の基礎と教養を身につけ，活動力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者の育成に努めていま

す。そのため，次のような人の入学を期待しています。 

（１）「ものつくり」を通して，自立した人間を目指す人。 

（２）自ら学ぼうとする姿勢を持ち，中学校の学習内容を十分理解している人。 

（３）社会のルールを守って，いろいろな人と協調していける人。 

（出典 平成２５年度編入学生募集要項）

基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受

入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知

されているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表され

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入方針（アドミッション・ポリシ

ー）は，明確に定められ，「本科学生募集要項」及び「編入学生募集要項」並びに「専攻科学生

募集要項」に記載されている（資料４－１－①－１～３）。これらの募集要項は，毎年度教職員

に配付され，周知されている。また，「本科学生募集要項」は中学校等関係機関に，「編入学生

募集要項」は高等学校等関係機関に，「専攻科学生募集要項」は高等専門学校等関係機関にそれ

ぞれ送付されている（資料４－１－①－４～６）。これらの募集要項は本校ウエブページに掲載

され，ダウンロードできるようになっている（資料４－１－①－７～９）。本科学生募集要項記

載のアドミッションポリシーは，中学校訪問，プレオープンキャンパス，オープンキャンパスな

どの体験学習や進路担当教員向け入試説明会及び生徒・保護者向け入試説明会の際に，中学生・

保護者・中学校進路担当教員に紹介されている（資料４－１－①－10及び11）。 
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資料４－１－①－４

（出典 学生課資料）

資料４－１－①－５

（出典 学生課資料）

資料４－１－①－３

 

 

 

 

６.専攻科のアドミッションポリシー（入学者受入方針） 

舞鶴工業高等専門学校専攻科では，優れた資質の技術者を養成するため，次のような入学者を期待しています。 

(１) 技術社会の中核を担う者として，社会で広く活躍し貢献していく意欲のある人 

(２) 専攻科生としての自覚と確かな目標をもち，自主的に学習・研究する意欲が高く，十分な基礎学力を身に

つけている人 

(３) コミュニケーションの能力と物事を筋道立てて考察する力があり，自己の考えを適切に表現することがで

きる人 

(４) しっかりとした社会性と倫理観をもち，そして自ら考え，適切に行動できる人 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項） 

 

 

 

 

 

本科募集要項配布先一覧（３，０００部） 

文部科学省高等教育局専門教育課長１部（別紙１） 

国立高等専門学校機構理事長１部（別紙２） 

中学校（送付用・入試説明会用）２,１００部（別紙３） 

教育委員会３２部（別紙４） 

進学塾１０５部（別紙５） 

報道関係機関等８部（別紙６） 

直接申込者分５００部 

本校関係者８０部 

予備１７３部 

 

 

 

 

編入学生募集要項配布先一覧（４００部） 

文部科学省(高等教育局専門教育課) １部(別紙１) 
機構本部１部(別紙２) 
各高等学校７８×２部(別紙３) 
各教育委員会１２×１部(別紙４) 
進学塾５１×１部(別紙５) 
本校関係者８０部 
予備等(志願者への配布含む)９９部 
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資料４－１－①－７

 

 

 

 

資料４－１－①－６ 

  専攻科学生募集要項配布先一覧（２５０部） 

文部科学省高等教育局専門教育課         ２部（別紙 １） 

      独立行政法人国立高等専門学校機構             ３部（別紙 ２） 

      高専                             ６２部（別紙 ３） 

      報道機関                                    ８部（別紙 ４） 

      志願者用                                  ８０部 

      教職員・予備                  ９５部 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ウエブページ） 
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資料４－１－①－９

 

（出典 本校ウエブページ）

資料４－１－①－８

 

（出典 本校ウエブページ）
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資料４－１－①－10

中学校訪問資料 

 

 

 

 

 

Ａ４：本校の本科には，機械工学科，電気情報工学科，電子制御工学科及び建設システム工学科の４学科が

あり，工学の基礎と教養を身につけ，活動力，創造力，国際感覚豊かな実践的技術者の育成に努めて

います。そのため，次のような人の入学を期待しています。 

    (１) 「ものつくり」を通して，自立した人間を目指す人。 

    (２) 自ら学ぼうとする姿勢を持ち，中学校の学習内容を十分理解している人。 

    (３) 社会のルールを守って，いろいろな人と協調していける人。 

 

[機械工学科] 

   機械工学科では，理論と現象を正確に理解し，いろいろな事態に的確に判断ができ，それを実行でき

る行動力を持った技術者の育成を目指しています。機械工学は，あらゆる「ものつくり」の基盤をな

す学問であるからです。本学科では，次のような人の入学を期待しています。 

    ○「ものつくり」が好きな人，関心がある人。 

    ○「自動車」，「ロボット」や動くものが好きな人，関心がある人。 

    ○身体が不自由な人のための福祉機械に興味がある人。  

 

[電気情報工学科] 

   電気情報工学科では，将来に渡って「発想の泉」となる工学基礎科目の上に立ち，電気・電子系及び

情報系科目の幅広い分野を勉強します。本学科では，次のような人の入学を期待しています。 

    ○電気・電子，情報・通信分野に関心がある人。 

    ○ハードウェア，ソフトウェアなどの「ものつくり」ができるようになりたい人。 

    ○「自分の志」を抱いて，基礎科目を継続的に学習できる人。 

 

[電子制御工学科] 

   電子制御工学科では，メカトロニクス技術者の育成を目指し，電子・電気系，制御・計測系，機械系

及び情報系の幅広い分野を勉強します。本学科では，次のような人の入学を期待しています。 

    ○電子回路やマイコンを使ったものつくりをしたい人。 

    ○ロボットの設計製作や制御応用に関心のある人。 

    ○コンピュータや「もののしくみ」に興味を持ち，好奇心旺盛な人。 

 

[建設システム工学科] 

   建設システム工学科では，21 世紀の住みよい社会を創ることを目的として，その計画，運営，維持を

行うことのできる素養を身につけるための勉強をします。本学科では，次のような人の入学を期待し

ています。 

    ○自然環境と調和した街づくりに熱意を持っている人。 

    ○災害に強く，安全な社会づくりに興味を持っている人。 

    ○建設技術に関する知識を修得し，地域社会の発展や国際貢献に関わりたい人。 

（出典 学生課資料）

Ｑ４：貴校本科の「入学者受入方針」（アドミッションポリシー）及び各学科の概要は何ですか？ 

舞鶴高専ＦＡＱ 
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資料４－１－①－11

平成２５年度入試説明会スライド 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

以上の状況により，教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者

受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され，また，将

来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されている。 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入

方法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校準学士課程の入学者選抜方法については，特別選抜と学力検査選抜がある。特別選抜の募

集人員は各学科とも16名，学力検査選抜の募集人員は24名である。特別選抜の出願資格は，中学

校第１～３学年の３ケ年の９科目の学業成績（調査書の内申点）が，５段階評価で合計66（平均

3.66)以上の者とし，調査書45点，面接15点，適性検査15点の合計75点で合格判定を行っている。

面接においてはアドミッションポリシーに基づいた質問が用意され，適性検査では，理科，数学，

英語の３科目が出題される（資料４－２－①－１及び２）。 

学力検査選抜は配点を，理科200点，英語160点，数学200点，国語130点，社会130点に調査書

180点とし，合計1000点で合否判定を行っている。試験問題は各教科100点満点として作成された

国立高等専門学校機構の統一入学試験問題を使用し，理数系科目を重視した傾斜配点を実施して

いる。学力検査選抜の調査書の学業成績（調査書の内申点）は，特別選抜と同じく，中学校３か

年の９科目の合計で評価される（資料４－２－①－３）。 

 編入学試験については，数学，英語，理科それぞれ100点，専門科目100点，面接50点，調査書

50点の合計500点で合否判定を行っている。また，数学及び理科については，１教科でも30点未

満の教科があった場合は不合格となることがある。準学士課程入学試験と同じく，教科について

は，理数系科目が重視され，面接においてはアドミッションポリシーに基づいた質問が用意され

ている（資料４－２－①－４及び５）。  

  専攻科課程の入学者選抜には，推薦特別選抜，一般学力検査選抜（前期日程・後期日程），社

会人特別選抜，外国人留学生特別選抜（学力検査選抜・書類選抜）の区分がある。いずれの区分

においても，専攻科課程で学ぶために必要な学力の有無を合格判定の基準とするとともに，面接

試験においてはアドミッションポリシーに基づいた質問を用意し，アドミッションポリシーに沿

った入学者の選抜を適切に実施している（資料４－２－①－６～10）。 
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資料４－２－①－１ 

７．入学者選抜方法 
入学者の選抜は，推薦書，調査書，適性検査及び面接の結果を総合して行います。 
（1） 実施種目及び配点 

実施種目 適性検査 面接 調査書 合計 
配 点 １ ５ １ ５ ４ ５ ７ ５ 

 
 

（出典 平成２５年度本科学生募集要項） 

資料４－２－①－２

（出典 学生課資料）

資料４－２－①－３ 

（2）学力検査 

学力検査は筆答試験とし，出題する教科は理科・英語・数学・国語及び社会の5 教科です。 

①学力検査出題教科及び配点 

教科等 理科 英語 数学 国語 社会 調査書 合計 

配点 ２００ １６０ ２００ １３０ １３０ １８０ １０００ 

 

（出典 平成２５年度本科学生募集要項） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本科特別選抜面接試験質問例 
 
訪問調査時に閲覧可。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料４－２－①－４

 

（出典 平成２５年度編入学生募集要項）



舞鶴工業高等専門学校 基準４ 

- 163 - 

資料４－２－①－５

本科編入学試験面接試験質問例 

 

訪問調査時に閲覧可。 

（出典 学生課資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－①－６ 

 推薦特別選抜 

 

 一般学力検査選抜 

 

 （出典 平成２５年度専攻科学生募集要項） 
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資料４－２－①－６の続き 

社会人特別選抜 

 

  

外国人留学生特別選抜（学力検査選抜・書類選抜） 

 

（出典 平成２５年度専攻科学生募集要項） 
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資料４－２－①－７

専攻科入学試験面接試験質問例 

 

訪問調査時に閲覧可。 

（出典 学生課資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

以上の状況により，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方

法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されていると判断する。 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に

行われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役

立てているか。 

 

（観点に係る状況）  

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われているかど

うかの検証として，本科学生への入学後のアンケート（国立高専機構が統一的に実施）と成績追

跡調査を行っている。アンケートでは，志望動機が分析されており，「就職率」と並んで「早期

専門教育」が最も高い動機となっており，「「ものつくり」を通して，自立した人間を目指す

人」というアドミッションポリシーに沿った学生の選抜が行われていることを裏付けている（資

料４－２－②－１及び２）。成績追跡調査では，入学試験の成績と入学直後の数学・英語の基礎

学力診断テストとの相関や学力検査選抜の成績と後記期末試験の成績との相関が分析されている

（資料４－２－②－３及び４）。これらの結果は，入学試験委員会で検討され，入学試験方法の

改善が図られている。 

例えば，平成２３年度第２回入学試験委員会において，全国国立高専の学業成績評価期間並び

に特別選抜の定員枠及び基礎学力診断テストにおける特別選抜入学者と学力選抜入学者の分析に

基づいて，学業成績（調査書の内申点）評価期間については，平成２４年度より，特別選抜出願

資格を中学校第１～３学年の３年間の総合計を９９以上とすることとし，特別選抜の定員枠につ

いては，平成２４年度は変更せず割合は４０％とし，定員枠の変更については，今後も検討して

いくこととなった（資料４－２－②－５及び６）。 

専攻科課程の入学者選抜については，面接試験後「面接結果取りまとめ会報告書」が提出され，

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われているかどう

かの検証が行われている（資料４－２－②－７及び８）。平成２５年度入学者選抜の面接結果の

検証を経て，「平成２６年度専攻科学生募集要項」では，専攻科課程の入学者選抜の全ての区分

に「面接において，本校専攻科のアドミッションポリシー（入学者受入方針）に著しくそぐわな

いと判断した場合は，不合格とすることがある。」を付記することになった（資料４－２－①－

６）。 
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資料４－２－②－１ 

（アンケート様式例） 

入学動機に関するアンケート 

 

  入試広報関連事業の効果の分析，改善の検討の基礎資料としますので，次のアンケー

トについて回答してください。 

 

 ○学科名       学科 

 １  本校への入学を志望した動機に○を付けてください。（３つまで回答可） 

    ① 技術者教育を中心とする教育内容に関心がある 

    ② 理工系の５年間一貫教育に関心がある 

    ③ 早い時期から専門教育を受けることができる 

    ④ 就職率がよい 

    ⑤ 工学系の大学３年に編入学ができる 

    ⑥ 専攻科に進学し，学士の学位を取得することができる 

    ⑦ 日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定教育プログラムである 

    ⑧ 創造力のある優れた教員が多い 

    ⑨ 寮がある 

    ⑩ 立地，通学環境がよい 

    ⑪ 「ロボコン」に興味がある 

    ⑫ 運動クラブなどの課外活動に興味がある 

    ⑬ その他（          ） 

 

 ２  ～ ９  は省略 

（出典 学生課資料） 
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資料４－２－②－２

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－３

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－３の続き

平成１９年度 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－３の続き

平成２０年度 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－３の続き

平成２１年度 

 

 

 
 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－４

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－４の続き

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－４の続き

 

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－５

 
     以下，省略 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－６

 

 

以下，省略 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－７

 

（出典 学生課資料）
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資料４－２－②－８

平成２５年度専攻科課程入学者選抜面接結果取りまとめ会報告書 

 

訪問調査時に閲覧可。 

（出典 学生課資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

以上の状況により，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に

行われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立

てていると判断する。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になってい

ないか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員と実入学者数

との関係の適正化が図られているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程における平成２１年度から２５年度入学者の実数，入学定員及び志願倍率の推移は

下の表の通りである。実入学者数は入学定員をわずかに上回る程度であり，大幅に超える状況に

はない。また，平成２１年度から平成２５年度までの５年間の志願倍率は1.4～1.9で推移してお

り，実入学者が入学定員を下回ってはいない（資料４－３－①－１）。 

平成２１年度から２５年度の専攻科においても，実入学者数は入学定員を若干上回る程度であ

る。志願倍率の推移も1.7から2.3の間を推移しており，実入学者が入学定員を下回ったことはな

い。 
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資料４－３－①－１

 

（出典 学生課資料）
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資料４－３－①－２ 

 

 （出典 学生課資料） 
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資料４－３－①－２の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料４－３－①－２の続き 

 

 

  

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程及び専攻科課程の実入学者数は，入学定員と比較して適正な数を保っている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校のアドミッションポリシーは，本校ウエブページに掲載されているだけでなく，府県をま

たがった多数の中学校訪問，複数回開催するプレオープンカレッジ，オープンカレッジなどの体

験学習や各地域の中学校の進路担当教員向け入試説明会及び生徒・保護者向け入試説明会などを

通して，将来の学生を含め理解されやすい形で幅広く社会に公表されている。 

準学士課程の特別選抜においては，理科，数学，英語の適性検査を実施し，学力検査選抜にお

いては，国立高等専門学校機構が作成した統一試験について傾斜配点を行うなど理数系科目を中

心とした基礎学力の評価を重視した合否判定を行っている。編入学試験では，数学及び理科につ

いては，１教科でも30点未満があった場合は不合格とするなど同様の措置を行っている。 

本校は人口９万人弱の舞鶴市に所在しており，その周辺部に人口の多い都市は存在していない。

そのため，全教職員は入学者の確保のために府県をまたがる広域の入試広報に努めている。その

結果，平成２１年度から平成２５年度まで５年間の志願倍率は1.3から1.9に推移しており，実入

学者は入学定員を下回っていない。 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が適切に行われていること

の検証として，準学士課程学生に対して入学後のアンケートと成績追跡調査を行い，これらの分

析結果から学業成績（調査書の内申点）評価期間を改正し，平成２４年度より特別選抜出願資格

を第１学年～第３学年の３年間の総合計を99以上とすることとした。また特別選抜の定員枠につ

いては，平成２４年度は変更せず割合は40％を維持するなど入学試験方法の検証と改善が図られ

ている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校の求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入方針（アドミッション・ポリシ

ー）は明確に定められ，「本科学生募集要項」及び「編入学生募集要項」並びに「専攻科学生募集

要項」に記されている。それらは，募集要項の配付を通じて本校および中学校の教職員に周知され，

ウェブページや多様な入試広報を通じて，理解されやすい形で社会に公表されている。 

 本校では，準学士課程の特別選抜における面接・適性検査，学力検査選抜おける傾斜配点，特別

選抜及び学力検査選抜における中学校３か年の学業成績（調査書の内申点）評価などに見られるよ

うに入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入方法が採用されており，実

際に入学者選抜は適切に実施されている。これは，編入学及び専攻科課程の入学者選抜においても

同様である。 

準学士課程においては，入学後のアンケートや成績追跡調査などによって入学者受入方針（アド

ミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するための取組 
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が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てている。専攻科課程においては，「面接結

果取りまとめ会報告書」により入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入

が実際に行われているかどうかの検証が行われ，入学者選抜の改善に役立てている。 

 準学士課程及び専攻科課程の実入学者数は，入学定員を大幅に超える，または大幅に下回る状況

にはなく，入学定員と比較して適正な数を保っている。
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして、授業科目が学年ごとに適切に配置され、教育課程

が体系的に編成されているか。また、授業の内容が、全体として教育課程の

編成の趣旨に沿って、教育の目的を達成するために適切なものとなっている

か。 

（観点に係る状況）  

本校は，教育理念と教育方針に基づき，教育目的と学習・教育到達目標を定め，これに沿って

授業科目を学年ごとに配置している（資料５－１－①－１～４）。この教育課程の特長は，低学

年に一般科目を多く配置し，学年進行とともに専門科目の割合が高まる楔形の体系的な科目配置

である（資料５－１－①－５）。 

本校の授業内容で，特筆すべき事項は，「教育方針」の「Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくり

を重視する」と「Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む」である。前者については，第１学年に「工学

基礎」を開設して学際的な観点を基礎におき，各学科ともに，学年進行に沿って順次実験実習科

目を学ばせ，その中で実践性と創造性を育んでいる（資料５－１－①―６及び７）。後者につい

ては，３年生以上の英語科目への習熟度クラスの導入，全学年の英語の授業への外国人講師の配

置，さらには，４・５年生を対象とした中国語や韓国語，ドイツ語の開設等により，豊かな教養

と国際性を育んでいる。 

 

 

 

 

資料５－１－①－１ 

＜教育理念＞ 

広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国

際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

 

 ＜教育方針＞ 

 Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する 

 Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

 Ⅲ 自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む 

                    （出典 平成２５年度学生便覧） 

資料５－１－①－２ 

（準学士課程の目的） 

 

準学士課程は，専門分野の基礎知識を修得し，社会の変化やニーズに対応した製品やシステムをつくり出す

能力と，豊かな人間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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資料５－１－①－３ 

＜学習・教育到達目標＞ 

（準学士課程） 

(Ａ）自然科学と工学の基礎を身につける。 

（Ｂ）専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる。 

（Ｃ）修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる。 

（Ｄ）実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける。 

（Ｅ）技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力 

を身につける。 

（Ｆ）技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。 

（Ｇ）課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる。 

（Ｈ）コンピュータを技術の実践に活用できる。 

（Ｉ）責任を自覚し，互いに協力し合い，チームの目的達成に貢献できる。 

                       ただし，（Ｉ）は平成２５年度準学士課程第１～４学年に適用する。 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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資料５－１－①－４ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－４の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－５ 

 

一般科目と専門科目の開講単位数 

  １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合計 

一般科目開講単位数 28 25 16 13 7 89 

専門科目開講単位数 6 9 18 25～26 33～34 90～93 

合  計 34 34 34 38～39 40～41 179～182 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－１－①－６ 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－１－①－７ 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校は，教育理念と教育目的に基づき，教育方針と学習・教育到達目標を定め，これに沿って

授業科目を学年ごとに配置している。この教育課程の特長は，低学年に一般科目を多く配置し，

学年進行とともに専門科目の割合が高まる楔形の体系的な科目配置である。そこでは，教育方針

に言う「実験・実習，演習，ものつくり」と「豊かな教養と国際性を育む」ことを重視している。 

以上のことから，本校の教育課程においては，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課

程が体系的に編成されており，授業の内容も，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育

の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術

の発展の動向、社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

  学生の多様なニーズは，「授業アンケート」を通して把握している。また，年に２回各クラ

スの代表学生と校長との「フリートーキング」を実施し，学生の多様なニーズを聴取している

（資料５－１－②－１及び２）。学術の発展の動向に配慮して各学科とも毎年１回特別講演会を

開催している。また，１年生を対象とした「工学基礎」でも，工場見学・講演・出前講義を行っ

ている。これらによって，ものつくりの現状や社会からの要請を教育内容に組み込んでいる（資

料５－１－②－３及び資料５－１－①－６，資料５－１－②－４）。また，第４学年以上の授業

科目「専門共通選択科目」では，学科相互に履修を認め学生の多様なニーズや現代の技術・科学

の融合・複合化に対応している（資料５－１－②－５）。 

 社会からの要請のひとつである国際化への対応としては，英語に関しては，３年生以上に習熟

度クラスを導入して学生のニーズに配慮しつつ，全学年の英語科目への外国人講師配置，「英語

デー」の実施（１・２年生はA. C. E.，３年生以上はＴＯＥＩＣを全員受験），ＴＯＥＩＣや実

用英語技能検定（英検）などの語学検定による単位認定，e-learningによるＴＯＥＩＣ演習，Ｃ

ＡＬＬ教室の整備などを実施している。加えて，４・５年生では，中国語や韓国語，ドイツ語な

どを開設し，幅広く国際性を養っている（資料５－１－②－６～８）。 
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資料５－１－②－１ 

 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料５－１－②－１の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料５－１－②－２ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－２の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－２の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 198 - 

 

資料５－１－②－２の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－２の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－３ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料５－１－②－４ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－５ 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 203 - 

 

資料５－１－②－６ 

 外国語授業開講状況 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－１－②－７ 

 

  以下，省略 

（出典 舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年４月） 
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 資料５－１－②－８ 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料５－１－②－８の続き 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校は，学生の多様なニーズを「授業アンケート」や校長とのフリートーキングなどにより把

握している。各学科の特別講演会や１年生の「工学基礎」などを通して，授業内容をものつくり

の現状や先端技術の動向，社会からの要請に配慮したものとしている。また，４年生以上に共通

選択科目を開設し，学生の多様なニーズや現代の技術・科学の融合・複合化に対応している。社

会から求められている国際感覚を有する人材育成については，外国語教育の充実によって対応し

ている。 

 以上のことから，教育課程の編成や授業科目の内容は，学生のニーズ，学術の発展動向，社会

からの要請等に配慮していると判断する。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランス

が適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなさ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育課程においては，授業形態として講義，演習，実験・実習が適切に配置されている。

その比率は，講義・演習と実験・実習科目の単位数の比率は６：４であり，概ねバランスがとれ

たものといえる（資料５－２－①－１）。このうち，専門科目の実験・実習は必修科目としてお

り，当該学年で単位を修得できなかった場合は進級できない（資料５－２－①－２）。これは本

校の教育方針の「実験・実習，演習，ものつくりを重視する」に由来する。また，平成１９年度

より第４学年以上で「学修単位科目」を導入し，授業形態および方法に多様性を持たせる工夫を

行っている（資料５－２－①－３）。 
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 資料５－２－①－１ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－①－２ 

 

舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規則 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料５－２－①－３ 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育課程においては，講義，演習，実験，実習を適切に組み合わせ，教育方針に沿って，

「実験・実習，演習，ものつくりを重視する」観点で，学力等を身に付けさせる工夫を行ってい

る。 

 以上のことから，講義，演習，実験，実習等の授業バランスが適切であり，それぞれの教育内

容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学

習、教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、

活用されているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスは，本校の理念，教育方針，目的，学習・教育到達目標等教育課程の編成の趣旨に沿

って作成されている。シラバスの様式には，科目名（英語訳を含む），授業の概要，到達目標，

学習・教育到達目標，教科書・参考書等，授業計画，成績の評価方法・評価基準が明示され，高

学年では，これに授業目的と到達目標に英語訳を加え，キーワード（英語訳を含む），授業方法，

学習方法，履修上の注意，科目の位置付け，定期試験の実施方法，学生へのメッセージが記され

る（資料５－２－②－１及び２）。シラバスの作成要項は，資料５－２－②－３に示す通りであ

る。また，シラバスの編集にあたっては，チェックシートを用いた点検を行い，そのうえで刊行

されている（資料５－２－②－４）。学生がシラバスを活用していることは，学生による授業ア

ンケートによって分かる（資料５－２－②－５及び６）。 
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資料５－２－②－１ 

シラバス様式 1，2，3 年（前期・後期同一系統科目) 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－２ 

シラバス様式 4，5 年前期・後期同一系統科目（履修単位科目） 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－２の続き 

 

 （出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－３ 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－３の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－３の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－３の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－３の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 220 - 

 

資料５－２－②－４ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－②－５ 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料５－２－②－６ 

 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料５－２－②－６の続き 

 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 シラバスは，本校の教育課程の編成の趣旨に沿って作成されている。シラバスには，授業内容

や到達目標，成績の評価方法と基準等が明示され，チェックシートによる点検等編集作業を経て，

刊行されている。また，シラバスが授業を受けるにあたって活用されていることは学生による授

業アンケートから確認できる。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、インターンシップ

の活用が図られているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，本科の学習・教育到達目標（C）に「修得した知識を統合し，製品やシステムを考案

できる。」を掲げ，創造性を育む教育を重視し，各学科ともに，実験・実習科目を中心に，創造性

の育成のためのプログラムを系統的に用意し，最終的に「卒業研究」「卒業研究・卒業設計」で創

造性教育の集大成を行っている（資料５－２－③－１～６）。 インターンシップは，高等教育機

関や企業等で専門分野における知識・技術･業務に触れながら実務能力を深めることを目的に，第

４～５学年において実施している。インターンシップの成績評価にあたっては，報告書及び報告会

での発表の点数に加え，実施機関の評価が勘案される（資料５－２－③－７～12）。 
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 資料５－２－③－１ 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－③－２ 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－３ 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－３の続き 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－４ 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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   資料５－２－③－４の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－５の続き 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－６の続き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料５－２－③－７ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－③－８ 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料５－２－③－８の続き 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料５－２－③－９ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－２－③－９の続き 

 

 
 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－２－③－10 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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 資料５－２－③－11 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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 資料５－２－③－11 の続き 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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（分析結果とその根拠理由）  

  本校では，創造性を育む教育を重視しており，各学科の実験・実習科目において，創造性を育

むプログラムが系統的に組み込まれている。また，インターンシップは高等教育機関や企業等の実

務体験を通じて学習意欲を高めることを目的として，第４～５学年で実施している。 

以上のことから，本校では，創造性を育む教育方法の工夫を行っており，インターンシップの活

用も図られている。 

 

 

観点５－３－①： 教育課程の編成において、一般教育の充実や特別活動の実施等、豊かな人

間性の涵養が図られるよう配慮されているか。また、教育の目的に照らして、

課外活動等において、豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，準学士課程の学習・教育到達目標（Ｅ）に「技術者に必要な人間性，国際性，協調

性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力を身につける。」を掲げ，人文系科目の充実，

全学年での「保健体育」の授業の実施，特別活動（１～３年）の工夫等により豊かな人間性の涵

養を図っている（資料５－３－①－１～３）。その他，や各種の学校行事，学生会活動も，豊か

な人間性の涵養に資するものとなっている（（資料５－３－①－４～11）。クラブ活動等には全

教員が顧問として配置され，ここでも人間性が磨かれている（資料５－３－①－12）。 
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資料５－３－①－１ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－２ 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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 資料５－３－①－２の続き 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 

 

 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 247 - 

 

 資料５－３－①－３ 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－３の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－４ 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－４の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－５ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－５の続き 

 

（出典 『学校だより』Ｖｏｌ.１２２） 
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 資料５－３－①－５の続き 

 

（出典 『学校だより』Ｖｏｌ.１２２） 
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 資料５－３－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－６の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－６の続き 

 

 

（出典 学生課資料） 
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 資料５－３－①－７ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－７の続き 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－８ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－９ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－10 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－３－①－11 

 

（出典 『学校だより』Ｖｏｌ.１２２） 
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資料５－３－①－11 の続き 

 

（出典 『学校だより』Ｖｏｌ.１２２） 
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資料５－３－①－12 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育課程においては，人文系科目の充実，保健体育の重視，特別活動の工夫により豊か

な人間性の涵養を図っている。また，各種の学校行事，課外活動においても，人間性を豊かにす

る取り組みを行っている。本校教育においては，その目的に照らして，人間性の涵養がはかれる

よう十分な配慮を行っている。 

 

 

観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され、学

生に周知されているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、

進級認定、卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 成績評価，単位認定，進級及び卒業認定については，規則が定められている。進級・修了・卒業

に直接関わる「追試験」「再試験」についても，学生向けの指示文書で内容が説明されている（資

料５－４－①－１）。答案の返却と到達度の確認は定期試験後に行われ，成績に関する異議申し立

てにも対応している。進級および卒業認定は，全教員による会議で行われている（学年末成績一覧

表および学年末不合格科目一覧については，訪問調査時に提示可能）。成績評価等の規則は，学生

便覧及び年度当初のガイダンスで周知を図っている（資料５－４－①－２）。 
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資料５－４－①－１ 

 

 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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資料５－４－①－１の続き

（出典 平成２５年度学生便覧）
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                              資料５－４－①－１の続き 

 

 

（出典 平成２５年度学生便覧） 
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資料５－４－①－２ 

 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価等に係る詳細な規則を定め，学生に周知を図っている。答案の返却と到達度の確認が行

われ，成績に関する異議申し立てにも対応している。進級・卒業認定会議は慎重かつ厳格な運営を

行っている。 

 以上のことから，成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，成績評

価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施されている。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして、準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育

からの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

資料５－５－①－１～５に示す準学士課程の科目と専攻科課程の科目関連図に示すように準学士

課程との連携を考慮した教育課程となっている。 

例えば英語教育では準学士課程の学習の成果を基に専攻科課程で英語を学習することで英語力が

スキルアップできるように連携を図っている。 

本校では，４学科が設置されており各学科と専攻科のカリキュラムの連携が図られている。また，

本校では，準学士課程と専攻科課程による「生産・情報基礎工学教育プログラム」（資料５－５－

①－６）により連携を密にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 271 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－①－１ 

一般科目(各学科共通) 専 攻 科 各 専 攻 共 通

開 設 科 目  開 設 科 目

生 物 ( Ⅰ )( Ⅱ )

現 代 英 語 Ⅱ

日 本 文 化 論

韓 国 語 ( Ⅰ )( Ⅱ )

現 代 社 会 と 宗 教 ( Ⅰ )( Ⅱ )

現 代 日 本 の 政 治 ( Ⅰ )( Ⅱ )

現 代 日 本 の 経 済 と 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

金 融 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ド イ ツ 文 化 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

基 礎 数 学 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ） （ Ⅲ ）

線 形 代 数 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

微 分 積 分 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ） （ Ⅲ ）

現 代 英 語 Ⅰ

数 学 演 習 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

物 理 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

化 学 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

保 健 体 育 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ） （ Ⅲ ）

哲 学

法 学 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

国 語 国 文 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ド イ ツ 語 ( Ⅰ )( Ⅱ )

中 国 語 ( Ⅰ )( Ⅱ )

心 と 癒 し ( Ⅰ )( Ⅱ )

地 理

世 界 史 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

人 間 論 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

総 合 英 語 ( Ⅳ )( Ⅴ )

実 践 英 会 話 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

経 済 学

化 学 Ⅲ

物 理 Ⅲ

総 合 英 語 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ） （ Ⅲ ）

英 会 話 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

現 代 文 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

古 文 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

総 合 国 語 （ Ⅰ ） （ Ⅱ ）

保 健 体 育 ( Ⅳ )( Ⅴ )

ア ー ト ＆ デ ザ イ ン ( Ⅰ )( Ⅱ )

日 本 史

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御

先 端 材 料 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

シ ス テ ム 設 計 学

流 体 工 学 特 論

応 用 情 報 工 学

専攻科の基礎となる学科等の関連図

地 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

経 営 学

近 代 物 理 学

応 用 解 析 １

応 用 解 析 ２

技 術 者 倫 理

地 球 環 境 政 策 学

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 論

画 像 工 学

 

（出典 平成２４年度総務課資料） 
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資料５－５－①－２ 

機 械 工 学 科 専攻科 建設・生産システム工学専攻
 開 設 科 目  開 設 科 目

□から１科目選択
建 設 計 画 学

設 計 演 習

イ ン タ ー ン シ ッ プ

地 盤 工 学 設 計 論

水 圏 環 境 学

エ ネ ル ギ ー 環 境 学

環 境 防 災 論

ま ち づ く り 学

情 報 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 耐 震 工 学

流 体 力 学

レ オ ロ ジ ー

プ ラ ン ト 工 学

メ ン テ ナ ン ス 工 学

弾 塑 性 力 学

材 料 科 学

材 料 強 度 学

応 用 構 造 工 学

動 的 設 計 論

応 用 解 析 １

応 用 解 析 ２

技 術 者 倫 理

地 球 環 境 政 策 学

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 論

画 像 工 学

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御

先 端 材 料 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

シ ス テ ム 設 計 学

流 体 工 学 特 論

応 用 情 報 工 学

特 別 研 究

特 別 実 験

特 別 演 習

電 気 機 器 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 力 学 Ⅱ

建 築 論 Ⅰ

計 算 機 援 用 工 学

設 計 工 学

知 能 機 械 工 学

医 工 学

耐 震 工 学

建 設 振 動 学

計 測 概 論 Ⅱ

電 気 機 器 Ⅱ

ロ ボ ッ ト 工 学 Ⅰ

数 値 解 析 Ⅰ

マリンエンジニアリング(Ⅰ)(Ⅱ )

電 磁 気 計 測 ( Ⅰ )( Ⅱ )

画 像 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 論 Ⅱ

応 用 測 量 学 Ⅰ

電 子 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

シ ス テ ム 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ネ ッ ト ワ ー ク 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

数 値 計 算 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

環 境 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

計 測 概 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

工 業 英 語

機 械 力 学 Ⅱ

材 料 力 学 Ⅲ

流 体 工 学

熱 工 学

制 御 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

創 造 設 計 製 作

卒 業 研 究

イ ン タ ー ン シ ッ プ

校 外 学 修

加 工 学 Ⅲ

テ ク ニ カ ル ド ロ ー イ ン グ

設 計 製 図 ( Ⅰ )( Ⅱ )

設 計 製 図 ( Ⅲ )( Ⅳ )

機 械 工 学 実 験 ( Ⅰ )( Ⅱ )

創 造 演 習

加 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

入 門 機 械 実 習

工 作 実 習 ( Ⅰ )( Ⅱ )

工 学 基 礎

応 用 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 数 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

入 門 機 械 工 学

力 学 基 礎 ( Ⅰ )( Ⅱ )

材 料 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

流 れ 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

熱 力 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

機 構 学

機 械 設 計 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

情 報 リ テ ラ シ ー

情 報 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

専攻科の基礎となる学科等の関連図

機 械 力 学 Ⅰ

材 料 力 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

 

 

 

（出典 平成２４年度総務課資料） 
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資料５－５－①－３ 

建設システム工学科 専攻科 建設・生産システム工学専攻

 開 設 科 目  開 設 科 目

イ ン タ ー ン シ ッ プ

専攻科の基礎となる学科等の関連図

エ ネ ル ギ ー 環 境 学

環 境 防 災 論

ま ち づ く り 学

建 設 計 画 学

設 計 演 習

レ オ ロ ジ ー

プ ラ ン ト 工 学

メ ン テ ナ ン ス 工 学

地 盤 工 学 設 計 論

水 圏 環 境 学

材 料 強 度 学

応 用 構 造 工 学

動 的 設 計 論

建 築 耐 震 工 学

流 体 力 学

特 別 研 究

特 別 実 験

特 別 演 習

弾 塑 性 力 学

材 料 科 学

先 端 材 料 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

シ ス テ ム 設 計 学

流 体 工 学 特 論

応 用 情 報 工 学

技 術 者 倫 理

地 球 環 境 政 策 学

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 論

画 像 工 学

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御

電 子 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 論 Ⅰ

計 測 概 論 Ⅱ

電 気 機 器 Ⅱ

ロ ボ ッ ト 工 学 Ⅰ

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン工 学(Ⅰ)(Ⅱ )

情 報 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 設 振 動 学

耐 震 工 学

マリンエンジニアリング(Ⅰ)(Ⅱ)

電 磁 気 計 測 ( Ⅰ )( Ⅱ )

画 像 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 論 Ⅱ

応 用 測 量 学 Ⅰ

数 値 解 析 Ⅰ

数 値 計 算 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

環 境 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

計 測 概 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 機 器 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 力 学 Ⅱ

防 災 工 学

工 学 演 習

応 用 測 量 学 Ⅱ

シ ス テ ム 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ネ ッ ト ワ ー ク 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 デ ザ イ ン ( Ⅰ )( Ⅱ )

卒 業 研 究 ・ 卒 業 設 計

イ ン タ ー ン シ ッ プ

校 外 学 修

数 値 解 析 Ⅱ

建 築 計 画 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 構 造 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 設 備 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 築 施 工

建 築 法 規

環 境 衛 生 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

環 境 工 学 Ⅱ

建 設 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 実 験 Ⅱ

卒 業 研 究 ・ 卒 業 設 計

建 築 環 境 ( Ⅰ )( Ⅱ )

河 川 工 学

河 川 環 境

海 岸 工 学

地 盤 工 学 Ⅱ Ｂ

土 木 施 工

建 設 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 実 験 Ⅰ

測 量 実 習

建 設 製 図 Ⅰ

建 設 設 計 製 図 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 理 学 Ⅱ

コ ン ク リ ー ト 構 造 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 理 学 Ⅰ

地 盤 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

都 市 計 画

測 量 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

情 報 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

構 造 力 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

構 造 力 学 Ⅲ

建 築 一 般 構 造

建 設 材 料 学

応 用 構 造 力 学

鋼 構 造 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 解 析 １

応 用 解 析 ２

工 学 基 礎

建 設 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 概 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 数 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

情 報 リ テ ラ シ ー

構 造 解 析

 
（出典 平成２４年度総務課資料） 
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資料５－５－①－４ 

電 気 情 報 工 学 科 専攻科 電気・制御システム工学専攻

開 設 科 目  開 設 科 目

制 御 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

半 導 体 工 学

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ( Ⅰ )( Ⅱ )

伝 送 工 学

専攻科の基礎となる学科等の関連図

先 端 材 料 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

シ ス テ ム 設 計 学

流 体 工 学 特 論

応 用 情 報 工 学

創 造 工 学

工 学 基 礎 研 究

卒 業 研 究

イ ン タ ー ン シ ッ プ

校 外 学 修

エ ネ ル ギ ー 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

数 値 解 析 実 習

Ｃ 言 語 実 習

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス

Ｃ 言 語

論 理 回 路

工 業 英 語

情 報 シ ス テ ム 論

通 信 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 情 報 工 学 実 験 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 情 報 工 学 実 験 ( Ⅲ )( Ⅳ )

工 学 基 礎

応 用 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 数 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 概 論

電 気 回 路

情 報 理 論

情 報 数 学

情 報 基 礎

情 報 リ テ ラ シ ー

電 子 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御

交 流 回 路 ( Ⅰ )( Ⅱ )

回 路 理 論

過 渡 現 象 論

電 気 磁 気 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )( Ⅲ )

ア ナ ロ グ 回 路

デ ィ ジ タ ル 回 路

ア ナ ロ グ 信 号 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

イ ン タ ー フ ェ ー ス ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 解 析 １

応 用 解 析 ２

技 術 者 倫 理

地 球 環 境 政 策 学

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 論

画 像 工 学

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

情 報 工 学

電 磁 気 応 用 工 学

応 用 通 信 工 学

信 号 処 理 特 論

特 別 研 究

特 別 実 験

特 別 演 習

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ・ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 演 習

シ ス テ ム 制 御 工 学

電 子 回 路 特 論

制 御 工 学 特 論

知 識 情 報 工 学

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅰ

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅱ

シ ス テ ム 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ネ ッ ト ワ ー ク 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

数 値 計 算 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

環 境 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

計 測 概 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

医 療 工 学

ロ ボ ッ ト 工 学 Ⅰ

数 値 解 析 Ⅰ

マリンエンジニアリング(Ⅰ)(Ⅱ)

電 磁 気 計 測 ( Ⅰ )( Ⅱ )

画 像 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 機 器 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 力 学 Ⅱ

建 築 論 Ⅰ

計 測 概 論 Ⅱ

電 気 機 器 Ⅱ

建 設 振 動 学

耐 震 工 学

建 築 論 Ⅱ

応 用 測 量 学 Ⅰ

電 子 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

シミュ レー ショ ン工 学( Ⅰ)( Ⅱ)

情 報 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

イ ン タ ー ン シ ッ プ

 

（出典 平成２４年度総務課資料） 
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資料５－５－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度総務課資料） 

電子制御工学科  専攻科 電気・制御システム工学専攻

開 設 科 目 開 設 科 目

工 学 基 礎

応 用 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 数 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

情 報 リ テ ラ シ ー

電 気 基 礎 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 力 学 Ⅰ

熱 力 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

材 料 力 学 Ⅰ

材 料 力 学 ( Ⅱ )( Ⅲ )

計 測 工 学 Ⅰ

電 子 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 子 回 路 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 子 回 路 ( Ⅲ )( Ⅳ )

電 気 磁 気 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

力 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

Ｃ Ａ Ｄ 演 習 Ⅰ

Ｃ Ａ Ｄ 演 習 Ⅱ

電 子 制 御 実 習 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 子 制 御 実 験 ( Ⅰ )( Ⅱ )

創 造 設 計 プ ロ ジ ェ ク ト

情 報 処 理 ( Ⅰ ) ～ ( Ⅳ )

計 算 機 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

振 動 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

制 御 工 学 Ⅰ

制 御 工 学 ( Ⅱ )( Ⅲ )

電 子 回 路 Ⅴ

シ ス テ ム 制 御 ( Ⅰ )( Ⅱ )

計 測 工 学 Ⅱ

ロ ボ ッ ト 工 学 Ⅱ

ア ク チ ュ エ ー タ ー 工 学

電 子 計 測 実 験

制 御 工 学 実 験

卒 業 研 究

イ ン タ ー ン シ ッ プ

校 外 学 修

計 測 概 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 気 機 器 ( Ⅰ )( Ⅱ )

水 力 学 Ⅱ

建 築 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ロ ボ ッ ト 工 学 Ⅰ

技 術 英 語 ( Ⅰ )( Ⅱ )

シ ス テ ム 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

ネ ッ ト ワ ー ク 論 ( Ⅰ )( Ⅱ )

数 値 計 算 法 ( Ⅰ )( Ⅱ )

環 境 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 子 物 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

情 報 学 ( Ⅰ )( Ⅱ )

建 設 振 動 学

耐 震 工 学

数 値 解 析 Ⅰ

マ リ ン エ ン ジ ニ ア リ ン グ ( Ⅰ )( Ⅱ )

電 磁 気 計 測 ( Ⅰ )( Ⅱ )

画 像 処 理 ( Ⅰ )( Ⅱ )

応 用 測 量 学 Ⅰ

画 像 工 学

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御

先 端 材 料 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

シ ス テ ム 設 計 学

応 用 解 析 １

応 用 解 析 ２

技 術 者 倫 理

地 球 環 境 政 策 学

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 論

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ・ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 演 習

シ ス テ ム 制 御 工 学

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

情 報 工 学

電 磁 気 応 用 工 学

流 体 工 学 特 論

応 用 情 報 工 学

特 別 研 究

特 別 実 験

特 別 演 習

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅰ

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅱ

医 療 工 学

イ ン タ ー ン シ ッ プ

専攻科の基礎となる学科等の関連図

応 用 通 信 工 学

信 号 処 理 特 論

電 子 回 路 特 論

制 御 工 学 特 論

知 識 情 報 工 学
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資料５－５－①－６ 

「生産・情報基礎工学」教育プログラムについて 

本校では、国際的に通じる、より良い教育を進めるために「生産・情報基礎工学」教育プログラ

ムを設けています。そのために以下のような学習・教育目標を定めています。 

 

＜学習・教育目標＞ 

(A) 自然科学と工学の基礎を幅広く修得し、それを応用することができる。 

(B) 専門分野の基礎知識を修得し、それを実際の技術の問題に応用することができる。 

(C) 修得した知識を統合して、社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と

意欲を有する。 

(D) 実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる。 

(E) 豊かな人間性、国際性、協調性および英語によるコミュニケーション能力を身につける。 

(F) 技術が持つ地球的、社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し、説明することがで

きる。 

(G) 課題の提案・報告などを効果的に記述し、説明することができる。 

(H) コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる。 

＜本教育プログラムの構成＞ 

本教育プログラムは、本科 4、5 学年と専攻科 1、2 年次で構成される 4 年間の教育プログラム

で、本科 4 学科と専攻科を 1 つにまとめたものです。「生産・情報基礎工学」教育プログラムの

構成は下図の通りです。  

 

「生産・情報基礎工学」という名前は、"ＩＴ成熟時代に即した「ものづくり」"教育を目ざして

いるという意味です。このプログラムのもと、カリキュラムは、工学基礎教育を基盤として、学

生それぞれが目指す得意分野（専門）を学習していくように設計されています。また、幅広い工

学の基礎を学べるように、いずれの学年においても専門共通科目を設定し、どの得意分野（専

門）からも異分野の専門科目を学べるようにしています。  

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料５－５－①－６の続き 

４年間の教育プログラムで取得できる総単位数およびその学習時間数はつぎのとおりです。 

（平成 22 年度 5年生以上） 

総取得単位数  総学習時間（時間）  

133 以上  2,590 以上 

 

（平成 22 年度 4年生以下） 

総取得単位数 総学習時間（時間） 

127 以上 2,745 以上 

この内容を分類するとともに、本教育プログラムの科目構成のイメージを示しますと下図のよ

うに表せます。図中の単位は修得単位で、時間は学習時間を示しています。 

 

また、上図の専門科目は基礎工学と専門工学に分けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程の科目は，準学士課程の科目との連続性を十分考慮して開設されており，専攻科の教育

課程は，準学士課程の教育との連携を十分考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、教育課程が体系的に編

成されているか。また、授業の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿

って、教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科の目的を資料５－５－②－１に，専攻科修了者像を資料５－５－②－２に，専攻科の教育

方針及び教育体制を５－５－②－３に示す。専攻科は高度な専門知識と技術の教授及び学生の研究

を指導することを目的とし，その目的に沿った専攻科修了者像が示され専攻科の教育方針と専攻科

の教育体制が定められている。 

５－５－②－４は各専攻の教育方針を示す。最新の技術教育と研究指導を行っており,体系化さ

れた教育課程を資料５－５－②－５，６に示す。 
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資料５－５－②－１ 

 

学則 第４０条 

 

専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な

専門的知識及び技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 

（出典 平成２４年度・専攻科学習の手引） 

 

資料５－５－②－２ 

 

専攻科修了者像 

専攻科では，次のような資質を備えた人材を育てようとしています。 

（１）実践的な技術者として，幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得

し，これらをエンジニアリングの実務と技術革新に活用できる。 

（２）技術開発力のある技術者として，課題の発見とその解決に取り組む探求

能力，粘り強いチャレンジ精神と独創力を身につける。 

（３）２１世紀の地球人として，多面的な視点から社会の様々な問題に関心を

持ち，そのあり方を問うことのできる素養と国際感覚を身につける。 

（４）職業人として，人間性豊かな調和のとれた思考力と，それに基づく実行

力を備え，自ら考え行動できる。 

 

（出典 平成２４年度・専攻科学習の手引） 

 

資料５－５－②－３ 

 

【専攻科教育方針】 

 専攻科の修了生が、産業社会において科学技術の研究・開発者として様々な分野

で活躍するための実践的技術者教育を行います。先進の科学技術が提示する様々な

問題提起に対処し、課題の解決に意欲的に挑戦する内外の学生に広く門戸を開放し

ています。  

 

【専攻科教育体制】 

『電気・制御システム工学専攻』（2年制）は、本科の「電気情報工学科」と「電

子制御工学科」を基盤とし、『建設・生産システム工学専攻』（2年制）は、本科

の「建設システム工学科」と「機械工学科」を基盤としています。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料５－５－②－４ 

 

【各専攻の教育方針】 

【電気・制御システム工学専攻】 

工業技術の進展により、情報技術と自動化技術は、有機的に融合して発展を遂げよ

うとしています。本専攻では、本科（電気情報工学科、電子制御工学科）いずれか

の課程で修得した基礎学力を基盤に、ソフトウェア、通信、電子回路、制御技術及

びメカトロニクス等に関連する最新の技術教育を行います。 

（職業／活躍できる分野） 

電気機器、運輸、通信及び情報システム分野で実力を発揮できる設計・開発・管理

能力を備えた電気・制御システム技術者の育成を目指します。 

 

【建設・生産システム工学専攻】 

産業生産システムの多様化などに伴い、開発・設計段階でもコンポーネント技術や

サブシステム技術に関する幅広い知識が不可欠となっています。本専攻では、本科

（建設システム工学科、機械工学科）いずれかの課程で修得した基礎学力を基盤

に、先端材料、水圏環境、動的設計及びシステム設計等の技術教育を行います。

（職業／活躍できる分野） 

都市建設システム及び機械生産システム等の分野で実力を発揮できる、独創性豊か

な研究開発型の技術者の育成を目指します。 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料５－５－②－５ 

【電気・制御システム工学専攻の教育課程】 

前期 後期 前期 後期
◎ 現 代 英 語 Ⅰ 2 2

現 代 英 語 Ⅱ 2 2
日 本 文 化 論 2 2
経 営 学 2 2
近 代 物 理 学 2 2

10 2 4 2 2

◎ 応 用 解 析 １ 2 2
◎ 応 用 解 析 ２ 2 2
◎ 技 術 者 倫 理 2 2
◎ 地 球 環 境 政 策 学 2 2

ネットワークシステム論 2 2
画 像 工 学 2 2
ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御 2 2
先 端 材 料 工 学 2 2
エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2
シ ス テ ム 設 計 学 2 2
流 体 工 学 特 論 2 2
応 用 情 報 工 学 2 2

24 8 8 8 0

◎ 特 別 研 究 14 3 3 4 4
◎ 特 別 実 験 4 2 2
◎ 特 別 演 習 2 2
◎ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2 2
◎ シ ス テ ム 制 御 工 学 2 2
◎ パワーエレクトロニクス 2 2

情 報 工 学 2 2
電 磁 気 応 用 工 学 2 2
応 用 通 信 工 学 2 2
信 号 処 理 特 論 2 2
電 子 回 路 特 論 2 2
制 御 工 学 特 論 2 2
知 識 情 報 工 学 2 2
電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅰ 2 2
電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅱ 2 2
医 療 工 学 2 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

48 13(2) 13(2) 12(2) 8(2)

72 21(2) 21(2) 20(2) 8(2)

82 23(2) 25(2) 22(2) 10(2)

(注) 一般科目にあっては，1年に4単位以上、2年に2単位以上修得することが望ましい。

 一般・専門科目 修得単位 合計  ６２単位以上
(注) ◎印は必修科目

(2)
専門専攻科目開設単位計

専門専攻科目 修得単位 ３８単位以上
専門科目開設単位計

専門科目 修得単位 ５６単位以上
一般・専門科目開設単位合計

一

般

科

目

一

般
一般科目開設単位計
一般科目 修得単位    ６単位以上

専

門

科

目

専

門

共

通

科

目
専門共通科目開設単位計

専門共通科目 修得単位  １８単位以上

専

門

専

攻

科

目

６．専攻科の学年別配当単位数
電気・制御システム工学専攻教育課程表

(平成２４年度入学者に適用)

区分 授 業 科 目 単位数
１年 ２年

備考

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－５－②－６ 

【建設・生産システム工学専攻の教育課程】 

前期 後期 前期 後期
◎ 現 代 英 語 Ⅰ 2 2

現 代 英 語 Ⅱ 2 2
日 本 文 化 論 2 2
経 営 学 2 2
近 代 物 理 学 2 2

10 2 4 2 2

◎ 応 用 解 析 １ 2 2
◎ 応 用 解 析 ２ 2 2
◎ 技 術 者 倫 理 2 2
◎ 地 球 環 境 政 策 学 2 2

ネットワークシステム論 2 2
画 像 工 学 2 2
ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 制 御 2 2
先 端 材 料 工 学 2 2
エ ネ ル ギ ー 工 学 2 2
シ ス テ ム 設 計 学 2 2
流 体 工 学 特 論 2 2
応 用 情 報 工 学 2 2

24 8 8 8 0

◎ 特 別 研 究 14 3 3 4 4
◎ 特 別 実 験 4 2 2
◎ 特 別 演 習 2 2
◎ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 2 2
◎ 弾 塑 性 力 学 2 2
◎ 材 料 科 学 2 2

材 料 強 度 学 2 2
応 用 構 造 工 学 2 2
動 的 設 計 論 2 2
建 築 耐 震 工 学 2 2
流 体 力 学 2 2
レ オ ロ ジ ー 2 2
プ ラ ン ト 工 学 2 2
メ ン テ ナ ン ス 工 学 2 2
地 盤 工 学 設 計 論 2 2
水 圏 環 境 学 2 2
エ ネ ル ギ ー 環 境 学 2 2
環 境 防 災 論 2 2
ま ち づ く り 学 2 2
建 設 計 画 学 2 2
設 計 演 習 2 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

58 17(2) 17(2) 12(2) 10(2)

82 25(2) 25(2) 16(2) 14(2)

92 27(2) 29(2) 18(2) 16(2)
一般・専門科目 修得単位 合計 ６２単位以上

(2)
専門専攻科目開設単位計

専門専攻科目 修得単位 ３８単位以上
専門科目開設単位計

専門科目 修得単位 ５６単位以上
一般・専門科目開設単位合計

一

般

科

目

一

般
一般科目開設単位計
一般科目 修得単位    ６単位以上

専

門

科

目

専

門

共

通

科

目
専門共通科目開設単位計

専門共通科目 修得単位 １８単位以上

専

門

専

攻

科

目

建設・生産システム工学専攻教育課程表
(平成２４年度入学者に適用)

区分 授 業 科 目 単位数
１年 ２年

備考

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の教育の目的及び修了者像に照らして，専攻毎の専門分野の科目，共通専門の科目及び一般

科目が適切に配置されている。したがって，教育課程の体系性が確保されており，全体として教育

課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 

 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の

発展の動向、社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

資料５－５－③－１に示すように，厳選した必修科目を設定した上で学生のニーズに対応できる

よう幅広い選択科目を設定している。 

専攻科１年生については，学生のニーズから一般科目に英語関連科目と専門科目に学生の多様性

を考慮した科目を設定している。また，専攻科で設定していない科目の履修の一例として，資料５

－５－③－２,３に大学における単位の専攻科認定申請書を示す。 

２名の専攻長は，専攻科生の担任として学生のニーズや要望を収集している。また，海外の大学

との国際交流協定が締結され，国際性を養う教育の基盤が整備されている。社会からの要請に対応

し資料５－５－③－４，５に示す「インターンシップ」を実施している。 
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資料５－５－③－１ 

 

（第３条関係）                               

舞鶴工業高等専門学校長 殿

電気・制御システム工学専攻 １年

                  学籍番号              氏名

前期 後期

◎ 現 代 英 語 Ⅰ 2  ○

現 代 英 語 Ⅱ 2

経 営 学 2

    単 位 数 小 計

◎ 応 用 解 析 １ 2  ○

◎ 応 用 解 析 ２ 2  ○

画 像 工 学 2

先 端 材 料 工 学 2

エ ネ ル ギ ー 工 学 2

シ ス テ ム 設 計 学 2

流 体 工 学 特 論 2

応 用 情 報 工 学 2

    単 位 数 小 計

◎ 特 別 研 究 6  ○  ○ 前期3,後期3

◎ 特 別 実 験 4  ○  ○ 前期2,後期2

◎   システム制 御 工 学 2  ○

情 報 工 学 2

電 磁 気 応 用 工 学 2

応 用 通 信 工 学 2

信 号 処 理 特 論 2

電 子 回 路 特 論 2

制 御 工 学 特 論 2

電子ﾃﾞﾊﾞｲ ｽ工学Ⅰ 2

インターンシップ 2

    単 位 数 小 計

（注）１．◎印は必修科目

２．先端材料工学は必ず履修すること。

                                                          平成  年  月 日

専
門
共
通
科
目

専
門
専
攻
科
目

一
般
科
目

専
門
科
目

単 位 数 合 計

 平成２４年度   履     修     届

区分 授業科目 単位数
記入欄

担当教員 備考

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－５－③－２ 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 

 

資料５－５－③－３ 

 

大学における単位の専攻科認定申請書 

 

                                                     平成  年  月  日 

 

 舞鶴工業高等専門学校長 殿 

 

                                       平成  年度入学 

                                                    システム工学専攻 

                                       氏名 

 

 大学において下記の科目を単位取得したので，専攻科の単位として認定いただきますよう成績証

明書を添付し，申請します。 

                                    記 

 

区分     授 業 科 目 名 単位数   取 得 大 学 名    備  考 

一般 

科目 

    

    

専 門

共 通

科目 

    

    

    

 専  

門  

専  

攻  

科  

目 

    

    

    

    

    

    

       単  位  合  計    

  ※認定出来る単位数は１０単位までとする。 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－５－③－４ 

平成24年度 インターンシップ履修者一覧 

 

 

平成23年度 インターンシップ履修者一覧 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－５－③－５ 

科   目   名 学 年 期別・授業形態・単位数 教 員 名 電気・制御システム工学専攻長 
研 究 室  
内線電話  
e-mail:    

インターンシップ 
Internsh
p 

１また
は 
２ 

原則として夏季・実習・
２単位 

授業（ 時間）＋ 自己学習（ 時間）＝標準 時間の学習時間 
【授業目的】 
協定先の海外を含む高等教育機関，企業等における一定期間の実習または研修や就業体験を通じて，専門分野におけ
る知識・技術･業務に触れながら実務能力を深め，新たな学習意欲を高めることを目的とする。 
【Course Objectives】 
Through employment experiences for a fixed period in a company, a public corporation or an organization 
of a local self-governing body (or a country), students study the manners as member of society, a sense 
of responsibility over work, an engineer's role and technical importance. Moreover, students raise their 
occupational onsciousness and can tackle study with a strong awareness for a future employment 
【到達目標】 
１．社会人としてのマナーや仕事に対する責任感を学ぶ。 
２．自らのマナーや責任感を向上することができる。 
３．「ものつくり」の技術の大切さを説明できる。 
４．進路意識を高め，就職等の対策を立てることができ
る。 
５．今後の勉学の動機付けを見出すことができる。 
 
 

【Outcomes/Aims】 
Students will be able to achieve the following: 
1. study the manners as a member of society , a 
sense of responsibility over work, 
2. improve their manners and sense of 
responsibility, 
3. explain the importance of the technology of 
the making of things, 
4. raise the consciousness to employment and plan 
a measure of job hunting, 
5. find out the motivation of future study. 

【学習・教育目標】  
（Ｃ）習得した知識を統合して、社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する。 

【キーワード】 
インターンシップ，ものつくり，工場実習 
internship, making of things, factory practice 

【授業時間】 
８時間×10日＝80時間 

【授業方法】 
１．原則として，夏期休業中に１０日間以上，交流協定校
・企業等に出向いて研修をする。 
２．受講申し込みは，「インターンシップ履修に関する規
定」に従い「申込書」と「誓約書」を専攻長に提出する。 
３．研修終了後は，「インターンシップ実施証明書」を専
攻長に提出する。 

【学習方法】 
１．研修プログラムは，受け入れ機関が指定する場合
と，事前打ち合わせをする場合がある。 
２．経費については，打ち合わせ先に一任する（日当
あり／なし，交通費あり／なし，宿舎あり／なし）。 
３．傷害保険に加入する。 
４．インターンシップ報告会の資料作成のための自己
学習を義務づける。 

【履修上の注意】 
本校学生として恥ずかしくない態度で臨むこと，また，学
習の一環であることを認識し取り組むこと。 

【科目の位置付け】 
１．先行して履修すべき科目 
   
           
２．後で履修する関連科目 
 
  ３．同時に履修する関連科目 

【定期試験の実施方法】 
なし 
【成績の評価方法・評価基準】 
１．学生が提出したインターンシップ報告書 
２．インターンシップ受け入れ先から発行された実施証明
書 
３．インターンシップ報告会における発表 
到達目標と上の１～３をもとに、専攻科委員会にて審議
し、合否を判定する。 

 
 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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（分析結果とその根拠理由）  

適切な選択必修制，大学で取得した単位の認定，専攻長が専攻科生担任として学生のニーズ対

応，国際交流協定及びインターンシップの実施により，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，

社会からの要請等に配慮した編成となっている。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが

適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされて

いるか。 

（観点に係る状況）  

資料５－５－②－５及び資料５－５－②－６は，両専攻の教育課程表を示す。専攻科では，講義

科目の学習時間が427.5時間，演習が90時間，特別実験が135時間及び特別研究が472.5時間設定さ

れており，講義科目が全体の38％,演習が８％，実験が12％，研究が42％である。演習・実験・研

究の授業内容を資料５－６－①－１～３に示す。専攻科学生に対しては，英語能力の向上を目的と

してＴＯＥＩＣ試験を受験させている（資料５－６－①－４）。 

学習指導法の工夫に関するアンケート結果を資料５－６－①－５に示す。オリジナル教材の開発，

自著のテキストの使用及び本科における学科の異なりによる学習内容の再を考慮した授業形態の工

夫がなされている。 
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資料５－６－①－１ 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－１の続き 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－２ 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－２の続き 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－３ 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－３の続き 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－①－４ 

 

平成２４年度英語デー実施要領 

 

１．目的 

本校学生の英語力を向上させるための授業の一環として、英語学習の成果及び英語によるコミュニ

ケーション能力を評価するため「英語デー」を実施する。この要領は、「英語デー」の実施に関し

て、必要な事項を次のとおり定めるものとする。 

 

２．実施日時 

平成２４年１０月１６日（火）午前 

 

３．実施内容、対象者、実施時間、実施場所 

実施内容 対象者 実施時間 実施場所 

英語試験 Ａ．Ｃ．Ｅ． 本 科 学 生 （ １ ～ ２

年） 

9:30～11:30 各クラスルーム 

ＴＯＥＩＣ 本科学生（３年～５

年） 

＊専攻科学生 

 

9:30～12:00 各クラスルーム 

※専攻科学生は

第２合併教室 

 

４．準備と実施スケジュール及び担当教員 

準備 １０月１０日（水）１６：４５～（多目的室） 

A.C.E.及びTOEIC試験枚数の確認と仕分け作業 

担当：荒川、松井、宮崎操、吉永、ケイ、宮野、竹澤、南 

 

当日 １０月１６日（火） 

８時４０分 運営担当教員 多目的会議室に集合 資材と機器の点検 

担当：荒川、松井、宮崎操、吉永、ケイ、宮野、竹澤、南 

本科学生（１、２年）* 本科学生（３～５年）・専攻科学生 

 

 

（出典 平成２４年度英語デー実施要領） 

 

 

 

 

 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準５ 

- 296 - 

 

資料５－６－①－５ 

 

表１ 教材の工夫事例 

科目名 教員名 内          容 

日本文化論 村上 

全国の大学・短大・高専用に作成した自著を教科書とし

て使用している。また、要点を纏めたレジュメ等も必要

に応じ適宜配布しながら，講義に活用している。 

応用通信工学 新池 
電気工学科と電子制御工学科では学習内容が異なるた

め，本科との連携を配慮して自主教材を使用している。 

ロボットシステム

制御 
金森 

本科との連携を考慮して，要点を纏めた自著のテキスト

を作成し配布している。 

 

 

表２ 情報機器の活用事例 

科目名 教員名 内容 

システム 

制御工学 
川田 

最初の３週のみ，プロジェクタを利用して最先端の事例を紹

介している。 

応用情報工学 

動的設計論 

特別実験 

高谷 資料やプログラム，演習課題等をウエブ上で配信している。 

材料加工学 生水 材料加工の先端技術の紹介にパワーポイントを用いている。 

特別実験 西山 
表計算ソフトMS-Excelを用いた表計算流体力学の数値実験を

行っている。 

特別実験 森尾 
地盤データ（ボーリングデータ）を与え，地震時の液状化に

対する危険度ＦＩをEXCELにより計算させている。 

 

 

 

（出典 総務課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

以上のように，教育の目的に照らして，講義，演習，実験等の授業形態のバランスが適切であり，

それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、

教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用

されているか。 

（観点に係る状況）  

教育目標の趣旨に沿って，シラバスが作成されている。講義科目のシラバスの一例を資料５－６

－②－１に示す。シラバスには，科目の指導教員に関する情報が記載され，学生の質問等に学内外

からできるようにしている。また，授業方法，学生に対するメッセージや評価方法等が詳細に書か

れている。 

シラバスは毎年改善され，授業アンケートではシラバスが概ね利用されている結果が得られてい

る（資料５－６－②－２，資料５－６－②－３）。平成２２年度の外部評価を経て，授業アンケー

トの質問を４項目に精選し，回答者ごとの自由記述欄の設置を柱とする授業アンケートシステムが

構築された（資料５－６－②－３）。 
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資料５－６－②－１ 

 
（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－②－１の続き 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－６－②－２ 

 

A３：「シラバスの記述されている授業内容や方法は参考になりましたか」の設問に対して，全

学生の平均値が３を上回っており，平成16年度の授業アンケート結果より向上が見られた。しか

し，D１：「授業の予習および復習（宿題を含む）にはどのくらい時間をかけましたか（週平

均）」については平均を下回っており，学生は学寮または家庭において学習にあまり時間をかけて

いないという結果になっている。 

 

      （注）縦軸の評価点は，以下に示す５段階評価に基づき項目ごとに 

全得点を有効回答数で割って求めたものである。 

 

 A１ この授業の内容は興味を持てましたか？ 

５：とても興味が持てた ４：興味が持てた ３：普通  

２：あまり興味が持てなかった １：全く興味が持てなかった 

 A２ 教科書やプリントなど，教材の難易度は適当でしたか？ 

   ５：難しすぎる ４：やや難しい ３：ちょうど良い 

   ２：やや，やさしい １：やさしすぎる 

 A３ シラバスに記されている授業内容や方法は参考になりましたか？ 

   ５：とても参考になった ４：参考になった ３：普通 

   ２：あまり参考にならなかった １：まったく参考にならなかった 

 B１ 良く準備された授業でしたか？ 

   ５：とても良く準備されていた ４：準備されていた ３：どちらともいえない 

   ２：あまり準備されていなかった １：まったく準備されていなかった 

B２ 先生の教える態度に熱意や情熱が感じられましたか？ 

   ５：とても熱意が感じられた ４：熱意が感じられた ３：普通 

    ２：あまり熱意が感じられなかった １：まったく熱意が感じられなかった 

 

（出典 平成２１年度授業アンケート結果の報告） 

質 問 番 号 
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資料５－６－②－３ 

平成 22 年度授業アンケートの結果 

設問 平成 21 年度 平成 22 年度 

Ａ１平均 3.53 3.48 

Ａ２平均 3.47 3.48 

Ａ３平均 3.22 3.18 

Ｂ１平均 3.78 3.67 

Ｂ２平均 3.78 3.63 

Ｃ１平均 3.34 3.35 

Ｃ２平均 3.61 3.52 

Ｃ３平均 3.53 3.43 

Ｃ４平均 3.41 3.33 

Ｃ５平均 3.44 3.35 

Ｄ１平均 2.79 2.80 

Ｄ２平均 3.50 3.41 

Ｄ３平均 3.42 3.35 

 

  

資料５－６－②－３の続き 

平成 23 年度授業アンケートの結果 

アンケート実施時期
平成23年度

アンケート集計結果（全科目）
・各質問に対する各解答の数と割合を示しています。
・各質問に対する各解答の数と割合を示しています。
・講義系科目、実験/実習系科目のそれぞれ全科目についての結果を示しています。

講義系科目（全406科目）

適切であった どちらとも言えない 不適切であった
10867 (82.4%) 4936 (28.9%) 1496 (8.7%)
準備されていた どちらとも言えない 準備されていなかった
10936 (83.7%) 5018 (29.2%) 1212 (7.1%)

わかりやすかった どちらとも言えない わかりにくかった
9185 (63.8%) 5498 (32.2%) 2403 (14.1%)
取り組んだ どちらとも言えない 取り組まなかった

10273 (80.1%) 5446 (31.9%) 1361 (8.0%)

実験/実習系科目（全75科目）

適切であった どちらとも言えない 不適切であった
2411 (76.4%) 669 (20.9%) 36 (2.7%)

準備されていた どちらとも言えない 準備されていなかった
2455 (76.1%) 698 (21.3%) 120 (3.7%)

わかりやすかった どちらとも言えない わかりにくかった
2143 (67.9%) 830 (26.3%) 181 (5.7%)
取り組んだ どちらとも言えない 取り組まなかった

2662 (61.2%) 525 (16.5%) 58 (2.2%)

質問 解答

この授業の内容や進め方は適切でしたか？

良く準備された授業でしたか？

先生の説明はわかりやすかったですか？

あなたはこの授業に積極的に取り組みましたか？

先生の説明はわかりやすかったですか？

あなたはこの授業に積極的に取り組みましたか？

質問 解答

この授業の内容や進め方は適切でしたか？

良く準備された授業でしたか？

 

 

（出典 平成２３年度授業アンケート結果の報告） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成されている。内容が適切に整備され専攻科生全員に

配布されている。学生のシラバスの活用についても概ね利用されている。 

 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、インターンシップ

の活用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

創造性は，授業や特別研究におけるＰＢＬ的なテーマに取り組むことにより涵養される。例えば，

電気・制御システム工学専攻１年の「応用通信工学」において，ＰＢＬを意識したアンテナ回路の

考案から設計・製作までの一連の開発作業がグループで行われている（資料５－６－②－１）。 

建設・生産システム工学専攻１年の「レオロジー」において，学生各自が設定したテーマのもと，

授業時間外において調査・検討・実験・考察を行わせ，授業期間内の最後の２週でプレゼンテーシ

ョンと質疑応答を行っている（資料５－６－③－１）。 

「インターンシップ」を実施しており（資料５－５－③－４，５），単位認定は資料５－６－③

－２に示すとおり，多面的な評価に基づいて行っている。平成２４年度より専攻科２年生に対し

「エンジニアリング・デザイン演習」の授業を行い，実践的かつ高度な内容で創造性及び協調性を

育む教育を行っている（資料５－６－③－３，５－６－③－４）。 
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資料５－６－③－１ 

 

（出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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資料５－６－③－１の続き 

 

（出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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資料５－６－③－２ 

 

（出典 平成２４年度舞鶴高専公文書サーバー） 
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資料５－６－③－３ 

平成２４年度エンジニアリング・デザイン演習シラバス 

 

 

（出典 平成２４年度舞鶴高専専攻科シラバス） 
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資料５－６－③－３の続き 

平成２４年度エンジニアリング・デザイン演習シラバス 

 

（出典 平成２４年度舞鶴高専専攻科シラバス） 
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資料５－６－③－４ 

エンジニアリング・デザイン演習教育計画 

日程 テーマ 内容

10月15日 メーカーの仕事とは
舞鶴高専 製品化～工場出荷までの流れ（ものづくりプロセス）
13:00 工場の仕組み、各部門の役割り

10月22日 テーマ：
舞鶴高専 製品開発のプロセスを学ぶ
13:00 ～売れる商品づくりの第一歩～

内容：
・企画
・要求と仕様
・開発・設計
・実験

10月29日 開発・設計における課題と対策（ﾘｻｲｸﾙ、ｺｽﾄ、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性など）
舞鶴高専 知的財産とは
13:00

11月5日 製品評価ポイント
舞鶴高専 QCDを作りこむための方法
13:00

11月12日 10：30 堀場製作所到着
堀場製作所 10：30～11：00 挨拶、概要説明
10:30 11：.00～12：00 工場見学

12：00～13：00 昼食
13：00～15：00 もの作り実習
15：00～15：30 総括

11月19日 コンカレント開発。生産プロセスデザイン
舞鶴高専 ものづくり手法、L/T、C/Tの考え方
13:00

11月26日 生産開始～初期流動管理
舞鶴高専 レイアウト、改善手法
13:00 グローバル化

12月3日
舞鶴高専 全体発表と質疑応答
13:00

全体

開発・設計

開発・設計

全体

品質

生産

生産

全体

 

 

 

（出典 エンジニアリング・デザイン演習教育計画資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

特別研究及び各授業科目の工夫により創造性が育まれるようになっており，「インターンシッ

プ」も活用されている。 

 

 

観点５－７－①： 教育の目的に照らして、教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科の教養教育科目である「日本文化論」は，我が国の精神風土を学ぶ科目であり，資料５

－７－①－１は到達目標を示す。その他の教養科目としては，経営学及び近代物理学が挙げられ

る（資料５－７－①－２，資料５－７－①－３）。 

 資料５－７－①－４は，特別研究のテーマの説明から配属までのスケジュールを示す。資料５

－７－①－５は，研究発表会のプログラムを示し，特別研究論文の評価は，主査と数名の副査に

より行う。資料５－７－①－６に，専攻科生による学会発表等の実績を示す。 
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資料５－７－①－１ 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－１の続き 

  

（出典 平成24年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－２ 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－２の続き 

  

（出典 平成24年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－３ 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－３の続き 

  

（出典 平成24年度専攻科シラバス） 
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資料５－７－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻長による配布資料） 
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資料５－７－①－５ 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻長による配布資料） 
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資料５－７－①－６ 

２．専攻科学生の学会発表 

 今年度は電気・制御システム工学専攻 1 年生および 2 年生 14 名と建設・生産システム工学専攻

1年生および 2 年生 10 名の学生が，国内および海外の学会で研究発表を行いました。 

 

17th Asian Symposium      土木学会第 66 回年次  2011 MRS Fall Meeting & Exhibit,  

on Ecotechnology, Toyama    学術講演会（愛媛）  Boston (USA) 

 

５．セミコンジャパン高専企画への出展 

12 月 7 日（水）～9 日（金）千葉県幕張メッセで開催されたセミコンジャパン企画，THE 高専

に出展しました。   

THE 高専セミコンジャパン出展風景 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第９号・2012年４月） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の要望や興味を十分考慮した教養教育が行われ，特別研究における研究テーマ選択ができ

るように配慮されている。主査・副査による特別研究論文の評価，及び学会等や舞鶴市内での発

表が実施されており，専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され、学生に周

知されているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了

認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

成績の評価と単位認定，修了に係る要件は「専攻科学習の手引」（資料５－８－①－１）に記

載され，学生に周知されている。また，専攻科の修了は，舞鶴工業高等専門学校学則第４７条で

定められている（資料５－８－①－２）。 

資料５－８－①－３は上記(6)の別に定める達成度評価基準を示す。資料５－８－①－４は，修

了認定が行われた専攻科委員会の資料であり，規程に基づいて専攻科課程の修了が認定されてい

る。 
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資料５－８－①－１ 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－８－①－１の続き 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－８－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「生産・情報基礎工学」教育プログラム修了要件 

 

「生産・情報基礎工学」教育プログラムの修了には以下の要件 1～6 を満たす必要がありま

す。 

 修了者には修了証明が授与されます。 

1. 学士の学位を取得していること。 

2. 本教育プログラムの授業科目を 124 単位以上取得していること。 

3. 専攻科において所定の授業科目を履修し，62 単位以上を取得していること。 

4. 授業時間数が総計 1600 時間以上であること。 

5. 人文科学・社会科学等（語学教育を含む）の授業時間が 250 時間以上，数学，自然

科学，情報技術の授業時間が 250 時間以上，および専門分野の授業時間が 900 時間

以上であること。 

6. 別に定める到達度評価基準に合格していること。 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ 

http://www.maizuru-ct.ac.jp/01about-school/jabee.html） 

舞鶴工業高等専門学校学則 

 

第４７条     専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，６２単位以上を修得

し，舞鶴工 

業高等 専門 学校生 産・ 情報基礎 工学教育プロ グラムの修 了要件のうち，(1) 学位

取得の 項目を 

除く(2)～(6)を満たした者について，修了を認定する。 

２     校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３     第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料５－８－①－３ 

 

（出典 平成２４年度専攻科学習の手引） 
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資料５－８－①－４ 

 

（出典 平成２３年度専攻科委員会議事概要） 
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資料５－８－①－４の続き 

 

（出典 平成２３年度専攻科委員会議事概要） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

「専攻科の単位の修得に関する規程」は十分学生に周知されている。成績評価と単位認定，修了
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認定について本規程で明確に定められており，組織的に修了が認定されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

＜準学士課程＞  

本校の教育課程で，特筆すべきは，１つは「教育方針」の第１の「実験・実習，演習，ものつ

くりを重視する」ことであり，いま１つは「教育方針」の第４に言う「豊かな教養と国際性を育

む」ことである。前者については，第１学年に「工学基礎」を開設して学際的な観点を基礎にお

き，各学科ともに，それ以降，学年進行に応じて順次実験実習科目を学ばせ，その中で実践性と

創造性を育んでいる。後者については，全学年への外国人講師の授業配置，「英語デー」の実施

（１・２年生はA. C. E.，３年生以上はＴＯＥＩＣを全員受験），ＴＯＥＩＣや英検などの語学

検定による単位認定，e-learningによるＴＯＥＩＣ演習，ＣＡＬＬ教室の整備などを実施してい

る。加えて，４・５年生では，中国語や韓国語，ドイツ語などを開設し，幅広く国際性を養って

いる。 

＜専攻科課程＞  

準学士課程４年生，５年生と専攻科課程から構成されている「生産・情報基礎工学教育プロ

グラム」を設置して準学士課程と専攻科課程の連携を密にしている。学生の多様なニーズや社会

からの要請等に対応するため，専攻長は専攻科生の担任として学生のニーズや要望を適確に把握

している。また，海外の大学との国際交流協定が締結され，国際性を養う教育の基盤が整備され

ている。英語コミュニケーション能力向上のため「英語デー」を設けている。研究指導では，原

則として複数教員指導体制をとっており，学会発表等学校外での研究発表を実施しており，研究

指導が適切かつ良好に行われている。 

 

 

（改善を要する点）  

＜準学士課程＞ 該当なし。 

＜専攻科課程＞ 該当なし 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞  

本校は，教育理念と教育方針に基づき，教育目的と学習・教育到達目標を定め，これに沿って授

業科目を学年ごとに体系的にかつ適切に配置している。学生の多様なニーズを「授業アンケート」

や校長とのフリートーキングなどにより把握し，ものつくりの現状や先端技術の動向，社会からの

要請を各学科の特別講演会や１年生の「工学基礎」などを通して把握させている。また，共通選択

科目（４年生以上）の開設により現代の技術・科学の複合・融合化に対応し，外国語教育の充実に

より現代日本の国際化に対応している。 

教育課程においては，講義，演習，実験，実習を適切に組み合わせている。シラバスは，本校の

教育課程の編成の趣旨に沿って適切に作成され，チェックシートによる点検等編集作業を経て，刊

行され，学生が授業を受けるにあたって活用されている。 
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本校では，創造性を育む教育を重視しており，各学科の実験・実習科目を中心に創造性を育むプ

ログラムが系統的に用意されている。インターンシップは，第４～５学年で実施され，活用されて

いる。 

教育課程においては，人文系科目や保健体育を重視し，特別活動を工夫し，豊かな人間性の涵養

を図っている。各種の学校行事，課外活動においても，人間性を豊かにする取り組みを行っている。 

成績評価等に係る詳細な規則を定め，学生に周知を図っている。進級・卒業認定については，慎

重かつ厳格な運営を行っている。 

＜専攻科課程＞  

準学士課程との連携を密にした教育課程となっており「生産・情報基礎工学教育プログラム」を

設置している。教育の目的及び修了者像に照らして学習・教育目標が設定され，適切に科目が配置

され，体系性が確保されている。選択必修制，大学の単位の認定，単位互換協定，インターンシッ

プの活用，国際交流協定により，学生の様々なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応し

ている。講義，演習，実験，研究の授業形態のバランスが教育の目的に照らして適切であり，学習

指導法の工夫がなされている。特別研究及び各授業科目の工夫により，創造性が育まれ，インター

ンシップが活用されている。教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，その内容は適切

であり，学生の活用も概ね良好であるが，更なる改善を必要とする。研究指導においては，学生の

興味を配慮して研究テーマを設定し，原則として複数教員による指導体制としている。成績評価，

単位の認定，修了認定は，「専攻科の単位の修得に関する規程」に明確に定められ，学生に周知さ

れている。単位の認定及び修了の認定は，この規程に基づいて組織的に適切に行われている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が

卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等に

ついて，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

＜準学士課程＞ 

進級と卒業については，学則第１５条と，「舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の課

程の修了及び卒業の認定に関する規則（準学士課程）」の第４章「学年の課程の修了，進級並びに卒

業の認定」（資料６－１－①－１）に定めている。進級と卒業に必要な単位，各科目の必修と選択の

別は，学則別表１，２（資料６－１－①－２）に定めている。「学習・教育到達目標」に対応させ，

各科目の必修と選択の別は適切に設定されている。本校の教育の目的に対応する準学士課程の「学習

・教育到達目標」は基準１に示した通りであり，これを資料６－１－①－３に再掲する。また「学習

・教育到達目標」の各項目に対応する科目も資料６－１－①－３に同時に示す。「学習・教育到達目

標」のそれぞれの項目に対応する科目の評価を総合し，「学習・教育到達目標」の項目ごとの達成状

況が確認できる。「学習・教育到達目標」の項目（Ｆ）を除き，学年ごとに適切に科目が割り振られ

ている。項目（Ｆ）に対応する科目については，建設システム工学科では個別の授業科目が配置され

ている。建設システム工学科以外の学科においては，項目（Ｆ）に割り振られている科目が尐ないが，

複数の科目において授業の一部として項目（Ｆ）に対応する教育が行われている。 

 準学士課程は学年制であるため，学年末の全教員が出席する教員会議において，達成状況を把握・

評価し，進級と卒業を認定している。また年度途中の各定期試験後に，クラス担任教員は学業成績一

覧表（資料６－１－①－５と同様）により，各学生の達成状況を把握している。平成２４年度の進級

と卒業の認定にかかわる教員会議の議事録を資料６－１－①－４に示す。各クラスの担任教員が，ク

ラスの学生について，個別に進級要件を満たすかどうかを確認するためのクラス別学業成績一覧表を

資料６－１－①－５に示す。規則に定める進級要件を満たすことにより，学生は学年の修了に必要な

学力や資質・能力を身に付けたと判断され，教員会議において全教員同意のもと進級が認定される。

進級要件を満たさない学生については，資料６－１－①－６に示す学業成績表により達成状況をさら

に評価し，規則に基づき仮進級の可否を決定する。 

準学士課程においては，全学年の修了をもって，学生は「学習・教育到達目標」の全ての項目を達

成し，本校が卒業時に要求する学力や資質・能力を身に付け，養成しようとしている人材にふさわし

いと判断され，教員会議において全教員同意のもと卒業が認定される。卒業の認定における学業成績

一覧表を資料６－１－①－７に示す。 

 

＜専攻科課程＞ 

 修了については，学則第４７条（資料６－１－①－８）と，「舞鶴工業高等専門学校生産・情報基

礎工学教育プログラム履修規定」の第７条（２）～（６）（資料６－１－①－９）に定めている。修

了に必要な単位，各科目の必修と選択の別は，学則別表３（資料６－１－①－10）に定めている。

「学習・教育到達目標」に対応させ，各科目の必修と選択の別は適切に設定されている。本校の教育
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の目的に対応する専攻科課程の「学習・教育到達目標」は基準１に示した通りであり，これを資料６

－１－①－11に再掲する。またこれら「学習・教育到達目標」の各項目に対応する科目も同時に資料

６－１－①－11に示す。「学習・教育到達目標」の各項目に適切に科目が割り振られている。「学習

・教育到達目標」のそれぞれの項目に対応する科目の評価を総合し，「学習・教育到達目標」の項目

ごとの達成状況が確認できる。 

専攻科課程は単位制であるため，各科目担当教員がシラバスに示す評価基準により単位認定を行い，

在学期間中における単位の認定状況等（資料６－１－①－12）が修了要件を満たしているかどうかを

専攻科委員会で確認している。学年末の全教員が出席する教員会議において，学生の達成状況を把握

・評価し，修了を認定している。平成２４年度の修了の認定にかかわる教員会議の議事録は資料６－

１－①－４に示した通りである。学生が個別に修了要件を満たすかどうかを確認するための専攻科修

了要件判定表を資料６－１－①－13に示す。規則に定める単位の取得等の修了要件を満たすことによ

り，学生は「学習・教育到達目標」の全ての項目を達成し，専攻科の修了に必要な学力や資質・能力

を身に付け，養成しようとしている人材にふさわしいと判断され，教員会議において全教員同意のも

と修了が認定される。 
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※基準６における資料について 

全学科や全学年にかかわる資料は，一部の学科や学年について抜粋した。その他の学科，学年に

関する資料，完全な表は，訪問調査時に参照可能とする。 

 

 

             資料６―１―①－１ 

舞鶴工業高等専門学校学業成績の評価並びに学年の課程の修了及び 

卒業の認定に関する規則（準学士課程） 
      第４章  学年の課程の修了，進級並びに卒業の認定 
  （定義） 
第１１条  学則別表第1及び第2に規定する各学年修了時又は卒業時に修得すべき単位の総数を，学年修了単位数
又は卒業単位数という。 
２  学年修了単位数又は卒業単位数を満たす，それぞれの学年で修得すべき単位の総数を，年間必要単位とい
う。 
３ 単位の修得は，各科目の学年評価が60点以上であることをもって認定する。 
４ 各学年修了時又は卒業時に必ず修得すべき科目を必修科目という。 
５ 学則別表第1及び第2中の科目群で定める当該学年までに修得すべき単位の数を科目群必修単位数という。 
  （進級認定） 
第１１条の２  校長は，教員会議の議を経て，次の各号の要件をすべて満たした者を，各学年の課程を修了した
ものと認定し，進級させる。 
(1) 学年修了単位数を満たしていること。 
(2) 当該学年までの必修科目の単位をすべて修得していること。 
(3) 当該学年までの科目群必修単位数をすべて満たしていること。 
２  学年評価において59点以下の科目について第10条の再試験が行われた場合には，再試験の成績に基づく再評
価を用いて，前項により進級認定を行うことができる。 
  （留年） 
第１２条  次の各号のいずれかに該当する者は，進級を認めず，原学年に留める。 
(1) 学年修了単位数に対して不足単位が7単位以上の者。 
(2) 当該学年までの必修科目の未修得単位数と科目群必修単位数の不足単位数との合計が7単位以上の者 
(3) 必修科目又は科目群必修単位数を満たす科目の欠席時間数がその授業科目における出席すべき総時間数の
３分の１を超える者 
ただし，超過した理由が病気又はけがで，かつ医師の診断書の提出があった場合は，教員会議の議を経て，当号
本文の適用を除外することがある。  
(4) 欠席日数が年間授業日数の３分の１を超える者 
(5) 特別活動の欠席時数が年間総時数の３分の１を超える者 
(6) 実験実習科目がＦ評価の者 
２ 原学年にとどめられた者は，所定の科目を再履修するものとする。同一学年に引き続き2回留年となる者
は，以後の在学を認めない。ただし，休学した者についてはこの限りではない。 
３ 欠席日数が年間授業日数の3分の1を超えた後，休学願を提出した者は，については，第１項第4号を適用す
る。 
  （仮進級） 
第１３条  校長は，教員会議の議を経て，第11条の2及び第12条に該当しない者の仮進級の可否を決定する。 
  （仮進級の特例） 
第１３条の２ 校長は，前項により仮進級した者のうち，特別の事情がある場合，不足単位を次年度履修した科
目によって振り替え，前年度修了を認めることがある。 
  （再試験の特例） 
第１４条  校長は，特別の事情がある場合，第3学年でかつ不足単位数が6単位を超えて10単位以内の者に限り教
員会議の議を経て，第10条に定める再試験の実施を認めることがある。 
  （卒業認定） 
第１５条  校長は，教員会議の議を経て，次の各号の要件をすべて満たした者を，本校全学年の課程を修了した
ものと認定し，卒業させる。 
(1) 卒業単位数を満たしていること。 
(2) 必修科目の単位をすべて修得していること。 
(3) 科目群必修単位数をすべて満たしていること。 
 （退学予定者の修了及び単位認定） 
第１５条の２ 学年末に退学が予定される者又は学年途中で退学する者の修了及び単位認定については，舞鶴工
業高等専門学校学業成績評価並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規則の内規（準学士課程）で別に
定める。 
  （準用規定） 
第１６条  第13条，第14条及び第15条の認定においては，第11条の2第2項の規定を準用する。 
  (補則) 
第１７条  この規則の実施について必要な事項は，別に定める。 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 
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             資料６―１―①－２ 

学則別表１ 

 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 
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             資料６―１―①－２の続き 

学則別表２ 

 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 
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             資料６―１―①－３ 

シラバスの表１（準学士課程分） 

 

（出典 平成２５年度 シラバス） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 335 - 

 

 

 

             資料６―１―①－３の続き 

シラバスの表１（準学士課程分） 

 

（出典 平成２５年度 シラバス） 
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             資料６―１―①－４ 

教員会議議事概要 

 
日 時     平成２５年３月１４日（木）１６：００～１８：３０ 
 
場 所     大会議室 
 
 
Ⅰ．議題 

①進級認定について……（回収資料） 
 教務主事より，成績不良者を除く 388 名の進級を認定することについて説明があり，異議
無く了承された。 
 続いて成績不良者についての報告に移り，不足単位数が 6 単位以下の学生については，仮
進級させることが異議無く了承された。不足単位数が 7単位以上の学生については，規則に
従い，学生の意向に応じて留年あるいは退学とすることが審議の結果了承された。 
 進級認定に直接関係ないが，卒業判定の際に必要となる必修科目の不足単位を資料に掲載
して欲しいとの意見があった。 
 
②専攻科入学者選抜における合格判定基準の改正について……(資料 1) 
 専攻科長より，資料に基づいて説明があり原案のとおり了承された。 
 
 
      【以下省略】 
 
 

 

（出典 総務課総務係資料） 

             資料６―１―①－５ 

クラス別学業成績一覧表 

 

  ※訪問調査時に閲覧可能とする。 

（出典 学生課教務係資料） 

             資料６―１―①－６ 

学業成績不良者一覧表 

 

  ※訪問調査時に閲覧可能とする。 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６―１―①－７ 

卒業の認定における学業成績一覧表 

 

  ※訪問調査時に閲覧可能とする。 

（出典 学生課教務係資料） 

             資料６―１―①－８ 

学則第４７条 

  （修了） 

第４７条  専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，６２単位以上を修得し，舞鶴工業高等専門学

校生産・情報基礎工学教育プログラムの修了要件のうち，(1)学位取得の項目を除く(2)～(6)を満たした者

について，修了を認定する。 

２  校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３  第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 

             資料６―１―①－９ 

「舞鶴工業高等専門学校生産・情報基礎工学教育プログラム履修規定」の 

第７条（２）～（６） 

（修了要件） 

第７条 本教育プログラムの修了要件は次の各号とし，全てを満たした者に修了証書を授与す

る。 

(2) 本教育プログラムの授業科目を124単位以上を取得していること。 

(3) 専攻科において所定の授業科目を履修し，62単位以上を取得していること。 

(4) 授業時間数が総計1600時間以上であること。 

(5) 人文科学，社会科学等（語学教育を含む）の授業時間が250時間以上，数学，自然科学，情

報技術の授業時間が250時間以上，および専門分野の授業時間が900時間以上であること。 

(6) 別に定める達成度評価基準に合格していること。 

 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 
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             資料６―１―①－10 

学則別表３ 

 

 

（出典 平成２５年度 学生便覧） 
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             資料６―１―①－11 

シラバスの表１（専攻科課程分） 

表１ 学習・教育到達到達目標に到達するための授業科目の流れ 

学習・ 

教育目標 
学科系 

専 １年次 専 ２年次 

専門 一般，専門共通 専門 一般，専門共通 

(A） 

自然科学と工学の基

礎を幅広く修得し，そ

れを応用することがで

きる 

電情系 

電制系 

  応用解析 1(◎) 

応用解析 2(◎) 

先端材料工学(◎) 

システム設計学(◎) 

エネルギー工学(◎) 

  近代物理学(◎) 

機械系 

建設系 

流体力学(◎) 建設計画学（◎）  

(B) 

専門分野の基礎知識

を修得し，それを実務

の技術の問題に応用

することができる 

電情系 

電制系 

情報工学(◎) 

システム制御工学(◎) 

応用通信工学(◎) 

電子回路特論(◎) 

制御工学特論(◎) 

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅰ

(◎) 

電磁気応用工学(◎) 

信号処理特論（◎） 

特別研究（○） 

応用情報工学(○) 

流体工学特論（◎） 

パワーエレクトロニクス(◎) 

知識情報工学(◎) 

電子デバイス工学Ⅱ(◎) 

医療工学（◎） 

特別研究（○） 

ロボットシステム制御(◎) 

機械系 

建設系 

応用構造工学(◎) 

動的設計論(◎) 

材料科学(◎) 

弾塑性力学(◎) 

環境防災論(◎) 

エネルギー環境学（◎） 

材料強度学(◎) 

メンテナンス工学(◎) 

まちづくり学(◎) 

建築耐震工学(◎) 

特別研究（○） 

地盤工学設計論(◎) 

レオロジー(◎) 

プラント工学（◎） 

特別研究（○） 

（C） 

修得した知識を統合

して，社会に貢献でき

る製品やシステムを

設計・開発する創造

的能力と意欲を有す

る 

電情系 

電制系 

特別研究(◎) インターンシップ(◎) 特別研究(◎) 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（◎） 

インターンシップ(◎) 

機械系 

建設系 

特別研究（◎） 

まちづくり学(○） 

特別研究(◎) 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（◎） 

設計演習（◎） 

（D）実験・実習・演習

を通じて現象を分析・

解析することができる 

電情系 

電制系 

特別実験(◎) 

特別研究（○） 

  特別演習(◎)  

特別研究（○）          

  

機械系 

建設系 

特別実験（◎） 

特別研究（○） 

特別演習（◎） 

特別研究（○） 

（E) 

豊かな人間性，国際

性，協調性および英

語によるコミュニケー

ション能力を身につけ

る 

電情系 

電制系 

  現代英語Ⅰ(◎) 

現代英語Ⅱ(◎) 

経営学(◎) 

  日本文化論（◎）         

機械系 

建設系 

  

(F) 

技術が持つ地球的，

社会的影響の重要性

を理解し，倫 理的 責

任を理解 し，説 明す

ることができる 

電情系 

電制系 

     技術者倫理(◎) 

地球環境政策学（◎） 

機械系 

建設系 

水圏環境学(◎)  

（G) 

課題の提案・報告な

ど を 効 果 的 に 記 述

し，説明することがで

きる 

電情系 

電制系 

特別実験(○) 

特別研究(○) 

  特別演習(○) 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（○） 

特別研究(○) 

  

機械系 

建設系 

特別実験(○) 

特別研究(○) 

特別演習(○) 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（○） 

特別研究(○) 

(H) 

コンピュータをはじめ

実践に必要なスキル

と最新の工学ツール

を活用することができ

る 

電情系 

電制系 

信号処理特論（○） 

  

画像工学(◎) 

応用情報工学(◎) 

  

  

ネットワークシステム論(◎) 

機械系 

建設系 

建築耐震工学（○） 

応用構造工学（○） 

設計演習（○） 

（Ｉ） 

責任 を自覚 し，互い

に理解・協力し合い，

チームの目的達成の

ために能力を発揮で

きる 

電情計 

電制系 

    ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（◎）  

機械系 

建設系 

  ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（◎） 

 

（出典 平成２５年度 シラバス） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 「学習・教育到達目標」に対する到達度は，進級，卒業，修了の時点で要求されるレベルとして，

進級，卒業，修了に関する規則（取得単位に関する条件，各科目の必修と選択の別など）に定められ

ている。この規則を適切に運用し，進級，卒業，修了の認定を行っているので，学生は進級，卒業，

修了時に，それぞれの段階で養成しようとしている人材としてふさわしい学力や資質・能力を身に付

けていることが保証される。したがって本校では学生の教育達成状況の把握・評価が適切に実施され

ている。 

 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効

果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

＜準学士課程＞ 

(1)単位修得状況 

 単位修得率を資料６－１－②－１に示す。必修科目においては，最低でも90％以上の高い値である。 

(2)成績評価の分布 

 平均点の推移を資料６－１－②－２に示す。平均点は最低でも70点以上である。 

(3)進級，留年・休学・退学の状況 

 進級・卒業率を資料６－１－②－３に，休学・退学率を資料６－１－②－４に示す。進級率は最低

でも90％程度である。卒業率はほぼ100％である。休学・退学率は数％の割合である。 

(4)資格取得の状況 

 資格取得状況を資料６－１－②－５に示す。資格取得に伴う単位認定の申請が行われた資格のみを

示している。単位認定の対象とならない資格や，単位認定の申請が行われなかった資格は，資料に含

まれていない。 

(5)卒業研究の内容・水準の状況 

 学生の一部は学協会等において研究成果を発表しており，その水準の高さを示している。資料６－

１－②－６に学会発表の一例を示す。 

             資料６―１―①－12 

専攻科認定単位成績一覧表 

 

  ※訪問調査時に閲覧可能とする。 

 

（出典 学生課教務係） 
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(6)外国語能力の育成に関する達成状況 

 全学生を対象に，第１，２学年の学生はA. C. E.を，第３～５学年の学生はＴＯＥＩＣを受験させ，

毎年英語の学習達成度を確認している。資料６－１－②－７にA. C. E.とＴＯＥＩＣの受験結果の概

略を示す。ＴＯＥＩＣのスコアから，学年とともに英語能力が向上していることがわかる。また「通

常会話で最低限のコミュニケーションができる。」と評価されるレベルにまで達している。 

(7) 国立高等専門学校機構が実施する学習達成度試験の受験状況 

 第３学年の学生は，国立高等専門学校機構が実施する，数学と物理の学習達成度試験を受験してい

る。その受験結果の概略を資料６－１－②－８に示す。数学においては全国の高等専門学校の平均点

に対し，88.7％の得点であった。同様に物理については，平成２２年度が109.6％，平成２３年度が

94.5％の得点であった。 

 

＜専攻科課程＞ 

(1)単位修得状況 

 単位修得率を資料６－１－②－９に示す。必修科目においては，約95％以上の高い値である。 

(2)成績評価の分布 

 平均点の推移を資料６－１－②－10に示す。平均点は最低でも70点以上である。 

(3)修了・休学・退学の状況 

 修了率を資料６―１―②－11に，休学・退学率を資料６－１－②－12に示す。規定の年限で修了で

きない学生が各年度で平均して数名存在する。休学，退学者はともに学年で１名程度である。 

(4)特別研究の内容・水準の状況，学位取得の状況 

 特別研究の論文の一部は「学修レポート」としてまとめ，大学評価・学位授与機構に提出し，審査

を受け，ほぼ全ての学生が学位を取得している。学位取得状況を資料６－１－②－13に示す。学生の

多くは学協会等において研究成果を発表しており，その水準の高さを示している。資料６－１－②－

14に学会発表の一例を示す。 

(5)外国語能力の育成に関する達成状況 

 ＴＯＥＩＣを毎年受験し，英語の学習達成度を確認している。資料６－１－②－７にＴＯＥＩＣの

受験結果の概略を示す。前学年より英語能力が向上していることがわかる。また「通常会話で最低限

のコミュニケーションができる。」と評価されるレベルにまで達している。 
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             資料６－１－②－１ 

学年別の単位修得率の経年変化（準学士課程） 

 

年度 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 全学年 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

H24 95.5 96.4 93.2 90.0 94.1 85.0 91.5 77.7 97.8 69.3 94.4 81.4 

H23 94.5 95.7 89.3 92.5 93.8 90.0 87.0 78.8 99.8 88.4 92.6 87.7 

H22 96.0 97.5 95.3 97.5 89.7 85.0 91.3 77.4 100.0 84.0 93.1 83.6 

平均 95.3 96.5 92.6 93.3 92.5 86.7 89.9 78.0 99.2 80.6 93.4 84.2 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－２ 

 

 ※数字は学年を，アルファベットは学科を示す。（M：機械工学科，E：電気情報工学科， 

S：電子制御工学科，C：建設システム工学科）（準学士課程） 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料資料６－１－②－３ 

学年別の進級・留年率の経年変化（準学士課程） 

年度 

第１学年 第２学年 第３学年 

進級率

(%)(※) 

仮進級

率(%) 

留年率

(%) 

進級率

(%)(※) 

仮進級

率(%) 

留年率

(%) 

進級率

(%)(※) 

仮進級

率(%) 

留年率

(%) 

Ｈ24 92.4 22.2 7.0 91.3 35.8 5.8 82.8 26.4 12.9 

Ｈ23 96.5 18.0 2.9 92.4 15.9 6.5 93.3 7.4 4.3 

Ｈ22 98.2 17.2 1.2 92.6 8.0 6.7 91.3 15.5 5.6 

Ｈ21 91.2 14.6 7.6 93.5 17.3 4.8 96.2 11.9 2.5 

Ｈ20 95.8 16.2 1.8 93.5 7.7 4.2 91.5 4.5 3.4 

平均 94.8 17.6 4.1 92.7 16.9 5.6 91.0 13.1 5.7 

 

年度 

第４学年 第５学年 第１～４学年の平均 

進級率

(%)(※) 

仮進級

率(%) 

留年率

(%) 
卒業率(%) 

留年率

(%) 

進級率

(%)(※) 

仮進級

率(%) 

留年率

(%) 

Ｈ24 89.9 42.3 5.4 95.6 3.6 89.1 31.7 7.8 

Ｈ23 88.5 14.7 8.3 98.7 1.3 92.7 11.2 5.5 

Ｈ22 89.5 6.4 4.7 98.7 0.0 92.9 11.8 4.6 

Ｈ21 88.2 7.1 7.1 98.0 0.7 92.3 12.7 5.5 

Ｈ20 93.3 10.4 10.4 97.3 0.7 93.5 9.7 3.4 

平均 89.9 16.2 16.2 97.7 1.3 92.1 15.4 5.4 

※進級率には仮進級者を含む 

年度途中に修了退学や休学する学生は進級認定の対象とならないため割合に含まれない。した

がって進級率と留年率の合計は 100％にならない。 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－４ 

学年別の退学者数，退学率の経年変化（準学士課程） 

年度 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 全学年 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

H24 6/171 3.5 5/174 2.9 16/164 9.8 5/169 3.0 1/139 0.7 33/817 4.0 

H23 3/171 1.8 12/176 6.8 4/163 2.5 7/159 4.4 2/159 1.3 28/828 3.4 

H22 3/171 1.8 2/163 1.2 10/165 6.1 8/175 4.6 1/151 0.7 24/825 2.9 

H21 5/171 2.9 4/169 2.4 6/164 3.7 6/174 3.4 2/152 1.3 23/830 2.8 

H20 5/169 3.0 4/170 2.4 10/177 5.6 4/164 2.4 1/148 0.7 24/828 2.9 

平均 4.4 2.6 5.4 3.2 9.2 5.5 6.0 3.6 1.4 0.9 26.4 3.2 

    退学者数： (人数)／（在籍者数） 

 

学年別の休学者数，休学率の経年変化（準学士課程） 

年度 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 全学年 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

H24 1/171 0.6 5/174 2.9 5/164 3.0 8/169 4.7 1/139 0.7 20/817 2.4 

H23 1/171 0.6 3/176 1.7 4/163 2.5 6/159 3.8 0/159 0.0 14/828 1.7 

H22 2/171 1.2 1/163 0.6 3/165 1.8 7/175 4.0 1/151 0.7 14/825 1.7 

H21 2/171 1.2 3/169 1.8 2/164 1.2 9/174 5.2 2/152 1.3 18/830 2.2 

H20 1/169 0.6 2/170 1.2 4/177 2.3 5/164 3.0 2/148 1.4 14/828 1.7 

平均 1.4 0.8 2.8 1.6 3.4 2.0 7.0 4.2 1.2 0.8 16 1.9 

休学者数： (人数)／（在籍者数） 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－５ 

年度ごとの資格取得状況（準学士課程） 

  

技能審査の名称・資格等 英検 TOEIC 

合計 
(人) 

級・SCORE 1 級 準 1 級 2 級 準 2 級 850 以上 700 以上 500 以上 400 以上 

年度 
 単位数 

学年・クラス 
6 4 3 2 6 4 3 2 

平成
18
年度 

4M 

申請者なし 

    1   1 

4E       5 5 

4S       1 1 

4C         0 

4 年合計 0 0 1 6 7 

5M 

申請者なし 

1     3 4 

5E     1 4 5 

5S     1   1 

5C         0 

5 年合計 1 0 2 7 10 

総計 0 0 0 0 1 0 3 13 17 

平成
19
年度 

4M 

申請者なし 

      2 2 

4E       2 2 

4S       3 3 

4C       1 1 

4 年合計 0 0 0 8 8 

5M 

申請者なし 

    2 3 5 

5E       1 1 

5S 1     1 2 

5C         0 

5 年合計 1 0 2 5 8 

総計 0 0 0 0 1 0 2 13 16 

平成
20
年度 

4M 

申請者なし 

        0 

4E         0 

4S         0 

4C         0 

4 年合計 0 0 0 0 0 

5M 

申請者なし 

1     1 2 

5E         0 

5S     2 1 3 

5C         0 

5 年合計 1 0 2 2 5 

総計 0 0 0 0 1 0 2 2 5 

平成
21
年度 

4M       1 1 2 1 1 6 

4E       1         1 

4S               2 2 

4C                 0 

4 年合計 0 0 0 2 1 2 1 3 9 

5M             1 3 4 

5E             1   1 

5S               3 3 

5C                 0 

5 年合計 0 0 0 0 0 0 2 6 8 

総計 0 0 0 2 1 2 3 9 17 

平成
22
年度 

4M               2 2 

4E       1       1 2 

4S               3 3 

4C       2     1 2 5 

4 年合計 0 0 0 3 0 0 1 8 12 

5M           1 1 2 4 

5E                 0 

5S               1 1 

5C               1 1 

5 年合計 0 0 0 0 0 1 1 4 6 

総計 0 0 0 3 0 1 2 12 18 

平成
23
年度 

4M               1 1 

4E       2       5 7 

4S               2 2 

4C           1   2 3 

4 年合計 0 0 0 2 0 1 0 10 13 

5M             1 1 2 

5E               1 1 

5S             2 1 3 

5C             1   1 

5 年合計 0 0 0 0 0 0 4 3 7 

総計 0 0 0 2 0 1 4 13 20 

平成
24
年度 

4M                 0 

4E               2 2 

4S                 0 

4C                 0 

4 年合計 0 0 0 0 0 0 0 2 2 

5M                 0 

5E             1   1 

5S                 0 

5C                 0 

5 年合計 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

総計 0 0 0 0 0 0 1 2 3 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－６ 

準学士課程学生による学会発表の例 

準学士課程（平成 24 年度・発表件数 21 件） 

題目 学会名・講演会名など 発表年月 

微細粒鋼の薄板曲げ疲労特性に関す

る研究 

日本機械学会北陸信越支部学生会第 42 回学

生員卒業研究発表講演会論文集 

2013 年 8 月

予定 

デザイン性を考慮する構造設計アプ

ローチ 
日本機械学会第 25 回計算力学講演会 2012 年 10 月 

非対称制御ハーフブリッジ型 DC/DC

コンバータの動作解析 

パワーエレクトロニクス学会第 196 回定例

研究会 
2012 年 12 月 

電気泳動法を用いた微粒子配列制御 
第 20 回電気学会関西支部高専卒業研究発表

会 
2013 年 3 月 

放射線教育のためのプラスチック板

を用いた可視化計測技術の検討 
日本高専学会第 18 回年会 2012 年 8 月 

分散型電源システムの分散協調制御 日本機械学会 第 10 回最適化シンポジウム 2012 年 12 月 

由良川河口砂州の動態観測と侵食規

模の推定 

平成 24 年度土木学会関西支部年次学術講演

会 
2012 年 6 月 

由良川河口地形の変動特性と侵食規

模の推定 
第 67 回土木学会年次学術講演会 2012 年 9 月 

 

（出典 舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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             資料６－１－②－７ 

英語 A. C. E. とＴＯＥＩＣの受験結果 

第 1，2 学年はＡ．Ｃ．Ｅ．(900 点満点)，第 3～専攻科 2 学年はＴＯＥＩＣ 

年度         学年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 専攻科 1 年 専攻科 2 年 

Ｈ24 平均点 415 426 276 313 329 380 364 

最高点 528 805 475 465 575 580 525 

Ｈ23 平均点 415 419 282 299 292 360 371 

最高点 594 537 490 515 565 575 465 

Ｈ22 平均点 410 426 280 291 319 332 306 

最高点 720 637 745 475 775 475 425 

Ｈ21 平均点 393 402 278 305 319 295 398 

最高点 533 781 433 730 775 440 625 

Ｈ20 平均点 397 409 293 291 322 341 308 

最高点 698 525 510 510 545 550 435 

A. C. E.   ： 460(英検 3 級程度)，420(英検 4 級程度) 

ＴＯＥＩＣ ： 220～470 通常会話で最低限のコミュニケーションができる。 

 

（出典 人文科学部門資料） 
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             資料６－１－②－８ 

 
（出典 自然科学部門資料） 
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             資料６－１－②－８の続き 

平成23年度 国立高等専門学校機構実施 学習達成度試験の受験結果 （物理） 

 
（出典  自然科学部門資料） 
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             資料６－１－②－９ 

学年別の単位修得率の経年変化（専攻科課程） 

 

年度 
第１学年 第２学年 全学年 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

必修 

(%) 

選択 

(%) 

H24 98.8 60.2 96.5 27.8 97.6 54.6 

H23 97.6 72.5 95.0 46.8 96.0 65.9 

H22 95.6 65.8 94.5 32.6 93.9 58.8 

平均 97.3 66.2 95.3 35.7 95.8 59.8 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－10 

 

 

（出典  学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－11 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－12 

学年別の退学者数，退学率の経年変化（専攻科課程） 

年度 
第１学年 第２学年 全学年 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

退学

者数 

退学

率(%) 

H24 0/20 0.0 0/18 0.0 0/38 0.0 

H23 0/18 0.0 1/22 4.5 1/40 2.5 

H22 3/23 13.0 3/20 15.0 6/43 14.0 

H21 1/18 5.6 0/28 0.0 1/46 2.2 

H20 0/27 0.0 1/22 4.5 1/49 2.0 

平均 0.8 人 3.8 1.0 人 4.5 1.8 人 4.2 

退学者数： (人数)／（在籍者数） 

 

学年別の休学者数，休学率の経年変化（専攻科課程） 

年度 
第１学年 第２学年 全学年 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

休学

者数 

休学

率(%) 

H24 0/20 0.0 0/18 0.0 0/38 0.0 

H23 0/18 0.0 0/22 0.0 0/40 0.0 

H22 1/23 4.3 3/20 15.0 4/43 9.3 

H21 1/18 5.6 4/28 14.3 5/46 10.9 

H20 0/27 0.0 0/22 0.0 0/49 0.0 

平均 0.4 人 1.9 1.4 人 6.4 1.8 人 4.2 

休学者数： (人数)／（在籍者数） 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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             資料６－１－②－13 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

単位修得率，授業科目平均点，進級率，修了率，学位取得試験合格率，学協会発表件数などは十分

高い数値を示している。ほとんどの学生は要求される学力を，準学士課程の各学年または専攻科課程

で身に付けており，教育の成果，効果が認められる。 

 

 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）   

 平成２４年度までの準学士課程卒業生は６０８８名，専攻科課程修了生は２５９名である。最近の

進学と就職の比は大体４：６（進学：就職）である。準学士，専攻科課程の進路状況を，資料６－１

－③－１，資料６－１－③－２にそれぞれ示す。 

就職に関しては資料６－１－③－１，資料６－１－③－２に示すように，準学士課程，専攻科課程

             資料６－１－②－14 

専攻科課程学生による学会発表の例 

専攻科課程（平成 24 年度・発表件数 36 件） 

題目 学会名・講演会名など 発表年月 

エアリフトポンプの揚固性能の高効

率化 
日本機械学会 2012 年度年次大会 2012 年 9 月 

浮体式洋上風車の抗力の数値シミュ

レーション 
日本機械学会 2012 年度年次大会 2012 年 9 月 

遺伝アルゴリズムを用いた座席配置

決定手法 

教育システム情報学会 2012 年度第 4 回研究

会 
2012 年 11 月 

プッシュプル型 DC/DC コンバータの

偏磁現象について 
パワーエレクトロニクス学会 2012 年 4 月 

室温硬化ナノインプリント－リフト

オフ法によるアルミニウムマスクパ

ターンの形成 

ナノ学会第 10 回大会 2012 年 6 月 

２リンク三叉ヘビロボットの推進制

御実験 

第 56 回システム制御情報学会研究発表講

演会 
2012 年 5 月 

東舞鶴商店街における空き店舗活用

の実践 
第 18 回高専シンポジューム in 仙台 2013 年 1 月 

室内における距離感と予想される響

きの長さの関係 
日本建築学会大会学術講演 2012 年 9 月 

 

（出典 舞鶴高専年報・第10号・2013年4月） 
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の求人倍率はそれぞれ２０倍，８５倍であり，非常に高い。就職希望者のほぼ全員が就職を果たして

いる。就職先は資料６－１－③－３～６に示すように，各学科，専攻の専門分野を中心とした製造業

と，時代の要請を反映して情報処理・サービス業が多く，近隣地域をはじめ近畿地区の企業が多くな

っている。資料６－１－③－７，資料６－１－③－８に就職先名称を示す。就職先における業務は，

観点６－１－⑤の卒業（修了）生のアンケート回答にもあるように，設計・開発・研究，製造機器や

システムのメンテナンス・サービス，技術営業などである。 

進学先は資料６－１－③－９，資料６－１－③－10に示すとおりである。準学士課程を卒業した学

生の進学先は本校専攻科や国公立大学を中心とした大学の工学部であり，専攻科の修了生の進学先は

国公立大学を中心とした大学院である。進学希望者のほぼ全員が進学を果たしている。 

 

 

 

資料６－１－③－１ 

卒業者の進路状況（準学士課程・平成２２～２４年度卒業者） 

年度 学科 
卒業者

数 

就職希

望者数 

就職者

数 

進学希

望者数 

進学者

数 

そ

の

他 

求人会

社数

(社) 

求人数 
求人倍率

(倍) 

H24 

機械 ３６ １８ １８ １８ １８ ０ ４６５ ４９３ ２７．４ 

電気情報 ３２ １８ １８ １４ １４ ０ ４８０ ４８９ ２７．２ 

電子制御 ３０ １５ １５ １５ １５ ０ ４２８ ４３９ ２９．３ 

建設シ

ステム 

都市 

環境 
１３ ６ ６ ７ ７ ０ ２７５ ２７９ ４６．５ 

建築 ２０ １５ １５ ５ ４ ０ ２６６ ２７４ １８．３ 

合計 １３１ ７２ ７２ ５９ ５８ ０ 1914 1974 ２７．４ 

H23 

機械 ４４ ３２ ３２ １２ １２ ０ ４２７ ４３７ １３．７ 

電気情報 ３７ ２１ ２１ １６ １６ ０ ４４１ ４５７ ２１．８ 

電子制御 ３１ １４ １４ １７ １７ ０ ４１３ ４１６ ２９．７ 

建設シ

ステム 

都市 

環境 
２２ １２ １２ １０ １０ ０ ２０４ ２０９ １７．４ 

建築 ２２ １２ １２ １０ １０ ０ １９８ ２０１ １６．８ 

合計 １５６ ９１ ９１ ６５ ６５ ０ 1683 1720 １８．９ 

H22 

機械 ４３ ２９ ２９ １４ １３ ０ ４０４ ４２４ １４．６ 

電気情報 ３２ １７ １７ １５ １５ ０ ４１３ ４３０ ２５．２ 

電子制御 ４１ ２６ ２６ １５ １５ ０ ３８７ ３９４ １５．１ 

建設システム ３３ ２２ ２２ １１ １０ ０ １９７ ２０７ ９．４ 

合計 １４９ ９４ ９４ ５５ ５３ ０ 1401 1455 １５．４ 

合計 ４３６ ２５７ ２５７ １７９ １７６ ０ 4998 5149 ２０．０ 

 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 359 - 

 

 

 

資料６－１－③－２ 

修了者の進路状況（専攻科課程・平成２２～２４年度修了者） 

年

度 
専攻 

修了者

数 

就職希

望者数 

就職者

数 

進学希

望者数 

進学者

数 

その

他 

求人会

社数

(社) 

求人数 
求人倍率

(倍) 

H24 

電気・制御 １０ ７ ７ ３ ３ ０ ４１５ ４２２ ６０．３ 

建設・生産

(機械系) 
５ ３ ３ １ １ １ ３８２ ３８７ 129.0 

建設・生産

(土木・建築

系) 

２ ２ ２ ０ ０ ０ ２５４ ２６３ 131.5 

合計 １７ １２ １２ ４ ４ １ 1051 1072 ８９．３ 

H23 

電気・制御 ９ ３ ３ ６ ６ ０ ３４２ ３４５ 115.0 

建設・生産

(機械系) 
９ ７ ７ ２ ２ ０ ３２０ ３２２ ４６．０ 

建設・生産

(土木・建築

系) 

２ ２ ２ ０ ０ ０ １７３ １７７ ８８．５ 

合計 ２０ １２ １２ ８ ８ ０ ８３５ ８４４ ７０．３ 

H22 

電気・制御 ８ ４ ４ ４ ４ ０ ３２５ ３３２ ８３．０ 

建設・生産 ７ ４ ４ ３ ３ ０ ４４７ ４７１ 117.8 

合計 １５ ８ ８ ７ ７ ０ ７７２ ８０３ 100.4 

合計 ５２ ３２ ３２ １９ １９ １ 2658 2719 ８５．０ 

 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 360 - 

 

 

資料６－１－③－３ 

卒業者の就職先業種（準学士課程・平成２２～２４年度卒業者） 

年

度 
学科 

建

設 

食

品 

繊

維 

出
版
・
印
刷 

化

学 

鉄
鋼
・
金
属 

機

械 

電
気
機
器 

輸
送
用
機
械 

精
密
機
器 

電
力
・
ガ
ス 

そ
の
他
製
造 

情
報
通
信 

運
輸
・
通
信 

不
動
産
賃
貸 

生
活
・
娯
楽 

学
術
・
サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス 

官
公
庁 

合

計 

H

2

4 

機械 
0 2 0 0 3 0 2 4 

 

3 0 0 0 1 0 0 

 

0 

 

0 

 

2 1 18 

0.0 11.1 0.0 0.0 16.7 0.0 11.0 22.2 16.7 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 5.6 100.0 

電気 

情報 

1 0 0 1 1 0 3 3 0 2 1 0 4 0 0 0 1 0 1 18 

5.6 0.0 0.0 5.6 5.6 0.0 16.7 16.7 0.0 11.1 5.6 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6 100.0 

電子 

制御 

0 0 0 0 2 0 2 2 2 3 1 0 0 0 0 0 2 1 0 15 

0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0 13.3 13.3 13.3 20.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 6.7 0.0 100.0 

建

設 

都

市 

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 6 

66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

建

築 

8 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 15 

53.3 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0 13.3 100.0 

合計 
13 2 0 1 7 0 8 10 5 5 3 0 5 1 1 0 4 3 4 72 

18.1 2.8 0.0 1.4 9.7 0.0 11.1 13.9 6.9 6.9 4.2 0.0 6.9 1.4 1.4 0.0 5.6 4.2 5.6 100.0 

H

2

3 

機械 
1 1 0 0 3 0 12 3 3 2 1 1 1 1 0 0 1 0 2 32 

3.1 3.1 0.0 0.0 9.4 0.0 37.5 9.4 9.4 6.3 3.1 3.1 3.1 3.1 0.0 0.0 3.1 0.0 6.3 100.0 

電気 

情報 

2 1 1 0 3 0 5 4 0 1 0 1 2 0 0 0 0 1 0 21 

7.5 4.8 4.8 0.0 14.3 0.0 23.8 19.0 0.0 4.8 0.0 4.8 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 100.0 

電子 

制御 

0 0 0 0 0 0 3 3 0 5 0 0 0 0 0 0 1

 

2 0 14 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 21.4 21.4 0.0 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 14.2 0.0 100.0 

建

設 

都

市 

5 1

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 1 1 12 

33.3 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 8.3 8.3 8.3 100.0 

建

築 

7 0 0 0 1

 

0 1 1 0 0 1

 

0 0 0 0 0 1 0 0 12 

58.3 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 100.0 

合計 
15 3 1 0 7 0 21 11 3 8 2 2 3 4 0 0 4 4 3 91 

16.5 3.3 1.1 0.0 7.7 0.0 23.1 12.1 3.3 8.8 2.2 2.2 3.3 4.4 0.0 0.0 4.4 4.4 3.3 100.0 

H

2

2 

機械 
0 2 0 0 4 1 7 3 4 2 0 1 2 0 0 0 0 2 1 29 

0.0 6.9 0.0 0.0 13.8 3.4 24.1 10.3 13.8 6.9 0.0 3.4 6.9 0.0 0.0 0.0 0.0 6.9 3.4 100.0 

電気 

情報 

0 1 0 0 0 1 2 4 0 1 3 0 4 0 0 0 0 0 1 17 

0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 5.9 11.8 23.5 0.0 5.9 17.6 0.0 23.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 100.0 

電子 

制御 

0 1 0 0 1 0 4 4 1 4 1 3 1 2 0 1 0 1 2 26 

0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0 15.4 15.4 3.8 15.4 3.8 11.5 3.8 7.7 0.0 3.8 0.0 3.8 7.7 100.0 

建設 

ｼｽﾃﾑ 

9 2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 3 0 0 0 1 4 22 

9.6 6.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0 13.6 0.0 0.0 0.0 4.5 18.2 100.0 

合計 
9 6 0 0 5 2 13 12 5 7 5 5 7 5 0 1 0 4 8 94 

9.6 6.4 0.0 0.0 5.3 2.1 13.8 12.8 5.3 7.4 5.3 5.3 7.4 5.3 0.0 1.1 0.0 4.3 8.5 100.0 

合計 
37 11 1 1 19 2 42 33 13 20 10 7 15 10 1 1 8 11 15 257 

14.4 4.3 0.4 0.4 7.4 0.8 16.3 12.8 5.1 7.8 3.9 2.7 5.8 3.9 0.4 0.4 3.1 4.3 5.8 100.0 

※上段の数字は人数，下段の数字は割合(％)を示す。 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 361 - 

 

 

資料６－１－③－４ 

修了者の就職先業種（専攻科課程・平成２２～２４年度修了者） 

年

度 
学科 

建

設 

食
料
品
・
飲
料 

化
学
・
石
油
・
石
炭 

機

械 

電

気

機

器 

輸
送
用
機
械 

精

密

機

器 

電
力
・
ガ
ス 

情
報
通
信
業 

運
輸
・
通
信 

学
術
サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス 

官公

庁 
合計 

H24 

電気・ 

制御 

０ ０ ２ ０ ４ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ 

0.0 0.0 28.6 0.0 57.1 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

建

設

・

生

産 

機

械

系 

０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 

0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

土

木

建

築

系 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0 

合計 
０ １ ２ ０ ４ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ １ １２ 

0.0 8.3 16.7 0.0 33.3 8.3 16.7 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 8.3 100.0 

H23 

電気・ 

制御 

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３ 

0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

建

設

・

生

産 

機

械

系 

０ ０ １ ３ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ 

0.0 0.0 14.2 42.8 14.2 14.2 14.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

土

木

建

築

系 

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

合計 
１ ０ １ ４ ２ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ １２ 

8.3 0.0 8.3 33.3 16.6 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 100.0 

H22 

電気・ 

制御 

０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ４ 

0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

建設・

生産 

０ ０ ０ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ 

0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

合計 
０ ０ ０ ２ ２ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ８ 

0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 12.5 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

合計 
１ １ ３ ６ ８ ３ ４ １ ２ １ １ ０ １ ３２ 

3.1 3.1 9.4 18.8 25.0 9.4 12.5 3.1 6.3 3.1 3.1 0.0 3.1 100.0 

※上段の数字は人数，下段の数字は割合(％)を示す。 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 362 - 

 

 

資料６－１－③－５ 

卒業者の就職先所在地（準学士課程・平成２２～２４年度卒業者） 

年

度 
学科 

京都

府 

大阪

府 

兵庫

県 

滋賀

県 

中京

地域 

京浜

地域 

その

他 
合計 

H24 

機械 
３ ６ ４ ０ ０ ３ ２ １８ 

16.7 33.3 22.2 0.0 0.0 16.7 22.2 100.0 

電気 

情報 

５ ５ ２ ０ １ ５ ０ １８ 

27.8 27.8 11.1 0.0 5.6 27.8 0.0 100.0 

電子 

制御 

６ ３ １ ２ １ ２ ０ １５ 

40.0 20.0 6.7 13.3 6.7 13.3 0.0 100.0 

建

設 

都

市 

２ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ６ 

33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 100.0 

建

築 

２ ４ ２ ０ １ ５ １ １５ 

13.3 26.7 13.3 0.0 6.7 33.3 6.7 100.0 

合計 
１８ ２０ ９ ２ ３ １７ ３ ７２ 

25.0 27.8 12.5 2.8 4.2 23.6 4.2 100.0 

H23 

機械 ７ ５ ５ ２ ３ ７ ３ ３２ 

21.9 15.6 15.6 6.3 9.4 21.9 9.4 100.0 

電気 

情報 

５ ６ ２ ３ １ ３ １ ２１ 

23.8 28.6 9.5 14.3 4.8 14.3 4.8 100.0 

電子 

制御 

６ １ ３ ０ ０ ２ ２ １４ 

42.8 7.1 21.4 0.0 0.0 14.2 14.2 100.0 

建

設 

都

市 

４ ６ ０ ０ １ １ ０ １２ 

33.3 50.0 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 100.0 

建

築 

２ ６ ０ ０ ０ ４ ０ １２ 

16.6 50.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 100.0 

合計 
２４ ２４ １０ ５ ５ １７ ６ ９１ 

26.4 26.4 11.0 5.5 5.5 18.7 6.6 100.0 

H22 

機械 
９ ２ ４ ２ １ ７ ４ ２９ 

31.0 6.9 13.8 6.9 3.4 24.1 13.8 100.0 

電気 

情報 

５ ５ １ ０ １ ４ １ １７ 

29.4 29.4 5.9 0.0 5.9 23.5 5.9 100.0 

電子 

制御 

８ ５ ２ ４ １ ５ １ ２６ 

30.8 19.2 7.7 15.4 3.8 19.2 3.8 100.0 

建設 

ｼｽﾃﾑ 

５ １１ ０ ０ １ ５ ０ ２２ 

22.7 50.0 0.0 0.0 4.5 22.7 0.0 100.0 

合計 
２７ ２３ ７ ６ ４ ２１ ６ ９４ 

28.7 24.5 7.4 6.4 4.3 22.3 6.4 100.0 

合計 
６９ ６７ ２６ １３ １２ ５５ １５ 257 

26.8 26.1 10.1 5.1 4.7 21.4 5.8 100.0 

※上段の数字は人数，下段の数字は割合(％)を示す。 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 363 - 

 

 

資料６－１－③－６ 

修了者の就職先所在地（専攻科課程・平成２２～２４年度修了者） 

年

度 
学科 

京都

府 

大阪

府 

兵庫

県 

滋賀

県 

中京

地域 

京浜

地域 

その

他 
合計 

H24 

電気・ 

制御 

２ ２ ０ ２ ０ １ ０ ７ 

28.6 28.6 0.0 28.6 0.0 14.3 0.0 100.0 

建

設

・

生

産 

機

械

系 

１ １ １ ０ ０ ０ ０ ３ 

33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

土

木

建

築

系 

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

合計 
５ ３ １ ２ ０ １ ０ １２ 

41.7 25.0 8.3 16.7 0.0 8.3 0.0 100.0 

H23 

電気・ 

制御 

２ 1 ０ ０ ０ ０ ０ ３ 

66.6 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

建

設

・

生

産 

機

械

系 

５ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ７ 

71.4 28.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

土

木

建

築

系 

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

合計 
８ ４ ０ ０ ０ ０ ０ １２ 

66.6 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

H22 

電気・ 

制御 

０ １ １ ０ ０ ２ ０ ４ 

0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 

建設・

生産 

１ ０ １ ０ ０ １ １ ４ 

25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 100.0 

合計 
１ １ ２ ０ ０ ３ １ ８ 

12.5 12.5 25.0 0.0 0.0 37.5 12.5 100.0 

合計 
１４ ８ ３ ２ ０ ４ １ ３２ 

43.8 25.0 9.4 6.3 0.0 12.5 3.1 100.0 

※上段の数字は人数，下段の数字は割合(％)を示す。 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 364 - 

 

 

資料６－１－③－７ 

卒業者の就職先（準学士課程・平成２２～２４年度卒業者） 

年度 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 建設ｼｽﾃﾑ工学科 

H24 

伊藤ハム㈱，㈱ＮＴＴネオメ
イト，㈱ＮＴＴファシリティ
ーズ関西，㈱カネカ，川崎重
工業㈱，キヤノン㈱，神戸グ
リコ㈱，㈱ジェイエムエンジ
ニアリング，武田薬品工業
㈱，ダイキン工業㈱，日信工
業㈱，パナソニック㈱ＡＶＣ
ネットワークス社，日立建機
日本㈱，冨士発條㈱，㈱堀場
製作所，舞鶴市，㈱マツダＥ
＆Ｔ，三菱ガス化学㈱ 

ＮＥＣフィールディング㈱，
㈱ＮＨＫアイテック，㈱ＮＴ
Ｔネオメイト，大阪シーリン
グ印刷㈱，㈱かんでんエンジ
ニアリング，京セラコミュニ
ケーション システム ㈱ ，
（独）国立印刷局 
コマツ 大阪工場，サンエー
電機㈱，ダイキン工業㈱，中
部電力㈱，東洋電機㈱，ニチ
コン亀岡㈱，㈱堀場エステッ
ク，㈱堀場製作所，三菱電機
㈱神戸製作所，三菱電機シス
テムサービス㈱，㈱吉野工業
所 

オプテックス㈱，関西電力
㈱，㈱カンセツ，㈱京都製作
所，㈱大日本精機，中央発條
㈱，ＴＯＷＡ㈱，日新イオン
機器㈱，日新電機㈱，日本電
気硝子㈱，㈱日立ビルシステ
ム，三菱電機㈱神戸製作所，
三菱電機システムサービス
㈱，明光精器㈱，ユニチカ㈱ 

あおみ建設㈱，出光興産㈱，
㈱ＮＴＴファシリティーズ，
㈱岡野組，大阪ガス㈱，鹿島
クレス㈱，金下建設㈱，㈱川
嶋建設，ケイコン㈱，㈱鴻池
組，三神工業㈱，大鉄工業
㈱，高浜町，㈱竹中工務店，
津市役所，西日本高速道路フ
ァシリティーズ㈱，西日本旅
客鉄道㈱，前田道路㈱，三菱
地所コミュニティ㈱，吉村建
設工業㈱，若築建設㈱ 

H23 

出光興産㈱，王子製紙㈱神崎
工場，岡山市，㈱カシフジ，
関西電力㈱，（独）国立印刷
局，㈱小松製作所 大阪工
場，サントリープロダクツ
㈱，島津メクテム㈱，新日本
工機㈱，ダイキン工業㈱，太
平工業㈱，武田薬品工業㈱，
東海旅客鉄道㈱，東芝エレベ
ータ㈱，トヨタテクニカルデ
ィベロップメント㈱，日東精
工㈱，日本オーチス・エレベ
ータ㈱，㈱ニコン，パナソニ
ックセミコンダクターディス
クリートデバイス㈱，パナソ
ニック㈱ホームアプライアン
ス社，㈱堀場製作所，㈱堀場
テクノサービス，㈱マツダ
E&T，三菱ガス化学㈱，三菱
重工業㈱神戸造船所，三菱重
工業㈱高砂研究所，三菱重工
業㈱高砂製作所，三菱電機
㈱，通信機製作所，㈱森精機
製作所，㈱モリタ製作所，ユ
ニバーサル造船㈱，舞鶴事業
所 

㈱ＮＴＴネ オメイト ，㈱
NTTPC コミュニケーション
ズ，㈱カンセツ，㈱かんでん
エンジニアリング，関電プラ
ント㈱，京セラＳＬＣテクノ
ロジー㈱，KB ツヅキ㈱，太
陽精機㈱，㈱ツムラ，日新電
機㈱，日東精工㈱，日本たば
こ産業㈱関西工場，日本電気
硝子㈱，パナソニック㈱AVC
ネットワークス社，パナソニ
ック電工㈱栗東工場，ヒエン
電工㈱，㈱ベルテックス，三
菱ガス化学㈱，三菱電機㈱伊
丹製作所，三菱電機㈱神戸製
作所/電力システム製作所，
三菱電機システムサービス㈱ 

オムロン㈱，㈱京都製作所，
クロイ電機㈱，㈱三社電機製
作所，㈱GS ユアサ，神鋼テ
クノ㈱，東芝メディカルシス
テムズ㈱，ＴＯＷＡ㈱，ニチ
コン亀岡㈱，パナソニックエ
レクトロニックデバイスジャ
パン㈱若狭ディビジョン，パ
ナソニック電工施設照明㈱，
㈱日立ビルシステム，三菱電
機㈱神戸製作所/電力システ
ム製作所，三菱電機システム
サービス㈱ 
 
 
 

㈱アトラス，㈱ＮＴＴファシ
リティーズ，金下建設㈱，大
阪ガス㈱，㈱大阪防水建設
社，鹿島クレス㈱，鹿島クレ
ス㈱，㈱環境総合テクノス，
ケイコン㈱，㈱鴻池組，㈱三
晃空調，サントリープロダク
ツ㈱，㈱資生堂，㈱錢高組，
大鉄工業㈱，大鉄工業㈱，㈱
大都測研，東海旅客鉄道㈱，
西日本高速道路ファシリティ
ーズ㈱，西日本旅客鉄道㈱，
西日本旅客鉄道㈱，非破壊検
査㈱，㈱吹上技研コンサルタ
ント，舞鶴市 

H22 

㈱NTT ネオメイト，カルビー
㈱，川崎重工業㈱，㈱カンセ
ツ，キヤノン㈱，京都市消防
職員，太陽機械工業㈱，武田
薬品工業㈱，中外製薬工業
㈱，ＴＯＷＡ㈱，トヨタテク
ニカルディベロップメント
㈱，日本たばこ産業㈱，日本
電産シバウラ㈱，日本電子
㈱，パナソニックセミコンダ
クターディスクリートデバイ
ス㈱，㈱微生物化学研究所，
㈱日立エンジニアリング・ア
ンドサービス，㈱堀場製作
所，三菱ガス化学㈱，三菱重
工業㈱工作機械事業部，三菱
重工業㈱神戸造船所，三菱重
工業㈱高砂研究所，三菱電機
㈱通信機製作所，㈱モリタ製
作所，ヤンマー農機製造㈱，
横河フィールドエンジニアリ
ングサービス㈱，㈱リコー，
レンゴー㈱，ＹＫＫ㈱黒部事
業所 

㈱イシダ，ＮＴＴコムウェア
西日本㈱，㈱ＮＴＴドコモ，
㈱ＮＴＴネオメイト，㈱ＮＴ
Ｔファシリティーズ関西，関
西電力㈱，㈱ＧＳユアサ，自
衛隊，玉乃光酒造㈱，中部電
力㈱，東芝メディカルシステ
ムズ㈱，日本原子力発電㈱，
パナソニック電工施設照明
㈱，㈱富士通マーケティン
グ，冨士電機システムズ㈱，
冨士発條㈱，㈱堀場エステッ
ク 

朝日レントゲン工業㈱，㈱エ
ーライツ，㈱ＮＴＴネオメイ
ト，関西電子ビーム㈱，㈱カ
ンセツ，京セラＳＬＣテクノ
ロジー㈱，自衛隊，滋賀医科
大学職員，ダイキン工業㈱，
㈱大日本精機，㈱ダイヘン，
太陽機械工業㈱，東海旅客鉄
道㈱，西日本旅客鉄道㈱，㈱
日進製作所，日新電機㈱，日
本原子力発電㈱，パナソニッ
クエレクトロニックデバイス
ジャパン㈱回路部品ディビジ
ョン但馬，パナソニック電工
㈱栗東工場，ヒエン電工㈱，
兵庫パルプ工業㈱，冨士電機
システムズ㈱，三井製糖㈱，
三菱電機ビルテクノサービス
㈱，㈱吉野工業所 滋賀工
場，レンゴー㈱ 

ＮＴＴインフラネット㈱，大
阪ガス㈱，㈱大阪防水建設
社，㈱鹿島クレス，五洋建設
㈱，サントリーホールディン
グス㈱，サンレイ空調㈱，㈱
錢高組，大鉄工業㈱，㈱田中
工務店，東海旅客鉄道㈱，西
日本高速道路㈱，西日本旅客
鉄道㈱，日本たばこ産業㈱，
福知山市，防衛省，舞鶴市，
りんかい日産建設㈱，㈱レー
ルテック 

（出典 学生課学生支援係資料） 
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資料６－１－③－８ 

修了者の就職先（専攻科課程・平成２２～２４年度修了者） 

年度 電気・制御システム工学専攻 建設・生産システム工学専攻 

H24 

オプテックス（株） 
（株）カネカ 
（株）ＧＳユアサ 
パナソニック（株）アプライアンス社 
富士電機（株） 
ユニチカ（株） 
ローム（株） 

オリエンタル白石（株） 
京都府 
トーラク（株） 
西日本旅客鉄道（株） 
日立造船（株） 
（株）堀場エステック 

H23 

朝日レントゲン工業（株） 
（株）ＮＴＴネオメイト 
（株）堀場アドバンスドテクノ 
 

（株）関西土木技術センター 
（株）カネカ 
（株）京都製作所 
（株）GS ユアサ 
西日本旅客鉄道（株） 
（株）日進製作所 
日立造船（株） 
（株）堀場製作所 
ユニバーサル造船（株）舞鶴事業所 

H22 

NTT コムウェア西日本㈱ 
川崎重工業㈱ 
日本原子力発電㈱ 
富士電機システムズ㈱ 

極東開発工業㈱ 
㈱日進製作所 
三浦工業㈱ 
三菱電機エンジニアリング㈱ 

（出典 学生課学生支援係資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 366 - 

 

 

資料６－１－③－９ 

卒業者の進学先（準学士課程・平成２２～２４年度卒業者） 

年度 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 建設ｼｽﾃﾑ工学科 

H24 

岐阜大学(工学部機械ｼｽﾃﾑ工
学科)1 名 
福井大学(工学部機械工学
科)2 名 
豊橋技術科学大学(機械工学
課程)4 名 
三重大学(工学部機械工学
科)2 名 
島根大学(総合理工学部材料
プロセス工学科)1 名 
徳島大学(工学部機械工学
科)1 名 
九州工業大学(工学部機械知
能工学科)2 名 
立命館大学(理工学部機械工
学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)4 名 
【合計１８名】 

千葉大学(工学部電気電子工
学科)2 名 
長岡技術科学大学(電気電子
情報工学課程)1 名 
岐阜大学(工学部応用情報学
科)1 名 
豊橋技術科学大学(情報・知
能工学課程)2 名 
豊橋技術科学大学(電気・電
子情報工学課程)3 名 
京都工芸繊維大学(設計工学
域電子ｼｽﾃﾑ工学課程)1 名 
広島大学(第二類科学文化教
育系)1 名 
島根大学(総合理工学部数学
科)1 名 
立命館大学(理工学部電気電
子工学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)1 名 
【合計１４名】 

新潟大学(工学部福祉人間工
学科)1 名 
長岡技術科学大学(電気電子
情報工学課程)1 名 
金沢大学(理工学域機械工学
類知能機械コース)1 名 
福井大学(工学部電気・電子
工学科)1 名 
福井大学(工学部知能ｼｽﾃﾑ工
学科)1 名 
豊橋技術科学大学(電気・電
子情報工学課程)1 名 
三重大学(工学部機械工学
科)1 名 
神戸大学(工学部情報知能工
学科)1 名 
九州工業大学(情報工学部電
子情報工学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)6 名 
【合計１５名】 

横浜国立大学(理工学部建築
都市学科)1 名 
信州大学(工学部土木工学
科)1 名 
金沢大学(理工学域環境デザ
イン学類環境・防災コース)2
名 
岐阜大学(工学部社会基盤工
学科)1 名 
福井大学(工学部建築建設工
学科)2 名 
和歌山大学(ｼｽﾃﾑ工学部環境ｼ
ｽﾃﾑ学科)1 名 
立命館大学(理工学部都市ｼｽﾃ
ﾑ工学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)2 名 
【合計１１名】 

H23 

電気通信大学(情報理工学部
知能機械工学科)1 名 
静岡大学(工学部機械工学
科)1 名 
豊橋技術科学大学(機械工学
課程)2 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域機械ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
大阪大学(工学部応用理工学
科機械工学科目)1 名 
岡山大学(工学部機械工学
科)1 名 
徳島大学(工学部機械工学
科)1 名 
愛媛大学(工学部機械工学
科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)3 名 
【合計１２名】 

福井大学(工学部情報･メディ
ア工学科)1 名 
豊橋技術科学大学(情報･知能
工学課程)4 名 
豊橋技術科学大学(電気･電子
情報工学課程)1 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域情報工学課程)1
名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域電子ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
和歌山大学(ｼｽﾃﾑ工学科情報
通信ｼｽﾃﾑ学科)1 名 
広島大学(工学部第二類（電
気･電子･ｼｽﾃﾑ･情報系）)1 名 
立命館大学(理工学部)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)5 名 
【合計１６名】 

長岡技術科学大学(電気電子
情報工学課程)1 名 
長岡技術科学大学(経営情報ｼ
ｽﾃﾑ工学課程)2 名 
豊橋技術科学大学(機械工学
課程)2 名 
三重大学(工学部電気電子工
学科)1 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域電子ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
和歌山大学(ｼｽﾃﾑ工学科光メ
カトロニクス学科)1 名 
九州工業大学(情報工学部機
械情報工学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)7 名 
近畿大学工業高等専門学校専
攻科(生産ｼｽﾃﾑ工学専攻 電
気電子工学)1 名 
【合計１７名】 

千葉大学(工学部都市環境ｼｽﾃ
ﾑ学科)1 名 
長岡技術科学大学(建設工学
課程)2 名 
長岡技術科学大学(環境ｼｽﾃﾑ
工学課程)1 名 
金沢大学(理工学域環境デザ
イン学類)1 名 
福井大学(工学部建築建設工
学科)2 名 
豊橋技術科学大学(建築･都市
ｼｽﾃﾑ学課程)3 名 
豊橋技術科学大学(環境･生命
工学課程)1 名 
三重大学(生物資源学部共生
環境学科)1 名 
大阪大学(工学部地球総合工
学科 社会基盤工学科目)1 名 
和歌山大学(ｼｽﾃﾑ工学科環境ｼ
ｽﾃﾑ学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)5 名 
近畿大学工業高等専門学校専
攻科(生産ｼｽﾃﾑ工学専攻 土
木工学)1 名 
【合計２０名】 

H22 

電気通信大学(情報理工学部
知能機械工学科)1 名 
群馬大学(工学部情報工学
科)1 名 
金沢大学(理工学域機械工学
類 人間機械コース)1 名 
豊橋技術科学大学(機械ｼｽﾃﾑ
工学課程)1 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域機械ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
大阪大学(基礎工学部ｼｽﾃﾑ科
学科 機械科学コース)1 名 
山口大学(工学部機械工学
科)2 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)5 名 
【合計１３名】 

東北大学(工学部情報知能ｼｽﾃ
ﾑ総合学科)1 名 
筑波大学(理工学群社会工学
類)1 名 
豊橋技術科学大学(情報工学
課程)3 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域電子ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
大阪大学(工学部電気情報工
学科電気電子工学科目)1 名 
和歌山大学(ｼｽﾃﾑ工学部情報
通信ｼｽﾃﾑ学科)1 名 
広島大学(工学部電気･電子･ｼ
ｽﾃﾑ･情報系)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)6 名 
【合計１５名】 

長岡技術科学大学(電気電子
情報工学課程)3 名 
豊橋技術科学大学(情報工学
課程)2 名 
豊橋技術科学大学(生産ｼｽﾃﾑ
工学課程)1 名 
豊橋技術科学大学(電気電子
工学課程)1 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部設計工学域機械ｼｽﾃﾑ工学課
程)1 名 
岡山大学(工学部ｼｽﾃ ﾑ工学
科)1 名 
九州工業大学(情報工学部ｼｽﾃ
ﾑ創成情報工学科)1 名 
立命館大学(理工学部機械工
学科)1 名 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(電気・制御ｼｽﾃﾑ専攻)4 名 
【合計１５名】 

長岡技術科学大学(建設工学
課程)1 名 
金沢大学(理工学域環境デザ
イン学類 都市デザインコー
ス)1 名 
岐阜大学(工学部社会基礎工
学科)1 名 
豊橋技術科学大学(建設工学
課程)1 名 
京都工芸繊維大学(工芸科学
部造形科学域造形工学課程)1
名 
市立高崎経済大学(地域政策
学部)1 名 
京都府立大学(生命環境学部
環境情報学科)1 名 
 
舞鶴工業高等専門学校専攻科
(建設・生産ｼｽﾃﾑ専攻)3 名 
【合計１０名】 

（出典 学生課教務係資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

就職率はほぼ100％を維持しており，求人倍率も非常に高い。本校卒業（修了）生の能力が高く評

価されていることがわかる。また出身学科の専門性が生かされる企業等に就職している。要職にあっ

たり国際的な業務に携わったりする卒業（修了）生もおり，豊かな人間性・国際性を備えた実践的・

創造的技術者が育成されていることがわかる。 

進学に関してもその希望者のほぼ全員が専攻科入学，大学編入学，大学院入学を果たしている。進

学先は，より専門性を高められる教育機関になっている。推薦入学を認められる学生も多く，本校の

専門分野教育の成果が評価されていることがわかる。 

 

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 準学士課程の５年生と専攻科課程修了予定者に対し，本校の教育理念，教育方針に基づいた学習・

資料６－１－③－１０ 

修了者の進学先（専攻科課程・平成２２～２４年度修了者） 

年度 電気・制御システム工学専攻 建設・生産システム工学専攻 

H24 

北陸先端科学技術大学院大学(ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科) 
豊橋技術科学大学大学院(工学研究科) 

奈良先端科学技術大学院大学(物質創成科学研究科) 

 
【合計３名】 

大阪大学大学院(基礎工学研究科) 
 

【合計１名】 

H23 

福井大学大学院(工学研究科) 
豊橋技術科学大学大学院(工学研究科) 
大阪大学大学院(工学研究科) 
奈良先端科学技術大学院大学(情報科学研究科)(2
名) 
神戸大学大学院(海事科学研究科) 
 
【合計６名】 

京都工芸繊維大学大学院(工芸科学研究科) 
大阪大学大学院(工学研究科) 

 
【合計２名】 

H22 

長岡技術科学大学大学院(工学研究科) 
豊橋技術科学大学大学院(工学研究科) 
奈良先端科学技術大学院大学(物質創成科学研究科) 
神戸大学大学院(海事科学研究科) 
 
【合計４名】 
 

豊橋技術科学大学大学院(工学研究科) (2 名) 
京都工芸繊維大学大学院(工芸科学研究科) 
 
【合計３名】 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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教育到達目標に関する達成度評価アンケートを実施している。資料６－１－④－１，資料６－１－④

－２にアンケートの質問項目を，資料６－１－④－３，資料６－１－④－４にアンケートの集計結果

を示す。 

 学習・教育到達目標に対して，「十分達成した」と「だいたい達成した」の割合の合計は78.9％で

ある。課程別では，専攻科課程が88.3％，準学士課程が77.7％である。 

 準学士課程と専攻科課程において関連している学習・教育到達目標「（Ｅ）技術者に必要な人間性，

国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力を身につける」と「（Ｅ）豊かな人

間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける」について，学生の達

成度評価が若干低い。「あまり達成できなかった」と「全く達成できなかった」の割合の合計は，お

およそ30％である。平成２４年度の専攻科課程学生の達成度評価は特に低く，「あまり達成できなか

った」と「全く達成できなかった」の割合の合計は50％である。 
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資料６―１―④－１ 

 

 

学習の達成度評価に関するアンケート（準学士課程５年生） 

 本アンケートは，舞鶴工業高等専門学校の学習達成度評価のための基礎データになるものです。個人的なデータ，回答を

直接的に外部に公表することはありませんのでご協力よろしくお願いします。なお，回答に際しては，本科５年間の課程を

修了した時点において予測できる学習達度について，アンケート用紙の各設問に回答して下さい。 

 

＜本校の教育理念＞ 

 広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国
際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

＜教育方針＞ 

Ⅰ  実験・実習， 演習， ものつくりを重視する。 

Ⅱ  基礎に立ち返って考えさせる。 

Ⅲ  自ら学ぼうとする意欲を育てる。 

Ⅳ  豊かな教養と国際性を育む。 

＜学習・教育到達目標＞（準学士課程） 

（Ａ） 自然科学と工学の基礎を身につける。 

（Ｂ） 専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる。 

（Ｃ） 修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる。 

（Ｄ） 実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける。 

（Ｅ） 技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力を身につける。 

（Ｆ） 技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。 

（Ｇ） 課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる。 

（Ｈ） コンピュータを技術の実践に活用できる。 

（Ｉ） 責任を自覚し，互いに協力し合い，チームの目的達成に貢献できる。 

                     ただし，（Ｉ）は平成２５年度準学士課程第１～４学年に適用する。 

 

＜アンケート＞ 

（Ａ）「自然科学と工学の基礎を身につける」という学習・教育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｂ）「専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成できました

か？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｃ）「修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成できました

か？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｄ）「実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける」という学習・教育到達目標を，どの程度達成で

きましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｅ）「技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力を身につける」という学

習・教育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｆ）「技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける」という学習・教育到達目標を，ど

の程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｇ）「課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｈ）「コンピュータを技術の実践に活用できる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－２ 

 

学習の達成度評価に関するアンケート（専攻科課程修了予定学生） 

 本アンケートは，舞鶴工業高等専門学校の学習達成度評価のための基礎データになるものです。個人的なデータ，回答を

直接的に外部に公表することはありませんのでご協力よろしくお願いします。なお，回答に際しては，専攻科課程を修了し

た時点において予測できる学習達度について，アンケート用紙の各設問に対して回答して下さい。 

 

＜本校の教育理念＞ 

 広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国
際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

＜教育方針＞ 

Ⅰ  実験・実習， 演習， ものつくりを重視する。 

Ⅱ  基礎に立ち返って考えさせる。 

Ⅲ  自ら学ぼうとする意欲を育てる。 

Ⅳ  豊かな教養と国際性を育む。 

＜学習・教育到達目標＞（専攻科課程） 

（Ａ） 自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる 

（Ｂ） 専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる 

（Ｃ） 修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステム設計・開発する創造的能力と意欲を有する 

（Ｄ） 実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる 

（Ｅ） 豊かな人間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける 

（Ｆ） 技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる 

（Ｇ） 課題の提案や報告などを効果的に記述し，説明することができる 

（Ｈ） コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる 

（Ｉ） 責任を自覚し，互いに理解・協力し合い，チームの目的達成のために能力を発揮できる 

                     ただし，（Ｉ）は平成２７年度入学者から適用する。 

 

＜アンケート＞ 

（Ａ）「自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる」という学習・教育到達目標を，どの程度達

成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｂ）「専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる」という学習・教育到達目標を，

どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｃ）「修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステム設計・開発する創造的能力と意欲を有する」という学

習・教育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｄ）「実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成でき

ましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｅ）「豊かな人間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける」という学習・教育到達目

標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｆ）「技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる」という学習・教

育到達目標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｇ）「課題の提案や報告などを効果的に記述し，説明することができる」という学習・教育到達目標を，どの程度達成で

きましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

（Ｈ）「コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる」という学習・教育到達目

標を，どの程度達成できましたか？ 

［1］十分達成した。〔2］だいたい達成した。［3］あまり達成できなかった。［4］全く達成できなかった。 

 

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－３ 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 24 年度 準学士課程５年生） 

 

十分達成した。

28%

だいたい達成し

た。

51%

あまり達成でき

なかった。

20%

まったく達成で

きなかった。

1%

１．「自然科学と工学の基礎を身につける」という学習・教育目

標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

34%

だいたい達成

した。

48%

あまり達成でき

なかった。

15%

まったく達成で

きなかった。

3%

２．「専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用でき

る」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 
 

十分達成した。

26%

だいたい達成し

た。

47%

あまり達成でき

なかった。

24%

まったく達成で

きなかった。

3%

３．「修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる」とい

う学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

32%

だいたい達成

した。

51%

あまり達成でき

なかった。

15%

まったく達成で

きなかった。

2%

４．「実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身に

つける」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 
 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－３の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 24 年度 準学士課程５年生） 

 

十分達成した。

27%

だいたい達成し

た。

43%

あまり達成でき

なかった。

26%

まったく達成で

きなかった。

4%

５．「技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎

的なコミュニケーション能力を身につける」という学習・教育目標を，

どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

26%

だいたい達成し

た。

50%

あまり達成でき

なかった。
22%

まったく達成で

きなかった。

2%

６．「技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての

倫理観を身につける」という学習・教育目標を，どの程度達成で

きましたか？

 
 

十分達成した。
29%

だいたい達成し

た。

50%

あまり達成でき

なかった。

19%

まったく達成で

きなかった。
2%

７．「課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる」という

学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

34%

だいたい達成し

た。

47%

あまり達成でき

なかった。

17%

まったく達成で

きなかった。

2%

８．「コンピュータを技術の実践に活用できる」という学習・教育目

標を，どの程度達成できましたか？

 
 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－３の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 23 年度 準学士課程５年生） 

 

十分達成し

た。

18%

だいたい達成

した。

61%

あまり達成で

きなかった。

18%

まったく達成で

きなかった。

3%

１．「自然科学と工学の基礎を身につける」という学習・教

育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成し

た。

21%

だいたい達成

した。

54%

あまり達成で

きなかった。

22%

まったく達成

できなかった。

3%

２．「専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用でき

る」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

18%

だいたい達成し

た。

52%

あまり達成でき

なかった。

26%

まったく達成で

きなかった。

4%

３．「修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる」とい

う学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

十分達成した。

20%

だいたい達成

した。

62%

あまり達成でき

なかった。

15%

まったく達成で

きなかった。

3%

４．「実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身に

つける」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 
 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－３の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 23 年度 準学士課程５年生） 

 

十分達成した。

15%

だいたい達成し

た。
51%

あまり達成でき

なかった。

27%

まったく達成で

きなかった。

7%

５．「技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎

的なコミュニケーション能力を身につける」という学習・教育目標を，

どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。
22%

だいたい達成し

た。

57%

あまり達成でき

なかった。

18%

まったく達成で

きなかった。

3%

６．「技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての

倫理観を身につける」という学習・教育目標を，どの程度達成で

きましたか？

 

 

十分達成した。

26%

だいたい達成し

た。

59%

あまり達成でき

なかった。

12%

まったく達成で

きなかった。

3%

７．「課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる」という

学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

十分達成した。

25%

だいたい達成し

た。

59%

あまり達成でき

なかった。

12%

まったく達成で

きなかった。

4%

８．「コンピュータを技術の実践に活用できる」という学習・教育目

標を，どの程度達成できましたか？

 

 
（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 375 - 

 

資料６―１―④－４ 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 24 年度 専攻科課程修了予定者） 

 

十分達成した。
27%

だいたい達成し

た。

73%

あまり達成でき

なかった。

0%

まったく達成で

きなかった。

0%

１．「自然科学と工学の基礎を幅広く習得し，それを応用すること

ができる」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

34%

だいたい達成し

た。
58%

あまり達成でき

なかった。

8%

まったく達成で

きなかった。

0%

２．「専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題

に応用することができる」という学習・教育目標を，どの程度達

成できましたか？

 

 

十分達成した。

25%

だいたい達成し

た。

58%

あまり達成でき

なかった。

17%

まったく達成で

きなかった。

0%

３．「修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステ

ムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する」という学習・教

育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

42%
だいたい達成し

た。

58%

あまり達成でき

なかった。

0%

まったく達成で

きなかった。

0%

４．「実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができ

る」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 
 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－４の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 24 年度 専攻科課程修了予定者） 

 

十分達成した。

33%

だいたい達成し

た。

17%

あまり達成でき

なかった。

42%

まったく達成で

きなかった。

8%

５．「豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニ

ケーション能力を身につける」という学習・教育目標を，どの程度

達成できましたか？

 

十分達成した。

25%

だいたい達成し

た。

67%

あまり達成でき

なかった。

8%

まったく達成で

きなかった。

0%

６．「技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理

的責任を理解し，説明することができる」という学習・教育目標

を，どの程度達成できましたか？

 

 

十分達成した。

34%

だいたい達成し

た。
58%

あまり達成でき

なかった。
8%

まったく達成で

きなかった。

0%

７．「課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することがで

きる」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

33%

だいたい達成し

た。

67%

あまり達成でき

なかった。

0%

まったく達成で

きなかった。

0%

８．「コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学

ツールを活用することができる」という学習・教育目標を，どの程

度達成できましたか？

 
（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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資料６―１―④－４の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 23 年度 専攻科課程修了予定者） 

 

十分達成した。

11%

だいたい達成し

た。

78%

あまり達成でき

なかった。

5%

まったく達成で

きなかった。

6%

１．「自然科学と工学の基礎を幅広く習得し，それを応用すること

ができる」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。

11%

だいたい達成し

た。

83%

あまり達成でき

なかった。

6%

まったく達成で

きなかった。

0%

２．「専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題

に応用することができる」という学習・教育目標を，どの程度達

成できましたか？

 

 

十分達成した。

16%

だいたい達成し

た。

67%

あまり達成でき

なかった。

17%

まったく達成で

きなかった。

0%

３．「修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステ

ムを設計・開発する創造的能力と意欲を有する」という学習・教

育目標を，どの程度達成できましたか？

 

十分達成した。
11%

だいたい達成し

た。

83%

あまり達成でき

なかった。
6%

まったく達成で

きなかった。

0%

４．「実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができ

る」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程と専攻科課程における同様な学習・教育到達目標（Ｅ）の学生の達成度評価が低い理由

は，A. C. E. またはＴＯＥＩＣの受験により学生が自身の英語能力を把握しているためだと考えら

れる。対応として，外国人教師による英会話授業の増加，英語教科の必修化など，英語教育のカリキ

ュラム改正が行われた。また英語デーの設置，英語プレゼンテーションコンテストの実施，英語eラ

ーニングシステムの更新により，英語及び英語によるコミュニケーション能力に関する教育を充実さ

せている。さらに海外の５大学（教育機関）と学術交流協定を締結し，海外研修旅行，海外インター

ンシップの実施を通じて，国際性の涵養とコミュニケーション能力の育成に努めている。 

国際交流と英語教育については，平成２１年度評価報告書「外部評価に基づいた内部点検評価」に

おいて詳細に報告されている。

資料６―１―④－４の続き 

学習の達成度評価に関するアンケート集計結果（平成 23 年度 専攻科課程修了予定者） 

 

十分達成した。
22%

だいたい達成し

た。

50%

あまり達成でき

なかった。

22%

まったく達成で

きなかった。

6%

５．「豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニ

ケーション能力を身につける」という学習・教育目標を，どの程度

達成できましたか？

 

十分達成した。

22%

だいたい達成し

た。

67%

あまり達成でき

なかった。

11%

まったく達成で

きなかった。

0%

６．「技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理

的責任を理解し，説明することができる」という学習・教育目標

を，どの程度達成できましたか？

 

 

十分達成した。

16%

だいたい達成し

た。

67%

あまり達成でき

なかった。

17%

まったく達成で

きなかった。

0%

７．「課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することがで

きる」という学習・教育目標を，どの程度達成できましたか？

十分達成した。

22%

だいたい達成し

た。

78%

あまり達成でき

なかった。
0%

まったく達成で

きなかった。

0%

８．「コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学

ツールを活用することができる」という学習・教育目標を，どの程

度達成できましたか？

 

（出典 評価委員会 教育評価アンケート） 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

 平成２４年度に，卒業（修了）生及び就職先に対して，在学中に身に付ける学力や資質・能力，

卒業後の成果等に関するアンケート調査を実施した。アンケートは定期的に実施しており，前回は

平成２０年度の実施であった。（今後は正確に３年ごとのアンケート実施が計画されている。）平

成２４年度のアンケートの，対象，実施時期，回答数を資料６－１－⑤－１に示す。 

 資料６－１－⑤－２に集計結果の要約を示す。資料６－１－⑤－３，資料６－１－⑤－４に，卒

業（修了）生，就職先に対するアンケートの詳細な集計結果を示す。 

 

 

 

             資料６―１―⑤－１ 

アンケート対象：(1)昭和62, 63年度, 平成10, 16, 17年度本科卒業生 

(2)平成16, 17年度専攻科修了生 
(3)平成19～23年度の本科卒業生および専攻科修了生 

の就職先企業(人事担当者) 
アンケート期間： 平成24年5月28日～7月10日 

           （郵便によるアンケート依頼およびweb回答） 
回答数（率）： 卒業生・修了生83／686人（12%），企業52／223社（23%） 

参考        ： 平成20年度 卒業生・修了生167／646人（26%），企業89／230社（39%） 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－２ 

平成２４年度「本科卒業者・専攻科修了者による教育評価アンケート」と， 

平成２４年度「企業による舞鶴工業高等専門学校の教育評価アンケート」の集計結果の要約 
 
評価項目(本校の教育)についての，卒業(修了)生の現在の業務における要求度と現在の業務を遂

行する上での満足度と，評価項目(本校の教育)についての就職先の卒業(修了)生に対する評価値を
示す。数値は５段階評価であり，要求度，満足度，評価値が高いほど大きい。 

評 価 項 目 
卒業・修了生の業

務における要求度 

卒業・修了生が本校で

受けた教育の満足度 

企業の本校の教育

に対する評価値 

1．自然科学（数学・物理・化学など） 3.6 3.7 2.9 

2．専門知識（座学系） 3.7 3.7 3.5 

3．専門知識（実験・実習系） 3.6 4.0 3.3 

4．基本的な情報技術 3.9 3.2 3.2 

5．英語によるコミュニケーション 3.1 1.9 2.4 

6．哲学(倫理学)・法学・経済学など 3.0 2.6 2.2 

7．卒業研究・特別研究 － 3.0 3.2 

8．学習・教育到達目標（本科） － 4.2 4.1 

9．学習・教育到達目標（専攻科） － 4.0 4.0 

10．グローバルな視点から 

多面的に考える能力 

－ － 2.7 

11．記述・発表・討議などの 

コミュニケーション能力 

－ － 3.1 

12．自主的・継続的学習能力 － － 3.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 評価委員会） 
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             資料６―１―⑤－３ 

平成２４年度「本科卒業者・専攻科修了者による教育評価アンケート」集計結果 

 

１．個人基礎データに関する質問 

 

問１. あなたの年齢を[    ]内に記入して下さい。 

     [33.9歳] （平均） 

  

問２. 出身学科を回答して下さい。 

  

問３. あなたの現在の勤務先（自営も含む）の業種は何ですか？ 

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

問４. あなたの現在の職種は何ですか？  

 

問５. あなたの現在の職種の経験年数を回答して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

２．業務に必要な知識，高専で学んだ知識に関する質問 

 

Ａ「自然科学（数学，物理，化学など）に関する知識とそれを応用する能力」について，お尋

ねします。 

 

問６. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

問７. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問６で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｂ「高専で学んだ専門分野に関する知識（講義系科目）とそれを応用する能力」について，お

尋ねします。 

 

問８. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

問９. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問８で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｃ「高専で学んだ専門分野に関する知識（実験・実習系科目）とそれを応用する能力」につい

て，お尋ねします。 

 

問１０. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

 

 

 

問１１. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問１０で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｄ「基本的な情報技術に関する知識とそれを応用する能力」について，お尋ねします。 

 

問１２. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

 

問１３. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問１２で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｅ「英語に関する知識と英語によるコミュニケーション能力」について，お尋ねします。 

 

問１４. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

 

問１５. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問１４で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｆ「いわゆる一般教養科目（技術者倫理,哲学，法学，経済学など）の知識とそれを応用する能

力」について，お尋ねします。 

 

問１６. あなたの現在の業務では，これらが必要とされますか。 

 

 

問１７. 業務を遂行するうえで，高専で受けたこれらの教育は十分でしたか。 

（問１６で[1] または[2]と回答した場合にお答え下さい。） 

 

 

（出典 評価委員会資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 389 - 

 

             資料６―１―⑤－３の続き 

Ｇ「卒業研究」・「特別研究」についてお尋ねします。 

 

問１８. ５年生・専攻科生で実施した卒業研究・特別研究の経験は，あなたの職務を遂行する上

で役立っていますか。 

 

 

３．技術者意識に関する質問 

 

問１９. 技術者として，「工学技術のもつ地球的，社会的影響力の重要性」を十分理解されてい

ることとは思いますが，これを認識され始めたのはいつ頃ですか。 
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問２０. 技術者として，「工学の発展に常に興味をもち，生涯学び続ける意欲」が大切であると

よく言われますが，ご自身をどのように評価されますか。 

 

①本科・専攻科の卒業・修了時の評価 

 

 

②現時点での評価 
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４．学習・教育到達目標について 

 

問２１. 本校では，本科の学習・教育到達目標として以下を設定しています。 

A) 自然科学と工学の基礎を身につける 

B) 専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる 

C) 修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる 

D) 実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける 

E) 技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び 

英語による基礎的なコミュニケーション能力を身につける 

F) 技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける 

G) 課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる 

H) コンピュータを技術の実践に活用できる 

これらは適切と思われますか？ 

 

 

 

問２２. 前問で[4]または[5]と回答された場合，その理由をお書きください。 

 

 記述なし。 

 

 

（出典 評価委員会資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 392 - 

 

             資料６―１―⑤－３の続き 

問２３. 本校では，専攻科の学習・教育到達目標として以下を設定しています。 

A)自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる 

B)専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる 

C)修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能力

と意欲を有する 

D)実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる 

E) 豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける 

F) 技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することが

できる 

G) 課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる 

H) コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる 

これらは適切と思われますか？ 

 

 

 

問２４. 前問で[4]または[5]と回答された場合，その理由をお書きください。 

 

    ○卒業後の実務にほとんど必要と感じるから 
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５．「自立した技術者像」について 

 

問２５. 本校では「育成しようとする自立した技術者像」を定めようとしています。「自立した

技術者像」のイメージがありましたらお書きください。 

 
○営業も行える設計・製造者であること 
○自ら学び，こだわりを持って課題に取り組む姿勢があること  
〝自ら思い立ち，主体的に行動できる人〟 
私が高専生の頃は授業を“受身”で“こなす”ことが多かったのではないかと今では反省していますが， 高専祭や卒業研究終盤では自
分の役割がはっきりと認識できたことで，主体的に動けたと感じます。社会に出ると，自分は何がやりたいのか，主体的に行動できてい
るのかを常に問われます。中学を卒業した後という若いときから，主体的に行動できる習慣（環境）があれば，学生は自ら伸びていくも
のだと感じます。 
○技術を習得するまえに，社会や環境に貢献できる製品やサービスを実現するゴールを思い描き，そのゴールに向けて技術がどのよ
うに貢献できるか想像し，そのゴールを実現するために，他者と円滑なコミュニケーションが取れるような人物像。上記は，技術的知識
や経験を蓄積する以前に最も身に着けておくべきスキルであり，これらが身に付き，且つ技術的知識や経験を蓄積した技術者が「自立
した技術者像」であると考えます。 
○常に疑問を持ち探究心のある人 
○自ら課題，解決する手段を見出し，解決方法を論理的，且つ合理的に情報を必要とする人に報告ができる技術者  
○課題・Issue を自ら発見し，それを解決する努力ができる。 
○専門と認識する業種に関する深遠な知識体系，未体験の業種であっても自己の持てるモノを活かしていこうとする貪欲さ，それらで
一定以上のラインを目指せる技能をもつ（探求する）者  
○会社の方向性に自分の知識を合わせられるあるいは合わせる努力を常に続ける 
○スティーブ・ジョブス 
○現在の社会情勢，身の回り（会社/教育現場）の状況を見据えて，問題提起，課題の抽出，課題の解決までを自ら積極的に考え行動
する技術者が，自立した技術者像と考えます。 
○年齢を問わず常に向上心を持ち勤務する会社や社会に貢献できる技術を吸収するとともに，これまでの経験を生かし次の時代を担
う人材を育成する技術者 
○向上心を持ち絶えず疑問を持つ。自分自身で創造する。 
○自分で調べ，自分で考え，周りの意見を聞き，自分で納得し，自分で行動する。  
○自分で考え問題解決できる技術者 
○対課題力，対人力，対自己力を備える人物，また向上心を持ち実践し続ける人物。  
○よく学び，よく考え，実践する 
○私が高専に入学した当時からエンジニアに最も必要なものは「創造力」であると，つぶさに聞かされていたように記憶しています。確
かに，様々なモノを創りだす力とそれを下支えする正確な理論はエンジニアにとって必須のものであると思います。しかし，昭和から平
成に変わり数十年「いいモノさえ作れば必ず売れる」といった時代はとっくの昔に終焉を迎えています。今の時代のエンジニアに必要な
資質として「創造力」だけでなく，製品の最終購入者の何を望んでいるのかを敏感に感じ取れる「想像力」をあわせて考える必要がある
のではないでしょうか。Creativity と Imaginality のどちらに偏ることもなく，あたかも両輪のように使いこなせるエンジニアというのが，
今，求められている姿だと思います。 
○目的，解決の方法・手段，結果が自分で導き出せる。 
○私は産業ロボットに携わる仕事をしており現在営業職ですが，会社に入社した段階では技術員としてでした。技術としての知識とし
て，物理や数学に関してある程度知識がある方が，他の技術員よりも理解が早く仕事効率がよかった気がします。しかし，営業となると
知識だけでなくコミュニケーション能力や資料作成能力，またはシステム全般を管理しなければならないので結局は多くの能力を必要と
されます。昔ながらの職人気質な技術者も立派であると思いますが，グローバルな技術者となると多くの知識，経験を持っている者が
必要とされると思います。社会に出てこれらを学ぶようになりましたが，学生時代に尐しでも気づけるのとでは将来大きな差がでてくると
感じます。 
○コスト，品質，納期という制限が常に付きまとっています。この制約条件の中で，最大のパフォーマンスを発揮する。  
○勤続経験によって社会や地域に求められる技術者は異なる。キャリアパスなどを考慮すればよいと考えます。たとえば，勤続５年や１
０年までは精確な技術は必要ですが，要所では判断を上席に仰ぐ必要があります。勤続年数が長くなると技術だけでなく，管理能力を
求められます。部下を受け持つと育成能力も問われます。 
○ものごとの本質を正しく理解できる，また，なぜそうなのかを自分の言葉で正しく論理的に伝えられる技術者。生涯学ぶ姿勢を持つ技
術者。 
○自発的な論理追求を怠らない 
○リスクを把握し，対処できる。十分な知識があり，根拠に基づいた説明ができる。関係者と信頼関係を築くことができる。  
○英語力，新しいアイデアを出せる力，強い意志力を持ち，エネルギッシュである（エネルギッシュという点は成果を残されている方に共
通する特徴だと思います）。 
○自ら考え実践することができる 
○既成の枠にとらわれない，新しい発想ができる。悩みにぶちあたっても解決する糸口を持っている（何を調べたら良いのかが分かる，
頼れる仲間がいる，相談しあえる）。 
○今の自分に必要な知識・情報を適切なツールを使いすばやく収集し，読解できる。また，優れたコミュニケーション能力により自分の
得た知識を周囲に発信することが出来て，自分の所属する組織全体の技術を底上げできる。  
○問題点を洗い出し，自ら考え実践し，効果の確認ができる。常にあきらめないこと！挑戦をつづけること！  
○自ら発信し，回りの意見を聞きながら，責任を持ち最後まで実行する。 
○前例のない課題等に自ら考え答えを出す。 
○企画・立案から設計・施工・保守運用まで一元管理にて実施する体制  
○失敗をおそれず，何事にもチャレンジする強い気持ちを持ち，人のしない事に挑戦する勇気を持った技術者。  
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６．学科構成・学科名称等について 

 

問２６. 本校には，本科に「機械工学科」「電気情報工学科」「電子制御工学科」「建設システ

ム工学科」の4学科と，専攻科に「電気・制御システム工学専攻」「建設・生産システム工学専

攻」の２専攻が設置されています。これからも社会から求められる実践的かつ専門的な知識及び

技術を有する創造的な人材を育成する高等教育機関として，引き続き教育の内容や質の向上に努

めていきたいと考えています。つきましては，現在の学科構成・学科名称等につきましてご意見

・ご要望等ございましたら以下にお書きください。 
 

○名称はあまり変えないほうが良いと思います。 
○機械・電気・情報・電子制御はかなり関連に密接した工学であるといえる。機械＋電気，さらに＋電子制御，さらに＋情報技術という発
展をしていると思う。それぞれに特化した人材を育成することが目的ではなく，全てを薄く広くでも把握できる中で，特に強みとするものを
学科として定義するのが良い。 
○ソフトウェアに特化した学科が現在はあるのか分かりませんが，必要かと思います。  
○高専に入学を考える生徒や保護者が誤解しない名称にする必要がある。「建設システム工学科」という名称では土木分野と建築分野
のどちらが主であるかを明確に理解できないため，変更が必要であると考えます。  
○私の在学から卒業時までのわずかの間，ちょうどインターネットが普及しはじめ，情報処理技術が急速に高度化した時代と重なりま
す。私自身は機械工学科の卒業のため，他の学科の詳細な学習内容までしりませんが，1 年生時に学習した情報処理技術が，卒業ま
でに急速に陳腐化していったことにショックを覚えております。これからの時代も情報処理技術はどの工業分野でも間違いなく進化が続
きます。各学科の垣根を越えて共通の学習単位として，最新の情報処理技術を学べる仕組みがあれば，きっと卒業後に役に立つと思い
ます。 
○中学在学中に学科を決めたのがなんとなくのイメージしかなかった為，将来のイメージがはっきりしていなかった。私は現在，原子力発
電所において勤務しているが，概ね分野としては電気・計装・機械・建築に分けられており，私自身は計装分野で仕事をしているが，高専
で教わった内容で関係するのが電気の知識尐々となっている。計装分野に特化した学科があればよかったのにと思ったことはある。  
○昨今の IT 技術の進化を鑑みると，情報処理のみの専攻が必要と考えます。 
○現在の学科構成・学科名称等についてはそのままでよいが，カリキュラムについてはできるだけ幅広い知識を得られるよう組んでいた
だきたい。 
○構成・名称等をむやみに変えるべきではない 
○随分前から言われているとは思いますが，IT 業種の広がりはやはり見逃せないものですし，情報技術者の資格を取るための知識等
を教示する部門があってもよいのでは 
○最後の土木工学科の学生としては，土木工学が建設システムとなった事に尐し寂しさを感じています。 
○電気情報工学と電子制御工学の違いが，名称だけからはよくわからない。ただし，名称というよりも，その時代時代で学ぶ内容は異な
ってくるので，電気だ機械だ土木だと考えずに，柔軟に組み合わせて学べるシステムにしてはどうか。  
○機械工学科⇒機械システム工学科 
最近は，メカ設計だけ出来てもダメで，最終的にはシステムエンジニアを目指すべきだと思います。そうすると，メカ設計者でも，電気・ソ
フトを含めたシステム全般を理解しておく必要があるので，システムを付けておいたほうがよいと思いました。  

 

７．その他 
 

舞鶴高専の教育等に対するご意見・ご要望等ございましたら,以下にお書きください。 
 
○教育は押し付けでは成り得ない。学生自身の学びたいという欲望，興味をどのように持たせ，引き出すかによって，自主的に学んでいく
ものである。それをサポートする体制をしっかり持つようにして頂き，特に学生には広く視野を持たせる経験を与えることが肝要。工場見
学，社会人（OB など）を招いての意見交換会，学会など，学生にいろいろな場所での学習機会・経験を与えて欲しいと思います。  
○工業を中心とした製造業(ものづくり)は，今後益々厳しくなります。グローバルに活躍人材，新しいことに挑戦していく人材の育成をお願
いします。 
○在学中はとにかく，どこで使える知識か解らないまま勉強していた記憶がある。入学前にどういった分野で使える知識か解っていれば，
学科も決めやすかったと思う。 
○物理，数学をより充実させる 
○外国語は読解ができればよいと感じる 
○豊橋・長岡技術科学大学との連携 → 一貫したカリキュラムを考えて欲しい 
○情報リテラシー・セキュリティポリシーの教育  
○在学中に JABEE という言葉をよく聞いていたが，何かに役立ったということが全くない。 
○私の個人的な考えなのでズレていれば恐縮ですが…高専という学校は過去に我が国が工業立国を目指したころ，不足するエンジニア
を早急に育成するために専門機関として作られた仕組みであると認識しています。言葉は多尐悪くなりますが，いち早く即戦力となる人材
を社会に向けて出荷するための養成機関であったと。しかしながら時代も移り変わり，設立当初とは社会情勢も大きく変わる昨今，モノつく
りの現場でいち早く使える人間が欲しい，という社会のニーズはとても希薄になっていると思います。高専の 5 年間一貫教育，若くに親元
を離れ育む自立心，若い仲間と長く寝食を共にすることで磨かれる感性。これらについては個人的にとても素晴らしいことと思いますし，私
自身，とてもいい教育を受けたと常に舞鶴高専卒業生であることに誇りを持っています。旧態依然とすることなく，この特殊な教育環境を
使い，今の時代のニーズに合わせて，素晴らしい若者を育んでいっていただきたいと思います。本校をこれから巣立つまだ顔も見ぬ後輩
たちと，社会の現場で手を取り合える日に期待をしつつ，私は社会で自身のビジネスに邁進してまいりたいと思います。  
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○教育という概念が先生方にまったく浸透していない。学びの喜びを伝える努力をいていない。生徒の立場としては研究者の前に教育
者たれ！！という思いが在学中からずっとあった。自主性の名の素にほったらかしの感じがあった。  
○高専生は，大学生にない「人間力」をもっと磨くようにしてください。以前は，どこの客先に行っても「高専生にハズレはない」とコメント
頂きましたが，最近そんな意見を余り聞かなくなりました・・・。社会に出て，大学（院）出身者と競争しようと思うと，もっと違う色を出す必
要があると思っています。即戦力を育てても，数年で並ばれます・・・ なので，センスや人間力はそう簡単に成熟しないと思いますの
で，そのあたりの力を伸ばしてあげてください。 
○舞鶴に限らず高専全般について本来の存在目的はすでに終り，もはや高専卒程度の工学知識レベルはエマージング諸国でのレベ
ルとなる。今後，情報ネットワーク分野など大学での習得よりも，より早く社会に出て実践で身に着けるほうが早く確実な分野に向けて
下地の良い若手の育成を期待したい。インターネット・情報ネットワークの職種においては大卒でのスタートよりも高専卒の若いうちから
のスタートのほうがアドバンテージが大きい。 
○社会では最前線の場に送り込まれる機会が多いので，語学やコミュニケーション力，プレゼンテーション力の育成が必要かと考えま
す。 
○学生が主体的に行動できるような環境づくりに期待します。0 から目標を掲げて行動するというのは，全員が全員できるわけではな
いので，きっかけを与えてくれるようなイベント，活動を通して尐しずつ学生が成長できればいいなと思います。昨今では高専から大学
へ進学する割合が多くなっていますが，社会ではこの他の人とは違う経験をしてきた事実が大きな武器となります。（私がそうでした。）
高専の社会的役割は日々変わってきていますので，是非とも頑張っていただきたいと思います。 
○卒業して１０年以上経ち，在学中にお世話になった先生方が定年退官されたと同窓会誌で見るたびに寂しさを感じると共に先生方か
ら学んだ事を生かせているのかなと自問しております。卒業してからも学校と関わりが持てるような取り組みがあればと思います。 
○学ぶ技術が社会の中でどういった役割を果たすのかを認識できるようになるのが学習意欲の向上につながると思う。 
○高専卒業後，大学及び大学院を経て，現在の職種に就いた。業務に役に立った知識は，高専で学んだ（大学でも復習したが・・）こと
で十分であった。特に，実習，実験での経験は非常に役立ち，応用力として身に付きました。これからも質の高い教育を実践お願いしま
す。 
○業界や実務の話題を取り込んだ講義があれば良かった。 
○基礎的な技術的知識や経験の取得はもちろんのこと，人間力（想像力，好奇心，協調性  等）を身に着けるためにも，是非とも全寮
制の制度は必要だと思います。自身が舞鶴高専を卒業し，最も価値あることだと感じたことは，1 年から 5 年までを寮で過ごし，指導寮
生なども務めさせていただき，そこで培った他者（上級生，下級生）とのコミュニケーションや集団で必要とされる協調性や集団に対して
の発言力だと思っています。また，国内・海外企業へのインターンシップ制度なども推進し，国際社会で通用する人材育成を強化してほ
しいと願います。 
○自明のことですが，就職した後の知識・技術を得るための母体つくりも重要ですが，PDCA サイクル，マンツーマンインターフェースに
ついても教示していただければ（そこに引っかかった経験がありますので）。後は，色々な流れで会社の法務・経営企画に携わることも
あろうかと思いますので，法学，経済学も油断なく修めていくようご教示くだされば。  
○基礎科目をおろそかにしない教育の継続をお願いします。 
○ホームページのデザインがあまりよくないですね。いい学校なのにもったいないです。欧米の大学のサイトのようにシンプルでかつ知
的さを感じさせるようなホームページを希望します。 
○高専卒業生は，頭でっかちでなく，現場作業も嫌がらずにやる（それが当たり前だと思っている）ところがあると思います。大学生とは
バイタリティが違うというところを見せてもらいたいです。今後の卒業生にも大いに期待をしています。  
○専門知識は重要。でも「広く浅く」だとあまり益が無い。電気情報工学科は電気と情報に分けたほうがいいのでは？今のままではどっ
ちの専門知識も不十分に思う。学科を増やせないなら片方だけにしてもいい。つまり「ウチは電気工学科です。情報を専攻したいなら他
高専を受験してください」とする(逆でもいいけど)。ほんとはもっと狭く深くしてもいいと思うのですが・・・ 
○社会に出ると様々な公的資格を要求(会社又は立場から)されますので，在学中の一連の就学内容に資格取得を考慮頂ければと思
います。 
○一言で言うと「コミュニケーション能力」がないとこれから厳しいと思います。職人に生きる方は別ですが。OB として応援しています。 
○私がお世話になったのはもう 20 年以上も前です。当時，土木工学科にて測量実習，各種実験等で充実した専門教育を受けた記憶
があります。現在建設業関係に従事し，十分に役立ち感謝しております。しかしながらご承知かと思いますが，社会においてはコンピュ
ーターを用いた技術が必要不可欠となっております。現在の教育内容を存じておりませんが，従来からの外業的教育を継承しつつ，情
報処理関係（CAD 製図，測量処理等）を充実させると良いと考えます。 
○意見・要望等は特にわかりませんが，自分自身が舞鶴高専で学んだことを述べさせて頂きます。現在の仕事での具体的な技術・知
識は，卒業後に実践によって身につけましたが，その下地となる発想や着眼点は，講義及び実習を通して学ばせて頂いたと感じていま
す。また「３」の技術者としての意識の部分では，幼稚な私たちに対し，折に触れ繰り返し根気よく伝えて頂いたことが，今になって有り
難く感じています。実社会での経験も豊富な先生方が多くおられ，学問はもちろんのこと，講義の合間や雑談の中で印象に残った言葉
は，その後実際に社会にでて仕事を始めてから，度々ヒントとなり，支えとなっています。そして，これはほとんどの卒業生が口にするこ
とのように思いますが，仕事を十分に進めて行く上で必要不可欠な協調性や交渉力は，在校中に随分と鍛えられたと思います。学生
時代は余り勉強をしなかったので，知識と技術を身につけるのに非常に恵まれた環境にいて，十分な時間もあったというのに，もったい
ないことをしたと，自覚の足りなかった自分を悔いています。 
○開校時の理念，自由と責任  を忘れずに，いつまでも自由な校風のままであり続けてほしい。 
○企業では考える力，実践する力，話す力が必要だと思います。そういった人材育成を希望します。  
○機械工学科の卒業生ですが，現在の職務において高専のときに機械言語を学んでいればよかったと後悔しています。 
○記憶が正しければ当時のカリキュラムには殆ど組み込まれていなかったと思います。この点に関してはどういった職種に就くかによっ
ても大きく変わってくるので何ともいえません。ただ私的な意見ではありますが，高専卒業後すぐに就職するのであれば，各科だけの専
門的な技術・知識だけを深めるのでは無く”広く浅く”色んなことを学習したほうが技術者として今後色んな可能性もつことが出来ると思
います。ずーっと同じ職場，職種なんて方のほうが珍しいと思います。社会に出てから新しいことに 0 からチャレンジするのは非常にタ
フなことです。 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－４ 

平成２４年度「企業による舞鶴工業高等専門学校の教育評価アンケート」集計結果 

 

１．基礎データに関する質問 

問１. 貴社の業種をお答え下さい。 

 

問２. 貴社に在籍の①社員数，②高専卒の社員数，③舞鶴高専本科卒業者数，④舞鶴高専専攻科

修了者数, ⑤最近５年間に入社した舞鶴高専本科卒業者数をお答え下さい（概数で結構です）, 

⑥最近５年間に入社した舞鶴高専専攻科修了者数をお答え下さい（概数で結構です）。 

平均     ①  1934.9 人   ②  86.4 人   ③  5.6 人   ④  1.1 人 

⑤  1.7 人     ⑥  0.5 人 

問３. 最近５年間に入社した舞鶴高専本科卒業者・専攻科修了者の配属職種をお答え下さい（複

数の卒業者がおり，配属職種が異なる場合には該当職種をすべてお答え下さい）。 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－４の続き 

２． 最近５年間に入社した舞鶴高専本科卒業者・専攻科修了者（以下，評価対象者）が舞鶴高 

専で受けた教育の評価に関する質問 

 

問４. 自然科学（数学，物理，化学など）の知識やそれを応用する能力に関して，評価対象者は

舞鶴高専においてこれらの教育を十分に受けたと思われますか。 

   

 

問５. 専門分野の知識（基礎学力）や,それを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専に

おいて,これら教育を十分に受けたと思われますか。 

 

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－４の続き 

問６． 専門分野の知識（基礎技術）やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専に

おいて,これらの教育を十分に受けたと思われますか。 

    

 

 

問７. 基本的な情報技術に関する知識やそれを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高専に

おいて,これらの教育を十分に受けたと思われますか。 

   

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－４の続き 

問８． 英語に関する知識や,英語によるコミュニケーション能力に関して，評価対象者は舞鶴高

専において,これらの教育を十分に受けたと思われますか。 

  

 

 

問９. 経済学，法学，倫理学などの知識や,それを応用する能力に関して，評価対象者は舞鶴高

専において,これらの教育を十分に受けたと思われますか。 

   

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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             資料６―１―⑤－４の続き 

問１０． 評価対象者は，舞鶴高専での卒業研究・特別研究などを通じて課題を探求する能力や,

課題を解決する能力を十分に身につけたと思われますか。 

  

 

 

問１１. 評価対象者は，舞鶴高専において,グローバルな視点から多面的に物事を考える能力と

その素養を身につけたと思われますか。 

   

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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問１２. 評価対象者は，舞鶴高専において,論理的な記述力，口頭発表力，討議などのコミュニ

ケーション能力を身につけたと思われますか。 

  

 

 

問１３.  評価対象者は，舞鶴高専において,自主的，継続的に学習できる能力を身につけたと思

われますか。 

   

 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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３．学習・教育到達目標について 

問１４. 本科の学習・教育到達目標として以下を設定しています。 

A) 自然科学と工学の基礎を身につける 

B) 専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる 

C) 修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる 

D) 実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける 

E) 技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション 

能力を身につける 

F) 技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける 

G) 課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる 

H) コンピュータを技術の実践に活用できる 

 これらは適切と思われますか？ 

 

 

 

問１５. 前問で[4]または[5]と回答された場合，その理由をお書きください。 

  

○語学力(特に英語)の習得が足りない 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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問１６.  専攻科の学習・教育到達目標として以下を設定しています。 

A) 自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる 

B) 専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる 

C) 修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステムを設計・開発する創造的能

力と意欲を有する 

D) 実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる 

E) 豊かな人間性，国際性，協調性及び英語によるコミュニケーション能力を身につける 

F) 技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明すること

ができる 

G)課題の提案・報告などを効果的に記述し，説明することができる 

H)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる 

 これらは適切と思われますか？ 

 

 

 

問１７. 前問で[4]または[5]と回答された場合，その理由をお書きください。 

  

○語学力(特に英語)の習得が足りない 

 

 

（出典 評価委員会資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 404 - 

 

             資料６―１―⑤－４の続き 

４．求めておられる「自立した技術者像」について 

問１８. 本校では「育成しようとする自立した技術者像」を定めようとしています。求めておら

れる「自立した技術者像」のイメージがありましたらお書きください。 

 

○弊社では「人間力」「現場力」を社員に求めています。 

≪人間力≫ 

 礼儀正しい，感謝の気持ち，整理整頓＆清潔，謙虚な気持ち，チャレンジする 

≪現場力≫ 

 緊急対応力，労務差配力，改善提案力，意思疎通力，センサー力，共同・段取力 

○常に一歩進んだ品質・技術を目指し，能動的に技術力向上に取り組み，それを後の世代に継承していく技術者。 

○豊富な経験と現場力を有して顧客から信頼され，責任感のあるリーダーとして自己研鑽により能力を高めていける能

動的な人。※孤立ではない。 

○弊社では生産技術者としての活躍を期待している。『顕在化している技術課題を，自らが解決するだけでなく，潜在化

している技術課題を，自らが設定し，解決に導く。』そんな技術者であって欲しい。 

○担当分野だけでなく，多面的に物事を判断できる 

○「担当工事における知識・技術の取得を基礎」として「コミュニケーション」が取れ，「提案力」を身に着けることを主眼と

している。 

○問題に対し指示を待つのではなく，自らの意思で粘り強く取り組み，最後まであきらめない技術者 

○工学の基礎とそれを応用する力，また教養を身につけ，どのような職務についたとしても，その業務に必要とされる技

能を短期に習得することができる。社内外において，円滑な人間関係を築くことができる。困難に直面した時にも，的確

に問題解決策を見いだすことができる。 

○何事にもチャレンジングで失敗しても，くじけない強固な精神を持っている技術者 

○まずは疑問を持つ力を持った技術者であり，探究心と論理的考察とともに技術課題に取り組むような技術者を求めて

います。 

○自らの専門としている分野以外のことでも何にでも興味を持ち(好奇心が旺盛)，自ら考え，行動し，明るく周りを巻き込

むことができる人物 

○仕事に対して自発的に取組み完結に向け行動できる人物 

○技術者として求められる知識・技能のみならず，コミュニケーション能力の高い技術者であり，何にでも興味を持つ，探

究心の強い技術者を求めております。 

○貴校が掲げられている学習・基本目標の内容を兼ね備えておられる技術者であれば十分社会に通用する技術者と考

えます。あとは，色々な分野の方との接触もあることから，協調性があることが重要と考えます。 

○自ら課題を発見しようとする姿勢と能力。「やってみます」という態度。固定観念にとらわれない柔軟な発想。 

○疑問や興味に対する探究心をもち，人をうまく巻き込む能力を発揮できる人材 

○何事においても受動的ではなく，能動的に考え・取り組むことが出来る。また，どんな困難な状況であっても，やり遂げ

る責任感と精神を合わせ持つ人材。 

○守：最初は既存の技術を吸収できる能力 破：既存の技術を脱却できる能力 離：新しい物を作り出す能力 

それぞれ 10 年スパンで進化して欲しい。 

○幅広い知識・技術を保持すると共に，特定分野の専門性を有するような技術者。（いわゆる「Ｔ型」技術者） 

○企業や組織が目指している技術に対して，自身で課題や問題点を洗い出し，自己成長ができる方。お客様の要望を

汲み取り，臨機応変に対応できる方。 

○新しいモノを生み出す力のある人。助け合うことのできる人。責任感と使命感を持てる人。努力を惜しまない人。 

○明るく元気で，何事にも根気よく取り組む姿勢のある人。社交的・協調的でコミュニケーションの取れる人，リーダーシ

ップを取れる人。ものづくりが好きで，製品に対する好奇心・探究心のある人。英語に対して苦手意識が強くない人。 

○常に疑問・興味の意識を強く持ち，自ら進んで勉学に励む姿勢のある人物を求めています。特に，興味は持つが，途

中で投げ出してしまう人物では困る。即ち，興味以上に，疑問を強く持ち，前向きに且つ，明るさを兼ね備えた人物は，自

立した技術者になるのでは。また，企業側の求める人物では。同じ失敗を繰り返されれば困るが，失敗を恐れず，特に

失敗を素直に認め，速報告できる人物。最後には，各方面の人の教えを素直に聞くことができ，明るい人物。 

○高い当事者意識と熱意をもって仕事に取り組む。広い視野とスピード感をもって仕事に取り組む。 

○高い志と独自の視点，さらには強烈な目標達成意欲を持ち，現場・顧客視点で高い価値を提供し続けることができる

人材 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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５．学科構成・学科名称等について 

問１９. 本校には，本科に「機械工学科」「電気情報工学科」「電子制御工学科」「建設システ

ム工学科」の4学科と，専攻科に「電気・制御システム工学専攻」「建設・生産システム工学専

攻」の２専攻が設置されています。これからも社会から求められる実践的かつ専門的な知識及び

技術を有する創造的な人材を育成する高等教育機関として，引き続き教育の内容や質の向上に努

めていきたいと考えています。つきましては，現在の学科構成・学科名称等につきましてご意見

・ご要望等ございましたら以下にお書きください。 

 

○化学系・材料系の学科があると，教育の幅がより広がると思います。 

○高専，大学を含め学科名から「土木」の文字が消えつつあることは寂しいことと感じています。 

○電気情報工と電子制御工の各学科において，ハード面とソフト面のすみわけを望みます。 

 

６．その他 

舞鶴高専の教育等に対するご意見・ご要望等ございましたら,以下にお書きください。 

 

○対象者１名は，平成２４年４月入社の新入社員です。１０月１日まで研修中のため，御校教育の効果の確認

は，現時点では不可能です。 

○御校の生徒だけに限ったことではございませんが，近年の新卒者は，こちらからの問い掛けや，話し掛けた

ことに返事等ができない方が多いです。学科や科目のスキルアップも結構ですが，学生達が将来社会に出られ

た時の社会的ルールの教育も必要ではないでしょうか。 

○学校での勉強は，社会ですぐに役に立ち，学校での勉強がよく出来たから社会での良い人材とは限らないと

考えます。人に好かれ，常に素直で前向きな人物を専門教育を通じ育てていただければと考えます。学校で

は，当然専門的な勉強をするでしょうが，社会では，壁や，疑問等を，どの切り口から勉強し，解決するかが

必要で，「勉強の仕方」を習得した人物こそ成長すると考えます。併せて，コミュニーションが自然ととれる

人物を育てていただければと思います。社会に出てからが勝負で，出来る人物（技術者）は社会に出てから作

られていくと考えます。 

○①英語教育の拡充 ：目標を設定し，資格取得を目指す（TOEIC 等） 

 ②論理的な思考能力及び，発表能力 ：バックデータに基づいたロジカルな話し方 

  以上２点の教育拡充のご検討をお願いします。 

○貴校卒業生が本年度（平成２４年４月１日入社）初めて入社され非常に期待しているところです。技術者と

しの基本並びに人間性として非常に高いものを兼ね備えており，貴校での学生生活の中で築かれてきたものと

思います。また，貴校来春卒業予定者の採用内定も出ており，引き続き期待しております。 

○何事にもおいても前向きに積極的に取り組み，投げ出さず，やり遂げる事の出来る人間を育成して下さい。 

○在学中に，公的資格を取得するよう推奨する指導があると良かった（本人談）。会社においては，資格を有

することが，本人の処遇 UP につながる。同期入社の会社内専門学校卒のメンバー（在学中に資格取得実績ア

リ）に比べ，ハンデを感じる部分があると思う。 

○今後とも宜しくお願いいたします。 

○舞鶴高専に対してということでは特にありません。一般論としての私見ですが技術の幅と深さこのどちらに

進むかは本人の資質だと考えますがどちらにでも進みうる骨格を学べたら学生は幸せだと考えます。 

○弊社へ入社いただいた貴校卒業生は，会社の期待に十分応えられる資質と姿勢を示してくれており，頼もし

く感じております。 

○専門的な知識・資格等は入社してからでも充分に習得可能である。一番大事な事は元気・やる気・根気だと

思う。 

○問４～問１３の設問に関しては当然ながら個人差があると考えています。また，身につけた能力が貴校にお

ける教育によるものか否か，判断が難しいところもあるかと考えます。しかしながら，貴校の卒業生の能力に

ついては一定程度高い評価をしておりますので，付言しておきたいと思います。また，京都府北部に立地する

数尐ない高等教育機関である貴校には，人材輩出という点において大いに期待しておりますので，引き続き教

育内容の充実にご尽力いただくようお願いします。 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

「１．自然科学」，「2．専門知識（座学系）」および「3．専門知識（実験・実習系）」において

は，業務における要求度，高専での教育の満足度ともに比較的高い評価値を示している。一方「4．

基本的な情報技術」は，業務における要求度は比較的高いが，高専での教育の満足度はやや低い結果

となっている。時代の流れを考慮した改善が必要である。「5. 英語によるコミュニケーション」は

業務における要求度に対して，高専で受けた教育の満足度は全評価項目の中で最も低い結果となって

おり，企業からの教育評価値も低い。この傾向は平成20年度のアンケート結果とほぼ同じであり，更

なる改善が必要であることを示唆している。またこの傾向は，「6．哲学（倫理学）・法学・経済学

など」においてもほぼ同様であり改善の必要がある。「7．卒業研究・特別研究」では，卒業生・修

了生の満足度および企業からの教育評価値はあまり高くない。今回初めてアンケートを行った「8．

学習・教育到達目標（本科）」，「9．学習・教育到達目標（専攻科）」は，卒業生・修了生および

企業より高い評価値が得られており，本校の学習・教育到達目標の妥当性が示されたものと考えられ

る。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

就職が厳しい状況であっても就職率はほぼ100％を維持しており，求人倍率は専攻科課程の修了

生に対し85倍，準学士課程卒業生に対し20倍と非常に高い。進学を希望する学生もほぼ全員が大学

編入学，専攻科入学，大学院入学を果たしている。進学先はほとんどが国公立大学であり，推薦で

の入学を果たす学生も多い。これら進路状況から，就職先，進学先の本校卒業生，修了生に対する

評価が高いことがわかる。卒業（修了）生や就職先を対象とした，本校卒業（修了）生の学力や資

質・能力などについてのアンケートにおいても，本校における教育に対する評価は，英語によるコ

ミュニケーション能力を除けば良好である。 

専攻科課程の学生による学習・教育到達目標に対する達成度評価においては，約９割の学生が達

成したと回答している。専攻科課程の多くの学生が研究成果の学会発表を行っている。専攻科課程

の学生は高い目的意識を持って学習し，本校における教育が効果的でその成果が高いことがわかる。 

 

 

（改善を要する点）  

英語によるコミュニケーション能力の育成が課題である。学生自身の達成度評価，就職先の卒業

（修了）生に対する評価ともに，英語によるコミュニケーション能力については低いため，改善が

望まれる。 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準６ 

- 407 - 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 

 教育目的に沿って「学習・教育到達目標」が定められ，また「学習・教育到達目標」の各項目に対

応する科目が適切に設定されている。進級，卒業，修了の時点で，「学習・教育到達目標」に対する

到達度が要求するレベルに合わせて，進級，卒業，修了に関する規則を定めている。この規則を適切

に運用し，進級，卒業，修了の認定を行っているので，学生は進級，卒業，修了時に，それぞれの段

階で本校が養成しようとしている人材としてふさわしい学力や資質・能力を身に付けていることが保

証される。したがって本校においては，「学習・教育到達目標」に対する達成状況を把握，評価する

ための取組が適切に行われている。 

単位修得率，授業科目平均点，進級率，修了率，学位取得試験合格率，学協会の発表件数などは十

分高い数値を示している。ほとんどの学生は要求される学力を，準学士課程の各学年または専攻科課

程で身に付けており，教育の成果，効果が認められる。 

就職率はほぼ100％を維持しており，求人倍率も非常に高く，本校卒業（修了）生の能力が高く評

価されていることがわかる。進学に関してもその希望者のほぼ全員が専攻科入学，大学編入学，大学

院入学を果たしている。進学先はより専門性を高められる教育機関になっている。推薦入学を認めら

れる学生も多く，本校の専門分野教育の成果が評価されていることがわかる。 

 学生が行う達成度評価において，英語によるコミュニケーション能力に関する達成度評価が，他の

評価項目と比較すると低い。英語eラーニングシステムの更新など，英語教育の充実や改革は継続さ

れている。その他の項目は十分に高い評価であるので，学生が行う評価からも教育の成果がうかがえ

る。 

 卒業（修了）生や進路先への，学生が在学中に身に付ける学力や資質・能力に関するアンケート調

査は平成２０年度に引き続き平成２４年度にも実施している。ここでも学生が行う達成度評価と同様

に英語によるコミュニケーション能力に関する評価が他の調査項目と比較すると低い。その他の項目

は中間的な評価かそれより高い評価を得ているので，卒業（修了）生や進路先による評価からも，教

育の成果や効果が概ね上がっていると考えられる。 
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基準７ 学生支援等 

 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

 

（観点に係る状況） 

学習を進める上でのガイダンスとして，オリエンテーションやホームルームが整備され実施され

ている。入学式当日には新入生に対して「専門学科のためのガイダンス」，始業式当日には新入生

に対して「新入生オリエンテーション」と２年生以上に対して「担任オリエンテーション」が実施

されている（資料７―１―①―１）。また新入生合宿研修では新１年生に対して「学生生活の手引

き」（資料７―１―①―２）を配布して説明している。 

 

資料７―１―①―１ 

 

（出典 学生課教務掛資料） 
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資料７―１―①―２ 

 

 

 

（出典 学生生活の手引き） 
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準学士課程の学生に対しては，選択科目の履修にあたって「並列開講・専門共通選択科目の履修

手続」（資料７―１―①―３）の配布による説明や，担任による修得単位の確認（資料７―１―①

―４），特別活動としてのホームルーム，４年生に対する生産・情報基礎工学教育プログラム（Ｊ

ＡＢＥＥ）説明会（資料７―１―①―５）などが実施されている。 

 

 

資料７―１―①―３ 

 

（出典  学生課教務係資料） 
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資料７―１―①―３の続き 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料７―１―①―４ 

 
（出典 学生課教務係資料） 
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資料７―１―①―５ 

 

 

（出典 グループセッション） 
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専攻科生に対しては，１年次に「専攻科新入生オリエンテーション」（資料７―１―①―６）や

生産・情報基礎工学教育プログラム到達度確認表（資料７―１―①―７）の説明会，さらに２年次

に学位申請説明会（資料７―１―①―８）が実施されている。 

 

 

 

資料７―１―①―６ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―６の続き 

 
（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―７ 

生産・情報基礎工学プログラム達成度確認シート 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―①―８ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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学生が自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制として，オフィスアワー（資料７―１―

①―９）が設定されている．準学士課程では担任（1年生ではさらに副担任）（資料７―１―①―

１０）が置かれ，専攻科では担任にあたる専攻長が置かれている。 

 

 

 

資料７―１―①―９ 

 

（出典 学生課資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 420 - 

 

資料７―１―①―１０ 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学習を進める上での支援は，新入生合宿研修で高専での勉強法の指導が行われている。在学生に

対しては，未修得単位の追試験や個別の達成度の自己評価による確認指導など細部にわたって配慮

されている。個々の学生に対する学習支援として，オフィスアワーが設定されている。 

以上のことから，学生全体に対して，あるいは個々の学生に対して，自主的に学習を進める上で

必要とされるガイダンスや相談・助言を行う支援体制が整備され，適切に実施・機能していると判

断される。 

 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス

生活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

自主的に学習が進められる環境として，図書館（資料７―１―②―１），情報科学センターが

整備されている。また放課後に教室が開放され，教員研究室の前の廊下には机と椅子と間仕切り

が設置されており，自主学習スペースあるいはフリースペースとして学生に頻繁に利用されてい

る。 

 

図書館の利用規定や開館日及び開館時間は平成２５年度学生便覧１０２頁やウエブページ（資

料７―１―②―２）に掲載されている。館内には学習に必要な和洋書約８万８千冊（ウエブペー

ジ）を所蔵し，閲覧室（７０席）で自由に閲覧できる。平成２４年度の図書館利用者数・貸出冊

資料７―１―②―１ 

平成 24 年度 図書館利用状況 

月 開館日数 入館者数 貸出冊数 
貸出視聴覚資料

数 

４ ２３ １，１４８ ５９０ １０ 

５ ２４ ２，８９４ ７８０ １８ 

６ ２６ ２，１０６ ６９８ ８ 

７ ２６ ３，５９３ ６６８ １７ 

８ １２ １，４１１ ２３１ １８ 

９ ２０ ４０１ ２５１ １１ 

10 ２６ １，０１０ ６７０ １９ 

11 ２６ １，６４２ ５６９ １５ 

12 ２２ １，２７６    ７４０ １６ 

１ ２１ １，１９６ ６８１ １４ 

２ ２４ ２，０７４ ５６５ １９ 

３ １２ １０６ １２９ ８ 

合 計 ２６２ １８，８５７ ６，５７２ １７３ 

 

(出典 学術情報係資料) 
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数は６，５７２冊（資料７―１―②―１）である。 

 

 

 情報科学センターの利用細則が平成２５年度学生便覧１０９頁に掲載されている．情報科学セ

ンター，マルチメディア室（図書館３階），図書館閲覧室に，それぞれパソコンが４７台，４６

台，６台設置され，全学生の利用が可能である。 

  福利厚生施設として，青葉会館の１階に学生食堂と売店が営業している（資料７―１―②―

３）。 

    コミュニケーションスペースとしては，教員研究室の前のフリースペース，学生昇降口（自販

機とイス・テーブルを設置），低学年棟前広場（長椅子を設置），専攻科棟リフレッシュコーナ

ーなどが整備され，効果的に利用されている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

放課後や休日に，学生が自主的に学習できる，あるいは学生がコミュニケーションを図れる環

境として，図書館・情報科学センター・教室・青葉会館・本館廊下フリースペースや専攻科棟リ

フレッシュコーナーなどが整備されている。利用実績からも，効果的に利用されていると判断で

きる。 

  資料７―１―②―２ 

開室日 

日曜日・国民の祝祭日・年末年始（１２月２８日～１月４日）を除く毎日。 

開室時間 

月曜日～金曜日 8:30～21:00 

土 曜 日    13:00～18:00 

臨時開閉室及び開室時間の変更 

臨時開閉室するとき、又は開室時間を変更するときは、その都度掲示します。 

 

  （出典 本校ウエブページ） 

 資料７―１―②―３ 

食堂及び売店について 

 

 学生及び教職員の福利厚生の用に供するため，下記の施設を設けています。 

１ 学生食堂 

 営業品目  日替り定食，カレーライス，丼物，麺類等 

 営業時間  平日の午前 11 時 30 分 ～ 午後 1 時 30 分 

２ 売店 

 営業品目  文房具類，パン，牛乳等 

 営業時間  平日の午前 8 時 30 分 ～ 午後 4 時 50 分（平常授業日） 

    平常授業日でない日及び金曜日は，午後 4時まで 

  （出典 平成２５年度学生便覧） 
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  以上のことから，自主的学習環境やキャンパス生活環境は，整備され効果的に利用されている

と判断できる。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験

や検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

   学習支援に関する学生のニーズを把握する制度としては，学生による授業評価アンケートにお

ける自由記述（資料７―１―③―１），年に１回実施される授業公開における学生からの意見

（資料７―１―③―２），校長とのフリートーキング（資料７―１―③―３）がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７―１―③―１ 

 

 

 

 

 

（出典 評価委員会（ＦＤ・ＩＣＴ部会）資料） 
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資料７―１―③―２ 

 
（出典 授業公開報告書） 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 425 - 

 

 

資料７―１―③―３ 

 

 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資格・検定試験に関しては，本校では実用英語技能検定とＴＯＥＩＣやA. C. E. に対して，

支援が行われている。いずれの試験も本校を試験会場として実施されていて，特にＴＯＥＩＣの

受験検定料は学校から補助がなされており，A. C. E. を含めて全学生に毎年受験させている

（資料７―１―③―４）。また技能検定等合格に係る単位認定に関する規定があり，ＴＯＥＩＣ

はスコアによって単位が認定されている。（平成２５年度学生便覧８７頁） 

 

 

資料７―１―③―４ 

 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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外国留学のための支援体制のひとつとして，海外６大学（タイ・バンコクのキングモンクット工

科大学ラックラバン校 King Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang，韓国・ソウルの高

麗大学 Korea University，台湾・高雄の高雄第一科技大学，ベトナム・ハノイの交通運輸大学，

ベトナム・ハノイのハノイ建設大学，中国・大連の大連職業技術学院）と学術交流協定が締結（資

料７―１―③―５）され，海外留学の基盤が整備されている。 

また，４年生の海外研修旅行，５年生と専攻科１年生の海外インターンシップ，タイからの短期

留学生の受け入れ（平成２５年３月６日臨時運営会議資料１２）など，海外の大学や企業と本校の

学生や教員との交流も海外留学のための支援基盤となっている。 

 

 

資料７―１―③―５ 

学術交流協定書 

 

 

(出典 総務課資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校では，授業評価アンケートの自由記述，授業公開における学生からの意見，校長とのフリ

ートーキングなどを通じて，学生のニーズを把握している。以上のことから，学生支援に関する

学生のニーズの把握は，適切に実施されていると判断できる。 

また実用英語技能検定やＴＩＥＩＣやA. C. E. の団体特別受験制度を活用しており，英語に

おける資格試験や検定試験受講の支援体制が整備され機能している。外国留学のための支援基盤

として海外６大学との学術交流協定が締結され学生間や教員間の交流が行われている。その他に

も４年生の海外研修旅行，５年生と専攻科１年生の海外インターンシップを実施している。 

  以上のことから，資格試験や検定試験受験，外国留学のための支援体制は，整備され，機能し

ていると判断できる。 

 

観点７－１－④： 特別な学習支援が必要と考えられる学生へ学習支援体制が整備されているか。

また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

留学生には指導教員とチューターが割当てられている（資料７―１―④―１）。そしてチュー

ター報告書（資料７―１―④―２）に示すような学習支援が行われている。また留学生に対する

授業科目「日本語」や，専門教科の特別補習（担当各学科教員）が開講されている（資料７―１

―④―３）。  

 

 

 

  

資料７―１―④―１ 

  

（出典 学生課資料） 
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 資料７―１―④―２ 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―④―３ 

 

 

 

（出典 学生課資料） 
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編入学生には，入学前に入学説明会が行われ（資料７―１―④―４），入学後には補習体制が整

備されている。また転科生に対しても補習措置が整備され実施されている。（資料７―１―④―５，

平成２５年３月６日臨時運営会議資料８「平成２４年度の編入学生及び留学生等の補習一覧」）。 

発達障害のある学生に対しては，随時特別支援教育連絡協議会を開催して，学習支援について協

議され対応策が講じられる。場合によってはチューターを付けることもある（資料７－１－④－６，

平成２４年度第１回特別支援教育連絡協議会議事概要）。 

 

 

資料７―１―④―４ 

 

（出典 学生課資料） 
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資料７―１―④―５ 

 

 

 

（出典 運営会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 資料７―１―④―６ 

 

（出典 学生課教務資料） 
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 本校において特別な学習支援が必要な者とは，留学生，編入学生，転科生，発達障害のある学生

である。留学生に対しては，指導教員やチューターによるサポートの下，日本語や専門科目の指導

が行われている。また編入学生や転科生に対しては補習体制が整備され実施されている。発達障害

のある学生にはチューターを付ける場合もある。 

 以上のことから，特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制は整備され，機能している。 

 

 

観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が

整備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学生会への支援は学生支援係および学生委員会が担当し，その責任の下，学生会規則（平成２５

年度学生便覧151頁），学生会規約，学生会組織図（平成２５年度学生便覧166頁）に基づいて課外

活動を行っている。 

部・同好会は複数の教員が顧問となり，その責任の下課外活動を行っている。顧問一覧表を資料

７―１―⑤―１に示す。顧問会議が年に１回開催されており，その議事項目を資料７―１―⑤―２

に示す。対外試合引率費とクラブ活動費は主として後援会からの寄付金から支出されており（資料

７―１―⑤―３）クラブ活動を支援している。また体育大会派遣等の補助基準は資料７―１―⑤―

４の様に定められ，機能している。 
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資料７―１―⑤―１ 

 

  （出典 学生課資料） 
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資料７―１―⑤―２ 

 

 

 

 （出典 平成２５年度顧問会議資料） 
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資料７―１―⑤―３ 

 

 

（出典 平成２５年度顧問会議資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 438 - 

 

（分析結果とその根拠理由）  

課外活動に対する支援は，全ての教員が顧問等を分担し人的側面から効果的に実施されている。

また学生の大会参加等における経済的支援については，学校と後援会による支援体制が整備され機

能している。 

 以上のことから，課外活動に対する支援体制は整備され機能している。 

資料７―１―⑤―４ 

 

（出典 平成２５年度顧問会議資料） 
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 
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資料７―２―①―１の続き 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年４月） 
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 資料７―２―①―２ 

 

 

 （出典 学生課学生支援係資料） 
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資料７―２―①―３ 

 

 

 
 

 

 

 

（出典 学生会資料） 
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学生の経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制として，授業料免除や奨学金，寄宿料免除制

度に応募するため学級担任などが推薦・面談を行うシステムが整備されている。これらの制度は，

学生便覧（平成２５年度 135-141 頁）に掲載されている。授業料免除者数や奨学生数は，年報に記

載されている（資料７―２―①―４）。 

 

資料７―２―①―４ 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年４月） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の経済面に関する支援は，授業料の免除や徴収猶予および寄宿料免除や奨学金制度などが

整備され，多くの学生に利用されている。学生の生活面に関する支援として学生相談室とカウン

セラーを配置している。 

  以上のことから，学生生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制は整備され機能して

いる。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのでき

る状況にあるか。また必要に応じて，生活支援等が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

全学生に対して，本校に募集のある各種奨学金が掲示板やウエブページ，担任を通して周知さ

れている（資料７―２―②―１）。 

留学生に対して，病気や災害など健康を害する事態が生じた場合の支援として，災害共済給付

契約や国民健康保険への加入，日本学生支援機構の外国人留学生医療費補助制度などの指導が行

われている（資料７―２―②―２）。留学生は全員学生寮で生活しており，食習慣の違いにも配

慮されており，学寮補食室の充実が図られている。 

  身体障害のある学生がいる場合への対応として，校内においてエレベータの設置やバリアフリ

ー対策，図書館や学生寮へのスロープ設置等がなされている。また障害者用トイレが本館２階と

学生寮に設置されている。 
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資料７―２―②―１ 

 
（出典 本校ウエブページ） 
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   資料７―２―②―２ 

 

 

 

  （出典 留学生のしおり） 
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（分析結果とその根拠理由）  

生活面で特別な支援が必要な学生，特に留学生の生活は，学生課や学寮委員会の支援によって

支えられている。 

  以上のことから，生活面に関して特別な支援が必要とされる者への支援は，必要に応じて適切

に行われていると判断できる。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機

能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では学生寮が整備されている。平成２５年４月の学生寮現員は542名（資料７―２―③―

１）である。 

学生寮では生活の場としての学生寮のさまざまな規則（学寮規則，学寮日課表，寮生会規約・

組織図，寮生会消防隊及び避難要領）（資料 平成２５年度学生便覧167頁）が定められている。

さらに「寮生活のしおり」には，実際の寮生活上の注意点が詳細に記されている。 

  学生寮が生活および勉学の場として有効に機能するように，日課表（資料７―２―③―２）が

定められている。施設面では，各棟各階に共用スペースとしての談話室（ラウンジ）の設置や無

線LANが整備されている。 

   欠課や欠席の多い寮生に対する指導は，寮務係職員による毎朝の巡回や，教員による試験１週

間前の低学年生の登校指導として行われている。また，寮生の安全確認のため，朝と夜に在寮点

呼が行われている。（資料７―２―③―２） 

      学寮食堂に関する学生の要望を，給食検討委員会（学寮食堂についてのフリートーキング）と

して実施して，食堂業者に伝え寮食の改善につなげている。 

   



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 448 - 

資料７―２―③―１ 

 

 

 

（出典 学生課寮務係資料） 
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  資料７―２―③―２ 

 

 

  （出典 寮生活のしおり） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学寮が生活及び勉学の場として機能するように，入寮時の説明会や日常生活における在寮点呼，

消灯後の巡回，始業前の巡回や登校指導など，さまざまな配慮がなされている。また自習や談話

ができる共用スペースの整備や，学寮におけるインターネット利用の利便性を高める無線ＬＡＮ

が整備されている。 

  以上のことから，学寮は生活及び勉学の場として有効に機能していると判断できる。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 進路指導委員会が，準学士課程４年生と専攻科１年生を対象として９月に就職・進路ガイダン

スを，１１月に面接講習を行い，１２月には本校において合同企業・大学説明会が実施されてい

る（資料７―２―④―１）。さらに３月には担任または専攻長と保護者・学生の三者懇談会を実

施している（資料７―２―④―２）。その他，就職希望者向けにインターンシップを８月初旪か

ら９月初旪まで（資料７―２―④―３），進学希望者向けの大学説明会を４月頃から行っている

（資料７―２―④―４）。 

   

  大学編入の資料は本館２階の進路指導室に設置され学生が閲覧できるようになっており（資料

７―２―④―５），会社案内の資料は各学科５年担任の研究室近くに設置されている。就職状況

や進学状況は資料７―２―④―６に示す通りである。 
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資料７―２―④―１ 

 

 

 

（出典 進路指導委員会資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準７ 

- 452 - 

 

   資料７―２―④―２ 

 

 

 

 （出典 進路指導委員会資料） 
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   資料７―２―④―３ 

 

 

 

   （出典 進路指導委員会資料） 
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資料７―２―④―４ 

 

 

 

（出典 進路指導委員会資料） 
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資料７―２―④―５ 

 

 

 

（出典 進路指導委員会資料） 
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資料７―２―④―６ 

 

（出典 進路指導委員会資料） 
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資料７―２―④―６続き 

 

（出典 進路指導委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

進路指導委員会は，各学科の４年と５年の担任や専攻長と協力し，就職や進学のガイダンスと

年１回の合同企業・大学説明会を実施し，それらを基に三者懇談会を経て，就職の斡旋や進学の

助言・指導を行っている。また大学編入，会社案内の資料も進路相談室において学生が自由に閲

覧できるように配慮されている。 

   以上のことから，就職や進学などの進路指導を行う体制は整備され，機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

国際コミュニケーション英語能力向上を図る支援としてTOEIC，A. C. E. E受験料を補助し，全学

生が毎年受験させている点，海外６大学（タイのKing Mongkut’s Institute of Technology 

Ladkrabang，韓国のKorea University，台湾の高雄第一科技大学，ベトナムの交通運輸大学，ベトナ

ムのハノイ土木大学，中国の大連職業技術学院）との交流協定を締結し，学生の国際的視野が拡大で

きるよう支援している点，海外インターンシップを実施している点，毎年１２月頃に合同企業・大学

説明会を本校で開催するなど，就職や進学の指導をきめ細かく実施している点などが優れている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 

 学生が学習を進める上でのガイダンスとして，入学・編入学時のオリエンテーション，選択科目の

履修説明や修得単位数の確認指導，生産・情報基礎工学プログラムの説明会やそのプログラム到達度

確認の指導，学位申請説明会（専攻科生対象）が実施されている。また学習を進める上での個別相談

や助言として，オフィスアワーや担任・副担任による個別指導が実施されている。学生の自主的学習

スペースとして，図書館・情報科学センター・教室・本館廊下のフリースペースなどが整備されてい

る。学生が学習を進める上で感じている支援ニーズは，校長とのフリートーキング，学生による授業

評価アンケート，公開授業の学生からの意見などを通して把握されている。資格試験や検定試験を受

験する上での支援は，実用英語技能検定とＴＯＥＩＣに関して行われている。ＴＯＥＩＣではスコア

に応じて単位が認定され，その受験料は一部学校から補助され，全学生が受験するようになっている。

学習を進める上で特別な支援が必要な学生は，本校では留学生，編入学生，転科生，発達障害のある

学生である。留学生には，指導教員とチューターが支援にあたり，日本語の授業と専門教科の補習授

業が実施されている。編入学生と転科生には，専門教科の補習授業が実施されている。発達障害のあ

る学生にはチューターを付ける場合もある。課外活動に対する支援として，全教員がクラブ顧問を分

担して支援している。 

 生活面に係わる支援としては，指導・相談・助言を行う学生相談室が設置されており、学生の経済

面に係わる支援として授業料や寄宿料の免除や徴収猶予及び奨学金の制度が整備されている。生活す

る上で特別な支援が必要な学生は本校では留学生であり，国民健康保険への加入や日本学生支援機構
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の外国人留学生医療費補助制度の利用などが指導されている。また、福利厚生施設として青葉会館１

階に学生食堂と売店が設置されている。学生寮が生活及び勉学の場として機能するような支援体制と

して，安全確認のための在寮点呼，消灯後の巡回，始業前の巡回，試験前の低学年生登校指導などが

行われている。 

 就職や進学などの進路指導を行う体制として，進路指導委員会が各学科４年と５年の担任及び専攻

長で組織され，毎年複数回のガイダンスと１回の合同企業・大学説明会と三者懇談会が実施されてい

る。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわし

い施設・設備が整備され、適切な安全管理の下に有効に活用されているか。ま

た、施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

校地および敷地内の各施設の配置状況は以下の通りである（資料８－１－①－１，２）。 

 

 

資料８－１－①－１ 

校地内訳 

 

総 面 積 内   訳 [m2] 

126,695 m2 

校舎敷地 49,674 

学寮敷地 23,555  

運動場敷地 47,993  

実験実習地 754  

艇庫敷地 453  

職員宿舎（浜） 666  

職員宿舎（行永） 3,600  

 

(出典 平成２４年度 学校概要) 

 

資料８－１－①－２ 

施設配置図 

 

(出典 平成２４年度 学生便覧) 
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教育課程に必要な施設として，管理部および一般教科棟，専攻科棟，各学科棟，共通講義棟，地域

共同テクノセンターを含む低学年棟，情報科学センター，機械工学科実習工場，図書館，第１・第２

体育館，グラウンド，福利厚生施設の青葉会館，合宿所等が整備されている（資料８－１－①－３～

６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－３ 

校舎の整備状況 

 

名  称 構 造 総面積 [m2] 完成年（改修年） 

管理部および 

一般教科棟 
ＲＣ－４ 3,719 

昭和 41 年 

（平成 14 年） 

専攻科棟 ＲＣ－３ 991 平成 14 年 

機械工学科棟 ＲＣ－３ 3,039 
昭和 42 年 

（平成 14 年） 

電気情報工学科棟 ＲＣ－３ 1,448 
昭和 42 年 

（平成 14 年） 

電子制御工学科棟 ＲＣ－３ 785 平成５年 

建設システム工学科棟 ＲＣ－４ 2,554 
昭和 46 年 

（平成 15 年） 

共通講義棟 ＲＣ－３ 670 
昭和 56 年 

（平成 14 年） 

低学年棟 ＲＣ－４ 1,854 平成 12 年 

 

(出典 平成２４年度 学校概要) 

資料８－１－①－４ 

主要施設の整備状況 

 

名  称 構 造 総面積 [m2] 完 成 年 

地域共同テクノセンター ＲＣ－４ 1,854 平成 12 年 

情報科学センター ＲＣ－１ 300 昭和 49 年 

機械工学科実習工場 Ｓ－１ 673 昭和 42 年 

図書館 ＲＣ－３ 1,653 昭和 48 年 

 

(出典 平成２４年度 学校概要) 
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教員研究室および教室には冷暖房機器を完備し教育・研究に快適な環境を提供している（資料８－

１－①－７，８）。また，教室・講義室には液晶プロジェクター・スクリーンや視聴覚機器を配備し，

視聴覚教育・情報教育が可能な学習環境を整えており，資料８－１－①－８に見られるようにそれぞ

れの教室・講義室は有効に活用されている。 

資料８－１－①－５ 

体育施設の整備状況 

 

名  称 構  造 ／ 摘  要 総面積 [m2] 完成年 

第１体育館 Ｓ－１／ステージ・アリーナ 1,719 昭和 42 年 

第２体育館 Ｓ－１／アリーナ 906 昭和 55 年 

武道館 Ｓ－１／剣道場・柔道場 531 昭和 44 年 

体育器具庫 Ｂ－１ 59 昭和 42 年 

トレーニングセンター Ｓ－１ 129 昭和 52 年 

体育施設開放管理室 ＲＣ－１／ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ・更衣室など 128 昭和 56 年 

プール ステンレス ２５ｍ ７コース 付属室 129 平成 6 年 

陸上競技場 
４００ｍトラック ８コース 

夜間照明有 
21,000 － 

野球場 両翼８５ｍ 内野夜間照明有 10,000 － 

第２グラウンド ソフトボール場 １面 夜間照明有 7,000 － 

テニスコート クレイ２面・全天候２面 夜間照明有 2,600 － 

    

 

(出典 平成２４年度 学校概要) 

 

資料８－１－①－６ 

福利厚生施設等の整備状況 

 

名  称 構  造 ／ 摘  要 総面積 [m2] 完成年 

青葉会館 ＲＣ－２／食堂・学生相談室など 699 昭和 57 年 

合宿所 Ｓ－１／宿泊施設 215 昭和 42 年 

クラブハウス Ｓ－１ 200 昭和 51 年 

艇庫 Ｓ－１ 92 昭和 51 年 

 

(出典 平成２４年度 学校概要) 
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資料８－１－①－７ 

教員研究室の整備状況 

 

学 科 等 教員数［人］ 部屋数［室］ 総面積 [m2] 空調の有無 

人文科学部門 10 10 192 有 

自然科学部門 10 10 234 有 

機械工学科 11 11 335 有 

電気情報工学科 11 11 488 有 

電子制御工学科 ９ 10 257 有 

建設システム工学科 10 10 260 有 

専攻科 0 2 81 有 

 

(出典 総務課資料) 

 

資料８－１－①－８ 

教室・講義室の整備状況 

 

部屋名称 
部屋数 

［室］ 

面積 

[m2] 

収容数 

［人］ 

使用時間 

＊ 
設    備    等 

クラスルーム 20 79 45～55 210 
空調有，液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，ＯＨＰ台(４Ｍ・４Ｃ) 

尐人数教室 7 47～63 30 4～10 空調有 

日本語教室 １ 47 12 2 空調有 

第一合併教室 １ 132 146  空調有，液晶プロジェクター・スクリーン 

第二合併教室 １ 126 80 14 
液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，ＯＨＰ,テレビ，空調有 

視聴覚教室 １ 217 216 10 
液晶プロジェクター・スクリーン， 

ビデオデッキ，テレビ，空調有 

専攻科講義室 3 38～81 15～35 5～10 
液晶プロジェクター･スクリーン， 

空調有 

  ＊週あたりの平均の使用時間［時間／週］ 

 

 (出典 学生課資料) 
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実験･実習，演習，ものつくりを重視する」教育方針のもと，ＬＬ教室，物理実験室，化学実験

室をはじめ，非破壊実験室，基礎電気実験室，ロボット工学実験室，水工学実験室，流れ学実験室，

熱工学実験室，実習工場等，多様な実験室が整備され，有効利用されている（資料８－１－①－９，

１０）。平成２１年度には高性能な走査型電子顕微鏡が導入され，実習工場には最新鋭の工作機械

が多数導入された。平成２２年度には新規に風洞が導入され，より高度な実験・実習・演習が可能

となった。実験室等の空調に関しては，夏季２８℃・冬季２０℃とする指導のもと，一定時間が経

過すると自動的に電源が切れるよう集中管理されている。 

 

 

 

資料８－１－①－９ 

 

実験・実習・演習室等の整備状況 

 

学 科 等 
部屋数 

［室］ 

総面積 

[m2] 

時間 

＊ 
摘         要 

人文科学部門 １ 132 13 ＬＬ教室 

自然科学部門 ２ 194 19 物理実験室，化学実験室 

機械工学科 ５ 1068 ※ 
熱工学実験室，材料金相学実験室，非破壊実験室， 

CAD 実習室，機械実習工場 

電気情報工学科 ６ 780 ※ 
計算機実習室，情報通信実験室，基礎電気実験室， 

情報工学実験室，自然エネルギー実験室，電気工学実験室 

電子制御工学科 ９ 806 ※ 

プラズマ解析実験室，実験機材室，制御応用実験室， 

計測応用実験室，電子デバイス実験室， 

ロボット工学実験室，メカトロニクス実験室， 

電子制御実験室，CAD/CAM 実験室 

建設システム工学科 ５ 523 ※ 
水工学実験室，構造実験室，コンクリート材料実験室， 

地盤工学実験室，環境工学実験室 

専攻科 ７ 321 36 

電気通信実験室，水圏環境実験室，材料実験室， 

振動実験室，情報処理実験室，制御システム実験室， 

情報演習室 

情報科学センター １ 300 12.5 情報処理室 

マルチメディア室 １ 112 7 情報科学センター分室（マルチメディア室） 

地域共同 

テクノセンター 
３ 162 ― 

情報システム開発支援室，構造解析システム支援室， 

試作室 

共通実験室 13 1264 ※ 
A115, A116, A223, A228, A325, A326, A327, A328, A329 ，

B313, B406, B407, B410 

 

* 週あたりの平均の使用時間 

※ 詳細は資料８－１－①－１０ 

 

(出典 総務課資料) 
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資料８－１－①－９に示された実験・実習・演習室における各学科の授業科目は資料８－１－①－

１０に示す通りである。 

 

資料８－１－①－１０ 

機械工学科 実験室使用状況 

 

実験室名 科目名等 時間＊ 合計＊ 

機械実習工場 

入門機械実習 １ 

10 
工作実習 I ２ 

工作実習 II ４ 

創造設計製作 ３ 

共通実験室 A-115 機械工学実験 I･II ４ ４ 

共通実験室 A-326 機械工学実験 I･II ４ ４ 

ＣＡＤ実習室 

テクニカルドローイ

ング 
１ 

14 

情報処理 IA･IB ２ 

設計製図 IA･IB ２ 

情報処理 IIA･IIB ２ 

設計製図 III ２ 

創造設計製作 ３ 

設計製図 IV ２ 

材料・金相学実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

非破壊実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

熱工学実験室 機械工学実験Ⅰ･Ⅱ ４ ４ 

 

建設システム工学科 実験室使用状況 

 

実験室名 科目名等 時間＊ 合計＊ 

水工学実験室 建設システム工学実験Ⅲ 2 2 

構造実験室 建設システム工学実験ⅠA・B 2 2 

コンクリート材料実験室 建設システム工学実験ⅠA・B 2 2 

地盤工学実験室 
建設システム工学実験ⅠA  2 

4 
建設システム工学実験ⅠB  2 

環境工学実験室 建設システム工学実験Ⅳ 2 2 

建築 CAD 室 A-411 

建設設計製図ⅡB 2 

8 
建設設計製図ⅡA 2 

建築デザインⅠ 2 

建築デザインⅡ 2 

＊週あたりの使用時間 

 （出典 平成２４年度シラバスおよび実績） 
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資料８－１－①－１０の続き 

電気情報工学科 実験室使用状況 

 

実験室名 科目名等 時間＊ 合計＊ 

電気工学実験室 A-224 

電気概論 ２ 

１８ 

電気情報工学実験ⅠA・ⅠB ４ 

電気情報工学実験ⅡA・ⅡB ４ 

電気情報工学実験ⅢA・ⅢB ４ 

電気情報工学実験ⅣA・ⅣB ４ 

情報通信実験室 A-107 

電気情報工学実験ⅠA・ⅠB ４ 

２２ 

電気情報工学実験ⅡA・ⅡB ４ 

電気情報工学実験ⅢA・ⅢB ４ 

電気情報工学実験ⅣA・ⅣB ４ 

専攻科特別実験 ６ 

計算機実習室 A-106 
電気情報工学実験ⅡA・ⅡB ４ 

８ 
電気情報工学実験ⅣA・ⅣB ４ 

自然エネルギー実験室 A-105 
創造工学 ３ 

６ 
工学基礎研究 ３ 

共通実験室 A-325 
創造工学 １ 

２ 
工学基礎研究 １ 

電気通信実験室 C-103 特別実験 ６ ６ 

情報演習室 C-204 
パワーエレクトロニクス １ 

３ 
電磁気応用工学 ２ 

マルチメディアセンター演習室 
シミュレーション工学Ⅰ ２ 

４ 
シミュレーション工学Ⅱ ２ 

情報科学センター演習室 

インターフェースⅡ ２ 

１０ 

デジタル信号処理 ２ 

工学基礎 ２ 

コンピュータグラフィック

ス 
２ 

ネットワーク論Ⅰ・Ⅱ ２ 

＊週あたりの使用時間  

 

 

（出典 平成２４年度シラバスおよび実績） 
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資料８－１－①－１０の続き 

電子制御工学科 実験室使用状況 

 

実験室名 科目名等 時間＊ 合計(＊) 

機械実習工場 
電子制御実習Ⅰ(前） 4 

8 
電子制御実習Ⅱ(後） 4 

ＣＡＤ/ＣＡＭ 

工学基礎Ｓ（前・後） 2 

48 

情報処理Ⅱ(前） 2 

情報処理Ⅲ(後） 2 

電子制御実験Ⅰ(前） 4 

電子制御実験Ⅱ(後） 4 

情報処理Ⅳ(前) 2 

CAD 演習ⅠA 2 

創造設計プロジェクト（後） 4 

数値計算法Ⅰ(前） 2 

数値計算法Ⅱ(後） 2 

電子計測実験(前） 4 

画像処理(前） 2 

CAD 演習ⅡA（前） 2 

CAD 演習ⅡB（前） 2 

CAD 演習ⅡC（後） 2 

制御工学実験（後） 4 

情報学Ⅰ（前） 2 

情報学Ⅱ（後） 4 

情報科学センター 

情報処理Ⅰ（後） 2 

6 情報リテラシー（前） 2 

CAD 演習ⅠB(後） 2 

電子制御実験室 

電子制御実験Ⅰ（前） 4 

12 
電子制御実験Ⅱ（後） 4 

創造設計プロジェクト（後） 4 

電子計測実験(前） 4 

制御応用実験室 

電子制御実験Ⅰ（前） 4 

20 

電子制御実験Ⅱ(後） 4 

創造設計プロジェクト（後） 4 

電子計測実験(前） 4 

制御工学実験（後） 4 

テクノセンター 制御工学実験（後） 4 4 

＊ 週あたりの使用時間             （出典 平成２４年度シラバスおよび実績） 
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特に，資料８－１－①－９，１０で示した共通実験室は，教育研究の展開に柔軟に対応して使用

することができる。その使用要領を資料８－１－①－１１のように定め，教育研究活動を効率的に

推進している。 

 

 

資料８－１－①－１１ 

 

 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集) 
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教育・研究を進める上での打ち合わせや会議に対しては，会議の規模・内容に応じた会議室が，

また学生に進路指導を行う施設として進路指導相談室が整備され，有効に活用されている（資料８

－１－①－１２）。 

 

以上，本校では教育課程を実現できる施設・設備が整備され, 有効に活用されており，これらの

施設の管理は舞鶴工業高等専門学校施設管理規則（資料８－１－①－１３）に従って行われている。 

 

 

資料８－１－①－１２ 

会議室等使用状況 

部 屋 名 称 収容人数［人］ 総面積 [m2] 使用時間＊ 

大会議室 70 177 20 

中会議室 20 63 35 

多目的会議室 10 63 35 

進路指導相談室 12 32 38 

＊月あたりの平均の使用時間 

(出典 総務課資料) 

 

資料８－１－①－１３ 

 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集) 
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また，近年の施設･設備の整備により，老朽化した施設の改修が行われ（資料８－１－①－１４），

さらに，エレベーター，校舎入り口スロープ，障害者用トイレの設置など，バリアフリー化を図って

いる（資料８－１－①－１５）。 

 

 

 

資料８－１－①－１４ 

 

施設整備状況 

 

年 度 教育・研究施設 

平成 23 年 

寄宿舎３号館１階談話室等内装改修工事 

寄宿舎３号館１階談話室等電気設備改修 

寄宿舎３号館１階談話室等機械設備改修 

寄宿舎自動火災報知設備改修 

寄宿舎６号館寮室等錠取替 

福利厚生施設 2 階多目的室改修 

福利厚生施設 2 階多目的室電気設備改修 

福利厚生施設 2 階多目的室空調設備改修 

校舎渡り廊下整備工事 

平成 22 年 

本館棟 B－403 号室等エアコン取設 

野球場バックネット改修工事 

機械実習工場 CAD/CAM 実習室ケーブルラック等取設 

寄宿舎４号館等寮室床改修工事 

建設システム工学科棟１階実験室空調機取設工事 

平成 21 年 
第 2 体育館等耐震改修工事 

図書館耐震改修工事 

平成 20 年 

電子制御工学科棟屋上防水改修工事 

寄宿舎寮室等内装改修工事 

寄宿舎１号館寮食堂屋上防水改修工事 

平成 19 年 

柔道場屋根改修工事 

寄宿舎４・５号館耐震改修工事 

第１体育館等耐震改修工事 

校舎等身障者対策工事 

平成 18 年 

校内身障者対策工事 

寄宿舎６号館便所改修工事 

寄宿舎６号館便所改修機械設備工事 

寄宿舎５号館便所等改修工事 

寄宿舎５号館便所等改修機械設備工事 

寄宿舎４号館便所等改修工事 

 

(出典 総務課施設係資料) 
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資料８－１－①－１５ 

 

施設整備状況 

 

 

 

(出典 総務課施設係資料) 
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資料８－１－①－１５の続き 

施設整備状況 

 

 

(出典 総務課施設係資料) 
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資料８－１－①－１５の続き 

施設整備状況 

 

 
(出典 総務課施設係資料) 
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資料８－１－①－１５の続き 

施設整備状況 

 

 

(出典 総務課施設係資料) 
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資料８－１－①－１５の続き 

施設整備状況 

 

 

(出典 総務課施設係資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の施設･設備は，高等専門学校設置基準第２２条～２４条に定められた要件を満たしている。

本校の教育課程を実現する施設・設備が整備されており，これらは高等専門学校設置基準第２５条

～２７条に定められた要件を満たしている。教室・実験室等は適切な管理体制の下で安全かつ有効

に活用されている。キャンパスのバリアフリー化や，空調の集中管理等，環境面への配慮もなされ

ている。 
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観点８－１－②： 教育内容、方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管

理の下に適切に整備され、有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成１６年度にネットワークおよびネットワーク機器を更新し，平成２１年度には再度の更新を

行った。現在は，高速光ネットワークをベースとする Gigabit LAN システムが敷設されており，

教員研究室，事務室，学寮などからインターネットの利用が可能である。情報科学に関する教育研

究の推進及び学外との技術交流の中心的役割を担う，校内の情報科学センターには，一斉教育用に

51台の教育用端末が設置されている他，図書館のマルチメディア室に49台，制御棟 CAD/CAM 教室

に53台が設置され，プログラミング教育や卒業研究，課外活動などに利用されている（資料８－１

－②－１）。 

 

 

資料８－１－②－１ 

 

校内 LAN システム 

 

 

 

 

 

 

(出典 情報科学センターウエブページ) 
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資料８－１－②－１の続き 

 

 

   情報科学センター演習室          図書館棟マルチメディア室 

 

      

 

 

 

 

    制御棟 CAD/CAM 室            マルチメディアスタジオ 

                        （マルチメディア教材作成用） 

 

      

 

 

 

 

 

(出典 情報科学センターウエブページ)  
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その他，専攻科棟に31台，機械工学科 CAD 室に50台，建設システム工学科 CAD 室に27台，電気

情報工学科に25台，テクノセンターコンピュータ室に15台，図書館の情報検索用に８台が設置され

ネットワークに接続されている。 

平成１７年度にネットワークを学寮に拡大し，学寮サブネットを敷設し学生が寮内から情報科学

センターで構築されているネットワークを利用できるようにした。さらに寮生の要望に応え，教員

と学生との共同作業により無線 LAN の自力構築を行った結果，各寮室からのネットワーク利用が

可能となった。平成２０年度には各クラスの教室に無線 LAN のアクセスポイントを設置して，自

学自習等に有効に活用している。また，京都デジタル疏水ネットワークを通じて，京都大学学術情

報メディアセンターに接続し，インターネットに参加している。電子メール，WWW などのインター

ネットサービスの利用が可能で，国内外の研究機関，研究者と情報交換が可能である。学校の情報

もWWW（http://www.maizuru-ct.ac.jp/）により公開している。 

情報ネットワークおよび情報科学センターの管理・運営には情報科学センター規程を定めている

（資料８－１－②－２）。情報科学センターの組織図を資料８－１－②－３に示す。各部門におけ

る管理運営・業務内容は資料８－１－②－４に示す通りである。情報科学センターの管理・運営の

状況については，情報科学センター年報に掲載し公表している（資料８－１－②－５）。 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－２ 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校規程集) 
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資料８－１－②－３ 

 

情報科学センター組織 

 

(出典 情報科学センターウエブページ)  

資料８－１－②－４ 

 

各部門および広報担当における事業内容 

 

(1)教育・研究部門  

1．学内、学外（国際・民間・研究機関・公共団体等）共同研究の企画・立案及び実施。 

2．技術交流にかかる講演会の開催。  

3．年報の発行に関すること。  

4．情報処理教育に関する企画・立案及び連絡調整。  

5．一般社会人（小・中・高生含む）向けの公開講座及び講演会等の開設  

6．その他情報科学にかかる研究及び情報処理教育に関すること。  

 

(2)機器運用・セキュリティ部門  

1．情報関連機器の整備、運用に関する企画・立案。  

2．校内ネットワークの管理に関すること。  

3．校外とのネットワーク接続に関すること。  

4．情報関連機器の運用に関する協力助言（講習会の実施等）。  

5．校内セキュリティに関すること。  

6．その他情報関連機器の管理・整備・運用に関すること。  

 

(3)広報担当委員  

1．年報その他刊行物の発行に関すること。  

2．その他情報科学にかかる広報に関すること。  

 

(出典 情報科学センターウエブページ)  
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ネットワークのセキュリティ管理は，情報科学センターの管理・運営組織に設置している機器運用

・セキュリティ部門を中心に行っており，ファイアウォールを用い，不正進入対策としてのプロキシ

認証，ウィルス対策を講じるとともに，不適切なウェブサイトへのアクセスを禁止している。また，

ユーザのアカウントはLDAP(Lightweight Directory Access Protocol)により一括管理し, ユーザの

ファイルも教育用SAMBAによって共有・管理している。 

 

資料８－１－②－５ 

 

(出典 情報科学センター年報 No.40, 2012年, ３月) 
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学生の情報科学センター利用については，「校内ネットワークの利用に関する指針（学生向

け）」を定め，年度当初の利用講習会で利用に関する手続きや規則，情報セキュリティについて周

知を図っている（資料８－１－②－６，７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－６ 

 

(出典 情報科学センター資料) 

資料８－１－②－７ 

 

 (出典 情報科学センター資料) 
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学生の情報科学センター利用に関しては，資料８－１－②－８のような手続きを取らせて管理し

ている。同様に，ネットワークの利用に関しては, ネットワーク利用願，学寮サブネットへの接続

申請書を提出させ管理している（資料８－１－②－９）。 

 

 

資料８－１－②－８ 

 

 

 

（出典 平成２４年度 学生便覧） 
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教職員に対しては，「校内ネットワークを用いた情報発信に関する指針（教職員向け）」（資料８

－１－②－１０）を定めており，本校のネットワークは，授業等の教育，教員の研究，国内外の教育

研究機関や研究者との情報交換等に有効に活用されている。 

 

資料８－１－②－９ 

 

 

 

（出典 平成２４年度 学生便覧） 
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また，本校の情報ネットワーク施設･設備が十分有効に活用されている例として，「高専間教育素

材共有システム」，「数学ｅラーニング」，「物理ｅラーニング」，「ｅラーニング創造性教育コー

ス」，「Moodle」等の利用も挙げられる。特に Moodle については，平成２１年度以降，講義資料の

配布や講義の補足に活用されている他，授業アンケートや達成度評価に用いられている。授業アンケ

ートは平成２３年度から全科目について実施され，Moodle の双方向性を生かした取り組みとしてフ

ァカルティデベロップメントに役立てられている。 

 

資料８－１－②－１０ 

 

（出典 情報科学センター資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

本校の情報ネットワーク施設･設備は，高等専門学校設置基準第23条２に定められた要件を満た

している。情報ネットワークは，十分なセキュリティの下で管理・運営されている。したがって，

情報ネットワーク施設･設備，情報ネットワークの管理・運営業務，セキュリティシステムは整備

されている。学生の情報ネットワーク利用については，講習会の実施，所定の手続き申請，情報発

信の指針を定める他，授業での情報倫理教育により，不正利用の防止を図っている。 
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観点８－２－①： 図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、

整理されており、有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の図書館の蔵書数は８万７千冊を超え，自然科学・工学関係が多く全体の約半分を占めている。

蔵書の中でも, 幅広い教養の涵養をめざして, 哲学, 歴史, 文学等各分野の充実にも力を注いでいる。

図書資料および視聴覚資料の概要は資料８－２－①－１～３に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－１ 

人文科学系蔵書内訳 

 哲 学 歴 史 社会科学 芸 術 言 語 文 学 合 計 

和 書 3,833 5,596 6,538 3,189 3,054 9,844 32,054 

洋 書   272    94   454    53 1,801 1,125  3,799 

合 計 4,105 5,690 6,992 3,242 4,855 10,969 35,853 

 

(出典 学生課学術情報係資料) 

 

資料８－２－①－２ 

自然科学・工学系蔵書内訳 

 自然科学 総記 工学・技術 産業 合計 

和 書 12,408 12,826 21,646 758 47,638 

洋 書 2,435    176  1,713  13      4,337 

合 計 14,843 13,002 23,359 771 51,975 

  

(出典 学生課学術情報係資料) 

資料８－２－①－３ 

視聴覚資料内訳 

 人文科学系資料 自然科学系資料 工学系資料 合計 

VHS 155  64  42  261 

LD 154   0  11  165 

DVD 456  66  61  583 

合計 765 130 114 1,009 

  

(出典 学生課学術情報係資料) 
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図書資料の選定は，教員による選定，ブックハンティングによる学生の選定，図書館投書箱によ

る学生の希望図書の選定などによって行っている。学生の選定した図書については，図書館運営委

員の教員によって検討した上で受け入れている。図書資料の選定状況については資料８－２－①－

４に示す通りである。その内訳は資料８－２－①－５に示す通りである。また，視聴覚資料の受入

状況は資料８－２－①－６に示す通りである。 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－４ 

受入図書選定状況訳 

 教職員選定 学生購入希望 
ブック 

ハンティング 
その他 合 計 

平成 21 年度 1,930 36 156 118 2,240 

平成 22 年度 1,061 48 186  37 1,332 

平成 23 年度  771 56 194 118 1,139 

平成 24 年度  702 93 208 118  1,121 

  

(出典 学生課学術情報係資料) 

資料８－２－①－５ 

図書受入状況 

 
総   記 人文科学系図書 自然科学系図書 工学系図書 合 計 

和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 

平成 21 年度 376 2 347  613 176 0 693 33 1,592  648 

平成 22 年度 411 0 406  9 176 5 321 4 1,314    18 

平成 23 年度 393 1 333 66 137 5 276 7 1,139   79 

平成 24 年度 334 0 298  0 111 0 373 5 1,116    5 

 

(出典 学生課学術情報係資料) 

 

資料８－２－①－６ 

視聴覚資料受入状況 

 
人文科学系資料 自然科学系資料 工学系資料 

合計 
VHS LD DVD VHS LD DVD VHS LD DVD 

平成 21 年度   32    1    8  41 

平成 22 年度   10    6    4  20 

平成 23 年度   23    0    6  29 

平成 24 年度    1   55    9  65 

  

(出典 学生課学術情報係資料) 
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図書館の一隅には，授業で使用している教科書，参考書を集めた教科書コーナーを設置している。

これによって，教員が互いに他の授業で使用している教科書を知ることができる。また，専攻科学

生にはより専門性の高い参考書を集めた専攻科コーナーを設け，学生の学習の助けとなっている

（資料８－２－①－７）。 

 

 

教育研究上の資料としての研究関連の学術雑誌等の受入状況については，資料８－２－①－８に

示す通りである。また，研究支援のために多くの学術雑誌の検索システムを用意している（資料８

－２－①－９）。 

 

資料８－２－①－７ 

教科書コーナー 

 

専攻科 参考書コーナー 

 

(出典 学生課学術情報係資料) 
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資料８－２－①－８ 

 

 

 

 

 

学術雑誌購読数 

学 科  
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 和書 洋書 

校 長  ０ ０  1 ０  ０ ０  ０ ０ 

人文科学部門 １４ ０ １０ ０ １１ １ １２ ２ 

自然科学部門  ９ ６  ９ ６  ９ ６ ８ ６ 

機械工学科  ０ １  ０ １  ０ １ ０ ０ 

電気情報工学科  ８ ０ １２ ０  ８ ０ ８ ０ 

電子制御工学科 １０ ０  ９ ０ １１ ０ ９ ０ 

建設システム工学科 １９ ３ ２０ ２ １５ １ １４ ０ 

専攻科  ０ ０  ０ ０  ０ ０ ０ ０ 

図書館 ３１ ０ ３１ ０ ２６ ０ ２２ ０ 

情報科学センター  ２ ０  ２ ０  ２ ０  ２ ０ 

留学生  1 ２  ２ ０  ２ ０  ２ ０ 

地域共同テクノセンター  1 ０  1 ０  １ ０  １ ０ 

合 計 ９５ １２ ９７ ９ ８５ ９ ７８ ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 学生課学術情報係資料) 
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 資料８－２－①－９ 

学術雑誌の検索システム 

国内学術雑誌検索 国外学術雑誌検索 研究支援サービス 

・電気学会出版物 

・トランジスタ技術 

・DOS/V POWER REPORT 

・日経サイエンス 

・科学 

・数学 

・Software Design 

・国際原子力情報システムデータベー

ス 

・超伝導体文献データベース 

・体育の科学 

・日本金属学会  

 

・英国物理学会  

・American Society for 

Microbiology 

・BMJ 

・HighWire Press 

・ASME 
Transactions Journal 
:Applied Mechanics 

・ASME  

Transactions Journal: 
Engineering for Gas 

Turbines  
and Power 

・ASME  

Transactions 
Journal:Fluids Engineering 

・ASME  

   Transactions Journal: 

Heat 

Transfer 

 

・ScienceDirect（SD） 

・MathSciNet 

【国立情報学研究所】  

・Genii(ジーニイ) 
学術コンテンツ・ポータル  

・CiNii(サイニィ) 
論文情報ナビゲ－タ 

 
・American Institute of Physics 
 (AIP) 

・American Physical Society 

（APS） 

・Science 

・JDreamⅢ 

 

 

 

 

 

 (出典 学生課学術情報係資料) 

                                資料８－２－①－１０ 

平成 24 年度 図書館利用状況 

月 開館日数 入館者数 貸出冊数 貸出視聴覚資料数 

４ ２３ １，１４８ ５９０ １０ 

５ ２４ ２，８９４ ７８０ １８ 

６ ２６ ２，１０６ ６９８ ８ 

７ ２６ ３，５９３ ６６８ １７ 

８ １２ １，４１１ ２３１ １８ 

９ ２０ ４０１ ２５１ １１ 

10 ２６ １，０１０ ６７０ １９ 

11 ２６ １，６４２ ５６９ １５ 

12 ２２ １，２７６    ７４０ １６ 

１ ２１ １，１９６ ６８１ １４ 

２ ２４ ２，０７４ ５６５ １９ 

３ １２ １０６ １２９ ８ 

合 計 ２６２ １８，８５７ ６，５７２ １７３ 

(出典 学生課学術情報係資料) 

http://www.cqpub.co.jp/toragi/
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（分析結果とその根拠理由）  

本校図書館には，図書資料および視聴覚資料が整備され，教育研究上必要な学術雑誌を系統的

に収集している。また学生の学習レベルや学習目的に応じた資料の開架などの工夫を講じ，その利

用の促進を図っている。図書館所蔵資料および国内外学術雑誌の検索システムを用意し，学外の研

究支援サービスに参加している。これらは高等専門学校設置基準第25条に定められた要件を満たし

ている。これらの図書資料は有効に利用されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

教育研究の展開にフレキシブルに対応して使用できる共通実験室を用意している。学生の情報ネ

ットワーク利用には，講習会の実施，所定の手続き申請，情報発信の指針を定める他，授業での情

報倫理教育により不正利用の防止に努めている。学生の学習レベルや学習目的に応じた図書資料の

開架などの工夫を講じ，ブックハンティングや図書館投書箱による学生の希望図書の選定などによ

って図書館利用の促進を図っている。 

 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 

本校の施設･設備は，高等専門学校設置基準に定められた要件を満たしている。施設･整備の現状，

問題点および改善方策については，自己点検・評価報告書等により情報公開してきた。教員研究室

および教室には冷暖房機器が完備し，教室・講義室には液晶プロジェクター・スクリーンや視聴覚

機器を配備し，視聴覚教育・情報教育が可能な学習環境を整えており，教育・研究に快適な環境を

提供している。これらの施設，教室，実験室等は配備された設備とともに有効に活用されている。 

  本校の情報ネットワーク施設･設備は，高等専門学校設置基準に定められた要件を満たしている。

情報ネットワークの管理・運営は，十分なセキュリティの下でなされている。本校の教育目標に則

してコンピュータースキルを身に付けた学生の育成のため，情報科学センターを利用した授業やネ

ットワークを利用した授業が展開されている。情報ネットワークを利用して，授業などの連絡，授

業資料の公開，就職・進学情報の提供などの学生向けの情報サービスを行っている。このように本

校の情報ネットワーク施設･設備は，有効に活用されている。 

本校図書館には，図書資料および視聴覚資料が整備され，教育研究上必要な学術雑誌を系統的に

収集している。これらの図書資料は有効に利用されている。これらは高等専門学校設置基準に定め

られた要件を満たしている。図書館所蔵資料および国内外学術雑誌の検索システムや学外の研究支

援サービスに参加することにより，本校の教育研究上のサービスに寄与している。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について、教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄

積され、評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

 教育の状況に関して，まず，教育内容と教育方法はシラバス（資料９－１－①－１）に記載されて

いる。そして，教育成果を示す答案やレポート課題は４年生以上については評価資料室に保管されて

おり，１～３年生については各教員が保管している（資料９－１－①－２）。また，教育効果を反映

する授業アンケート及び達成度評価は評価委員会の下部組織であるＦＤ・ＩＣＴ部会で実施される

（資料９－１－①－３～４）とともに，実施状況，集計結果や教員の課題分析・今後の改善策はＦＤ

・ＩＣＴ部会で把握，収集・整理（資料９－１－①－５～６）され，学校で保管されている。さらに，

成績についてはネットワーク成績処理システム（Campus Assist）（資料９－１－①－７）によって

収集・整理され，学生課で蓄積・保管されている。なお，教育活動の状況は舞鶴高専年報（資料９－

１－①－８）にもまとめられている。 

 本校は継続的な教育改善システムを有している（資料９－１－①－９）。評価を適切に実施できる

体制は，この教育点検システムにおいて，Check（評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)および教育プログ

ラム(PIE)委員会が担当）過程において構築されている。また，各委員会は運営会議及び教員会議・

学科部門会議と相互関係を保つことで実施体制の客観性を担保している。 
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資料９－１－①－１ 

 

（出典 平成２４年度 シラバス） 
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資料９－１－①－１の続き 

 

（出典 平成２４年度シラバス） 
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資料９－１－①－２ 

   

   評価資料室              評価資料室内部 

 

（出典 学生課 資料） 

資料９－１－①－３ 

 

 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－①－３の続き 

 
（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 

資料９－１－①－４ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－①－４の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－①－５ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－①－６ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 

資料９－１－①－７ 

 
（出典 学生課 資料） 
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資料９－１－①－８ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 シラバス，答案・レポート課題，授業アンケート・達成度評価等の教育活動の実態を示すデータは，

教務委員会，各教員，ＦＤ・ＩＣＴ部会等によって適切に収集・蓄積され，厳正に保管されている。

これらに対して，教育点検システムにおけるCheck過程において客観的な教育活動の評価体制が構築

されている。以上のことから，評価を適切に実施できる体制が整備されていると判断する。 

 

 

観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており、それらの結果を

もとに教育の状況に関する自己点検・評価が、学校として策定した基準に基づ

いて、適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 学生からの意見聴取として，平成２２年度までは一教員当たり２科目の授業アンケートが実施（資

料９－１－②－１）され，平成２３年度以降は卒業研究と特別研究を除く全科目に対して授業アンケ

ートが実施（資料９－１－②－２～３）されている。また，学生，教員及び外部評価者からの意見聴

取として，授業公開（資料９－１－②－４～５）が実施されている。また，卒業生・修了生および企

業を対象とした教育評価アンケートを平成２４年度に実施（資料９－１－②－６～７）した。この教

育評価アンケートは本校卒業または修了後７年から２５年程度までの広い年代を対象としているとこ

ろに特徴がある｡また，これらの結果は，業務における要求度と教育の満足度および本校の教育に対

する企業の評価を基準として，評価委員会において点検(分析)・評価されている（資料９－１－②－

８）。なお，授業アンケートや教育評価アンケートの結果とその分析は外部評価委員会において報告

（資料９－１－②－９～１２）されている。 

資料９－１－①－９ 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校ウエブページ） 
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資料９－１－②－１ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 

資料９－１－②－２ 

 

（出典 Moodle 授業アンケート画面） 
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資料９－１－②－３

 

（出典 H２３年度外部評価委員会資料） 
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資料９－１－②－４ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－②－５ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－②－６ 

 

 

 
 

（出典 評価委員会資料） 
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資料９－１－②－７ 

 

 

（出典 評価委員会資料） 
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資料９－１－②－８ 

 

（出典 評価委員会資料） 



舞鶴工業高等専門学校 基準９ 
 

- 512 - 

 

 

資料９－１－②－８の続き 

 

（出典 評価委員会資料） 
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資料９－１－②－９ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－②－１０ 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－②－１１ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－②－１２ 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 授業アンケートと授業公開は学内外の様々な関係者からの意見を聴取する取組として定着している。

特に，授業アンケートは卒業研究と特別研究を除く全科目を対象としており，教科教育全体の状況分

析が可能である。また，授業公開では評価者との直接対話の場が設けられており，具体的な教育方法

の状況把握を行うことができる。これらの取組はＦＤ・ＩＣＴ部会によって適切に実施されている。

一方，教育評価アンケートは，本校の教育方針，教育内容を社会の目で評価するものであり，その結

果を外部評価委員会で議論することによって点検・評価の客観性を担保している。以上のことから，

組織としての自己点検・評価が適切に実施されていると判断できる。 

 

 

観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上、改善に結び付けられるような組織とし

てのシステムが整備され、教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講

じられているか。 

（観点に係る状況） 

 本校における教育の質の向上や改善は教育点検システム（資料９－１－①－９）に基づいて組織的

に実施されている。システムの基幹はPlan，Do，CheckおよびActionの４つの活動で構築されており，

それぞれ担当委員会が実施に当たっている。すなわち，教育課程の計画（Plan）は専攻科委員会及び

教務委員会が担当し（資料９－１－③－１～２），教育課程の実施（Do）は教員及び各種委員会等

（資料９－１－③－３～４）が行っている｡また，教育課程の点検（Check）は評価委員会（ＦＤ・Ｉ

ＣＴ部会）及び教育プログラム（PIE）委員会が担っている（資料９－１－③－５～６）｡そして，教

育課程の改善に対するActionは教育改善委員会が行っている（資料９－１－③－７）｡これらの委員

会と運営会議及び教員会議・学科部門会議とが相互関係を保つことで実施体制のバランスを担保して

いる。さらに，本科卒業者・専攻科修了者及び企業人事担当者への学校評価アンケートの実施（資料

９－１－②－６～７），集計（資料９－１－③－８～９）と分析（資料９－１－②－８）や外部評価

委員会の開催（資料９－１－②－１１）によって，教育効果の定量的かつ客観的評価を可能にしてい

る。この教育点検システムはPlan，Do，CheckおよびActionのループを繰り返すことによって，教育

課程等のスパイラルアップ的な向上が可能となっている。 
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資料９－１－③－１ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－２ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－３ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－４ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－５ 

 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－６ 

 

（出典  舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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 資料９－１－③－７ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－１－③－８ 

 

（出典 評価委員会資料） 
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資料９－１－③－９ 

  （出典 評価委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育点検システムは，Plan，Do，CheckおよびActionの４つの活動を担当する委員会が能動

的に機能的しており，運営会議及び教員会議・学科部門会議との相互関係によって，そのバランスが

保たれている。また，外部評価を通じてトータルとしての客観性を維持している。これらの取組が継

続的に実施されており，教育課程の見直し等が効果的に実施できるようになっている。 

 

 

観点９－１－④： 個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向上を図るとともに、

授業内容、教材、教授技術等の継続的改善を行っているか。また、個々の教員

の改善活動状況を、学校として把握しているか。 

（観点に係る状況） 

 授業アンケートの結果は教員に返却され（資料９－１－④－１），教員は教育の質の向上を目指し

てそれに対する課題分析と今後の改善策（資料９－１－④－２）を提出している。また，授業公開で

は，当該教員は評価教員及び学外評価者からの直接的な意見を聞くことができ，これらに加えて学生

の意見を加えた授業公開報告書（資料９－１－④－３）および評価集計表（資料９－１－④－４）に

より，授業の客観的評価を受ける。これらの報告に基づいて，当該教員は授業改善プラン（資料９－

１－④－５）を提出している。さらに，授業参観では，他の教員の授業から授業の参考になる点を学

び，自身の授業に反映させている（資料９－１－④－６）。以上の取組の状況は書面にてＦＤ・ＩＣ

Ｔ部会に提出され，学校としてその状況を把握している。 

資料９－１－③－９の続き 

 

（出典 評価委員会資料） 
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資料９－１－④－１ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－④－１の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 

資料９－１－④－２ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－１－④－３ 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－④－４ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料９－１－④－５ 

 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 授業改善を目的とした授業アンケート，授業公開，授業参観などの実施に伴って各教員が授業改善

に係る報告書を提出している。これにより，各教員は継続して授業の改善を行うとともに，学校とし

てその状況を把握できるシステムとなっている。 

 

 

観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 

 教員は自身の専門分野に係る教育研究，学術研究，技術研究等の研究活動を精力的に行っており，

その成果を広く内外に公表している（資料９－１－⑤－１）。これらの研究は，そのテーマと担当科

目が密接に関係している場合が多く（資料９－１－⑤－２），研究活動が教員の専門分野の授業に生

かされている。また，日々の研究活動の一環として専門書を上梓し，授業で使用する例もある（資料

９－１－⑤－３）。 

 準学士課程の卒業研究，専攻科の特別研究は，教員の専門分野に関連したテーマを設定することが

多く（資料９－１－⑤－４～５），教員の研究活動が学生への研究指導に生かされている。卒業研究

や特別研究の成果は，学術論文や学会発表として公表（資料９－１－⑤－６）されており（資料中，

○で囲まれた著者は学生），より広い観点からの評価を受ける場合もある（資料９－１－⑤－７）。

教員や学生の学会参加は当該分野の最新情報を入手できる機会でもあり，得られた知見に基づいて教

育・研究の改善への意欲を高めている。このような活動は後輩学生にも良い刺激を与え，継続的な改

善に結びついている。 

資料９－１－④－６ 

 
（出典 総務課資料） 
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資料９－１－⑤－１ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 

資料９－１－⑤－２ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－１－⑤－３ 

 

 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料９－１－⑤－３の続き 

 

（出典 平成２５年度シラバス） 
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資料９－１－⑤－４ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 

 

資料９－１－⑤－５ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－１－⑤－６ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－１－⑤－７ 

 

 

 

 

（出典 本校ウエブページ） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員の教育研究，学術研究，技術研究は，すべて教育活動を活性化するものであり，これらの活動

の授業への反映（執筆書籍の使用も含む）を通して教育の質の改善に寄与している。また，専門教員

の研究活動は卒業研究や特別研究の指導，研究成果の外部発表（論文誌，学会講演会）を通して，学

生の研究に取り組む姿勢を向上させ研究意欲を高めている。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが、適切な方法で実施され、組織として

教育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

（観点に係る状況） 

 本校のファカルティ・ディベロップメントは主としてＦＤ・ＩＣＴ部会が担当している。平成２４

年度の構成は部会長，委員９名（教員７名，総務課長，学生課長）および協力員４名（技術職員２名，

事務職員２名）である。協力員は主として授業アンケートと達成度評価の準備とデータ処理を担って

いる。 

 ＦＤ・ＩＣＴ部会では年間を通して様々な取組を行っている。その活動は部会の議を経て実施され

（資料９－２－①－１～２），報告にまとめられている。平成２４年度の活動報告を（資料９－２－

①－３）に示す。部会の活動の中で，教育連絡会議は授業内容や学生指導に関するテーマを設定して

教員間で議論を行うもの（資料９－２－①－４）であり，具体的な意見交換が可能である。特別講演

会は近年，発達障害や特別支援教育がテーマに選ばれており（資料９－２－①－５），教科教育を超

えた教育問題を扱っている。また，授業参観（資料９－２－①－６）の目的は他の教員の授業から自

身の授業の参考になる点を学ぶことにある。さらに，授業公開における授業改善プランの提示（資料

９－２－①－７）や授業アンケート結果に基づく課題分析と今後の改善策の提示（資料９－２－①－

８）は他者からの意見による具体的な回答となっている。 

 



舞鶴工業高等専門学校 基準９ 
 

- 541 - 

 

 

資料９－２－①－１ 

 
（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－１の続き 

 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－１の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－２ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－２の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－３ 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－２－①－３の続き 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－２－①－４ 
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資料９－２－①－５ 

 

 
 

 

 

 

（出典 学生課 資料） 
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資料９－２－①－６ 

 

 

（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－①－７ 

 

（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－①－８ 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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資料９－２－①－８の続き 

 

（出典 評価委員会(ＦＤ・ＩＣＴ部会)資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 ＦＤ・ＩＣＴ部会は評価委員会の下に組織され，種々の取り組みが着実に実施されている。特に，

授業公開は平成１４年度から継続的に実施されており，外部評価者の意見を直接授業改善に反映でき

る取組として定着している。授業アンケートは平成２０年度からそれまでのマークシート方式からウ

ェブ入力方式に変更し，拡張性と機動性を向上させた。さらに平成２３年度からは，それまで一教員

２科目のアンケート科目であったものを，卒業研究と特別研究を除く全科目に拡大した。その他，教

育連絡会議，特別講演会，授業参観も，上述のとおり明確な目的をもって実施されており，組織とし

て適切な実施方法であるといえる。 

 部会の活動の中で，教育連絡会議や特別講演会の取組は教員自身の教科教育以外の問題意識を高め，

結果として教育の質の向上に寄与している。また，授業参観，授業公開および授業アンケートは具体

的な問題点を明らかにすることができる点に特徴があり，高い改善効果が見込めるものである。した

がって，これらの活動は授業の改善に結び付いているといえる。 

 

 

観点９－２－②： 教育支援者等に対して、研修等、その資質の向上を図るための取組が適切に

行われているか。 

（観点に係る状況） 

 本校に採用された新任教職員及び他機関からの転入教職員に対しては，新任教職員研修として各

統括者（校長・副校長・各主事・事務部長）等による本校概要説明を行い，本校の教育目標の実現

に向け，意識の高揚を図っている。教育支援者である本校の職員は，新任教職員研修（資料９－２

－②－１）を始めとしてその資質の向上を目的とする技術職員研修や学生支援業務を含む様々な研

修（資料９－２－②－２）に参加し，その成果を教育支援や管理運営業務に反映している。帰任後に

おいては，資料の回覧を行うなど，情報の共有化と相互の力量向上に努めている。 

 また，職員個々の資質向上に資するための各種の資格や検定の奨励（資料９－２－②－３），研究

・研鑽結果の公表（資料９－２－②－４～５）等も行っている。 
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資料９－２－②－１ 

 
（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－②－１の続き 

 

（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－②－２ 

 

（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－②－３ 

 

（出典 総務課 資料） 
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資料９－２－②－４ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－２－②－５ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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資料９－２－②－５の続き 

 

（出典 舞鶴高専年報・第１０号・2013 年４月） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教育支援者である事務職員及び技術職員は教育の重要なサポート役であり，その資質向上への組織

としての取組は極めて重要である。新任・転入職員への学内研修は資質向上の足掛かりとして効果が

あり，職員への学外研修は担当業務に対する資質向上が期待できる。また，職員個々の資質向上にも

配慮している。本校では，これらを積極的に推進しており，教育支援者等に対して，研修等，その資

質の向上を図るための取組が適切に行われていると判断できる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・「舞鶴高専年報」が毎年発刊されており，教育・研究活動の実態を示すデータや資料が適切に収集

・蓄積されている。 

・卒業研究，特別研究を除く全科目の授業アンケートが実施されており，その結果はデータとして適

切に蓄積されている。また，集計結果は各教員に通知され，授業改善に役立っている。 

・発達障害，特別支援教育など，時宜を得た特別講演会を毎年開催しており，メンタルヘルスに着目

した取り組みも行っている。 

・授業公開，授業参観，教員連絡会議が定期的に実施されており，教育改善の実現と定着が図られて

いる。 

・ファカルティ・ディベロップメントを効果的に実施するためのＦＤ・ＩＣＴ部会を設置し，授業ア

ンケート，授業公開，授業参観，特別講演会，教員連絡会議を通じて，教員が授業内容や方法を改

善・向上させるよう組織的に取り組んでいる。 

・教育支援者（技術職員，事務職員）に対して積極的に研修の機会を与えるとともに，技術職員に対

しては研修・研鑽結果の公表（舞鶴高専年報）を行っている。 

 

（改善を要する点） 

 該当なし 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 シラバス，答案・レポート課題，授業アンケート・達成度評価等の教育活動の実態を示すデータや

資料は教務委員会，各教員，評価委員会の下部組織であるＦＤ・ＩＣＴ部会等によって適切に収集・

蓄積され，厳正に保管されている。そして，評価を適切に実施できる体制が，本校の教育点検システ

ムのCheck過程において構築されている。学内外の様々な関係者からの意見を聴取する取組として授

業アンケートと授業公開が継続的に実施されている。特に，前者は卒業研究と特別研究を除く全科目

を対象としており，教科教育全体の状況分析が可能である。これらの取組はＦＤ・ＩＣＴ部会によっ

て適切に実施されている。また，本校の教育方針，教育内容を社会の目で評価するための教育評価ア

ンケートは，その結果を外部評価委員会で議論することによって点検・評価の客観性を担保している。

以上のように，組織としての自己点検・評価が適切に実施されている。授業アンケート，授業公開，

授業参観などの授業改善を目的とした取組では，各教員が授業改善に係る報告書をＦＤ・ＩＣＴ部会

に提出している。これにより，教員は継続して授業の改善に行うとともに，学校としてその状況を把

握できるシステムとなっている。 
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 本校の教育点検システムは，Plan，Do，Check，Actionの４つの活動を担当する委員会が能動的に

機能的しており，運営会議及び教員会議・学科部門会議との相互関係によって，そのバランスが保た

れている。また，外部評価を通じてその客観性を維持している。これらの取組が継続的に実施されて

おり，教育課程の見直し等が効果的に実施できるようになっている。一方，教員の教育研究，学術研

究，技術研究は，本校の特色を表すとともに教育活動を活性化するものである。これらの授業への反

映（執筆書籍の使用も含む）を通して，本校の教育点検システムとは別の観点から教育の質の改善に

寄与している。また，専門教員の研究活動は卒業研究や特別研究の指導，研究成果の外部発表（論文

誌，学会講演会）を通して，学生の研究意欲の向上に寄与している。 

 本校のファカルティ・ディベロップメントは主としてＦＤ・ＩＣＴ部会が担当しており，その取組

は定められた要領に従って実施されている。教員は部会の種々の取組に対して報告書や改善プラン等

を提出しており，教育の質の向上や授業の改善に結び付いている。また，教育の重要なサポート役で

ある技術職員や事務職員に対する学内研修を効果的に実施するとともに，学外研修への参加も積極的

に推進しており，教育支援者の資質向上を図るための取組が適切に行われているといえる。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また、債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

資産及び債務の状況 

〔１〕 流動資産…現金預金等の主要な流動資産をほとんど保有していない。（資料１０－１－①－   

１） 

〔２〕固定資産…本校の校地・校舎・設備等の資産は独法化に伴い，国有財産及び物品等の承継を受

けたものが大部分を占める。法人化後，校舎の改修や最先端設備の新規導入や老朽化した教育研

究設備を更新しており，教育研究環境の改善を行っている。(資料１０－１－①－１及び１０－

１－①－２) 

   また，平成２４年度末現在の資産保有状況は資料１０－１－①－３のとおりである。 

〔３〕債務…本校の債務状況は資料１０－１－①－１のとおりである。 
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資料１０－１－①－１ 

平成24年度（平成25年3月31日現在）貸借対照表（抜粋）

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

［資産の部］ 2,550,789,425 ［負債の部］ 363,785,296

    流動資産 25,457,900     流動負債 148,572,569

        現金及び預金 24,937,645         運営費交付金債務 806,095

            普通預金 3,192         預り寄附金 25,733,685

            その他預金 24,934,453         前受受託研究費等 398,800

        未収学生納付金収入 169,200             前受受託研究費 98,800

            未収学生納付金収入（入学金） 169,200                 その他 98,800

        棚卸資産 219,992             前受共同研究費 300,000

            未成研究支出金 219,992                 その他 300,000

        前払費用 44,520         未払金 82,958,173

            前払費用 44,520             リース債務 8,284,416

                未経過保険料 44,520             その他未払金 74,673,757

        その他の流動資産 86,543         未払費用 10,006,866

            立替金 86,543             給与 1,870,110

    固定資産 2,525,331,525             賃借料 1,043,791

        有形固定資産 2,523,235,236             水道光熱費 2,660,684

            建物 1,784,045,768             未払利息 30,465

                建物 1,213,857,583             その他未払費用 4,401,816

                建物附属設備 570,188,185         前受金 1,132,152

            建物減価償却累計額 -1,027,164,456         預り金 27,536,798

            構築物 304,510,862             科学研究費 994,420

            構築物減価償却累計額 -208,788,049             源泉所得税 5,778

            船舶 1,278,000             その他預り金 26,536,600

            船舶減価償却累計額 -1,276,994     固定負債 215,212,727

            車両運搬具 6,142,348         資産見返負債 199,111,159

            車両運搬具減価償却累計額 -6,142,345             資産見返運営費交付金等 85,813,178

            工具器具備品 385,381,597                 資産見返運営費交付金 66,872,598

            工具器具備品減価償却累計額 -207,656,945                 資産見返授業料 18,940,580

            土地 1,462,600,000             資産見返補助金等 79,749,980

            建設仮勘定 26,805,450             資産見返寄附金 2,551,873

            その他の有形固定資産 3,500,000             資産見返物品受贈額 2,597,040

        無形固定資産 2,065,231             建設仮勘定見返運営費交付金等 26,805,450

            特許権 420,593                 建設仮勘定見返運営費交付金 26,805,450

            電話加入権 51,000             特許権仮勘定見返運営費交付金等 1,593,638

            特許権仮勘定 1,593,638                 特許権仮勘定見返運営費交付金 630,625

        投資その他の資産 31,058                 特許権仮勘定見返授業料 963,013

            長期前払費用 6,238         長期未払金 16,101,568

            その他の投資その他の資産 24,820

[本支店勘定] 90,509,684

    [本支店]機構本部（統括） -9,991,822 ［純資産の部］ 2,283,451,990

    [本支店]機構本部 管理課 100,501,506     資本金 2,967,197,000

        政府出資金 2,967,197,000

    資本剰余金 -683,745,010

        資本剰余金 577,678,754

            資本剰余金施設費 32,850,465

            資本剰余金補助金等 529,929,000

            資本剰余金目的積立金 11,195,289

            資本剰余金譲与 3,704,000

        損益外減価償却累計額 -1,258,935,416

        損益外減損損失累計額 -153,000

        損益外固定資産除売却差額 -2,335,348

合 計 2,641,299,109 合 計 2,647,237,286

資産の部 負債及び純資産の部

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料１０－１－①－２ 

有形固定資産への支出額一覧

（単位：円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 種別合計
建物 0 0 18,324,248 3,393,875 3,417,645 25,135,768
構築物 0 0 2,343,017 15,798,505 7,013,538 25,155,060
機械装置 0 0 0 0 0 0
船舶 0 0 0 0 0 0
車両運搬具 0 0 0 0 0 0
工具器具備品 9,446,550 135,182,040 89,059,181 30,322,537 19,210,649 283,220,957

年度別合計 9,446,550 135,182,040 109,726,446 49,514,917 29,641,832 333,511,785  

（出典 総務課資料） 

資料１０－１－①－３ 

平成２４年度 決算資料（抜粋） 固定資産の取得及び処分
（単位：円）

建物 6,593,123        3,417,645      10,010,768       
構築物 7,769,207        7,013,538      14,782,745       

機械装置 -                   -                 -                   
船舶 -                   -                 -                   

車両運搬具 3,250,524        -                 3,250,524        
工具器具備品 340,306,200     19,210,649    359,516,849     

計 357,919,054     29,641,832    -                387,560,886     
建物 1,774,035,000   1,774,035,000   

構築物 289,776,117     48,000         289,728,117     
機械装置 -                   -                   

船舶 1,399,000        121,000       1,278,000        
車両運搬具 2,891,824        2,891,824        

工具器具備品 25,864,748       25,864,748       
計 2,093,966,689   -                 169,000       2,093,797,689   

土地 1,462,600,000   1,462,600,000   
美術品・収蔵品 3,500,000        3,500,000        

建設仮勘定 -                   26,805,450    26,805,450       
計 1,466,100,000   26,805,450    -                1,492,905,450   

建物 1,780,628,123   3,417,645      -                1,784,045,768   
構築物 297,545,324     7,013,538      48,000         304,510,862     

機械装置 -                   -                 -                -                   
船舶 1,399,000        -                 121,000       1,278,000        

車両運搬具 6,142,348        -                 -                6,142,348        
工具器具備品 366,170,948     19,210,649    -                385,381,597     

土地 1,462,600,000   -                 -                1,462,600,000   
美術品・収蔵品 3,500,000        -                 -                3,500,000        

建設仮勘定 -                   26,805,450    -                26,805,450       
計 3,917,985,743   56,447,282    169,000       3,974,264,025   

特許権 611,773           611,773           
ソフトウェア -                   -                   
電話加入権 204,000           204,000           

特許権仮勘定 1,550,210        43,428          1,593,638        
その他 -                   -                   

計 2,365,983        43,428          -                2,409,411        
投資有価証券 -                   
長期貸付金 -                   

破産債権・更生債権等 -                   
長期前払費用 23,910            6,238           23,910         6,238              
長期性預金 -                   

長期未収入金 -                   
貸倒引当金 -                   
敷金・保証金 -                   

その他 24,820            24,820            
計 48,730            6,238           23,910         31,058            

7,838,386,199   112,944,230   361,910       7,950,968,519   

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減尐額 期末残高

 有形固定資産合計

 無形固定資産

 投資その他の資産

合計

 有形固定資産
(償却費損益内)

 有形固定資産
(償却費損益外)

非償却資産

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

〔１〕資産について 

 本校の資産は教育研究活動を遂行するための大部分が国からの承継資産から形成されており，教育

研究サービスを提供する基礎を成している。また，最先端設備の導入や老朽化した教育研究設備を更

新するため，設備投資を行っている。 

 以上のことから，教育研究活動を安定して遂行できる資産を有している。 

〔２〕債務について 

 平成２０年度より，支払業務が高専機構本部に一元化されたため，本校が支払に充てる現金預金等

を保有せず，高専機構本部が保有している。したがって，本校が保有している債務，特に未払金につ

いては高専機構本部での支払となっている。また，本校は短期及び長期を問わず，借入金を一切保有

していない。 

 以上のことから，財務健全性に問題は生じていない。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための、経常的収入が

継続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校における当期の経常的収入は下記のとおりである。（資料１０－１－②－１） 

〔１〕運営費交付金…事業遂行に要する運営費交付金対象支出から運営費交付金対象収入を差し引い

た額が運営費交付金として収入認識される。なお，平成２３年度より教職員人件費を機構本部に

て計上されたことに伴い，収入額が減尐している。 

〔２〕授業料収入等…入学料，授業料，検定料から構成される自己収入である。 

〔３〕雑収入…寄宿料，職員宿舎貸付料，雑入等から構成される自己収入である。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

当期における経常的収入は，運営費交付金及び授業料収入等を中心として，資料１０－１－②－１

で示すように安定して確保できている。授業料収入等については，入学志願者確保のための広報活動

により安定した志願者数を維持し，継続的な収入を確保している。 

以上のことから，経常的収入は継続的に確保されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０－１－②－１ 

経常的収入（平成20年度～平成24年度）
（金額単位：円）

収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比

運営費交付金 1,043,715,737 82.5% 980,103,977 81.5% 1,016,920,278 80.1% 120,382,201 34.1% 118,344,257 34.6% 3,279,466,450 74.0%

授業料収入等 208,357,350 16.5% 207,457,800 17.3% 213,293,950 16.8% 217,185,550 61.5% 209,672,100 61.3% 1,055,966,750 23.8%

雑収入 13,664,562 1.1% 14,406,318 1.2% 39,876,466 3.1% 15,619,215 4.4% 14,162,277 4.1% 97,728,838 2.2%

年度別合計 1,265,737,649 100% 1,201,968,095 100% 1,270,090,694 100% 353,186,966 100% 342,178,634 100% 4,433,162,038 100.0%

平成２４年度 項目別合計平成２０年度 平成２２年度平成２１年度 平成２３年度

（出典 総務課資料） 
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観点10－１－③： 学校の目的を達成するために、外部の財務資源の活用策を策定し、実行して

いるか。 

（観点に係る状況）  

 外部資金は，科学研究費をはじめ，産学連携（共同研究，受託研究等），寄附金，補助金等の受入

れを積極的に行っている（資料１０－１－③－１）。 

 科学研究費の採択率向上のため，外部から講師を招く等の取組を行っている。また，科学研究費に

応募した教職員に対し，インセンティブとして校長裁量経費より研究費を再配分している。 

 各種研究助成金の公募情報については，学内のグループセッションに掲載する等，教職員に周知し

ている。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 外部資金獲得のため，教職員に対しての広報や研修，インセンティブ研究費を用意するなど，学内

での意識向上を行っている。また，地元の舞鶴市から補助金を獲得するなど，地域との連携を進めて

いる。 

 以上のことから，外部の財務資源の活用策を策定し，実行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０－１－③－１ 
外部資金収入（平成20年度～平成24年度）

収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比 収入額 構成比

施設整備費補助金 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0% 0 0.0%

科学研究費 9,719,000 35.9% 8,208,000 40.6% 12,335,000 47.5% 13,868,000 52.0% 12,280,000 33% 56,410,000 41.0%

産学連携等研究収入 8,574,100 31.7% 5,020,050 24.8% 6,618,750 25.5% 4,609,850 17.3% 10,111,400 27% 34,934,150 25.4%

寄付金収入 8,750,000 32.4% 7,000,000 34.6% 6,601,050 25.4% 6,697,480 25.1% 7,379,000 20% 36,427,530 26.5%

その他補助金 0 0.0% 0 0.0% 430,000 1.7% 1,495,860 5.6% 8,007,300 21% 9,933,160 7.2%

年度別合計 27,043,100 100% 20,228,050 100% 25,984,800 100% 26,671,190 100% 37,777,700 100% 137,704,840 100.0%

（金額単位：円)

項目別合計平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

 
（出典 総務課資料） 
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として、適切な収支に係る

計画等が策定され、関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的を達成するための中期目標・中期計画は，高専機構の中期目標・中期計画を踏まえて策

定し，関係者に明示している。本校の予算配分（資料１０－２－①－１）は運営会議（資料１０－２

－①－２）において審議し，教員会議を通じて教職員に周知している。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 高専機構の中期目標及び中期計画を基本として，本校における中期目標・中期計画及び具体的な教

育研究活動の方針を各種委員会及び運営会議において審議し，予算配分の基本方針を教職員に周知し

た上で，予算を執行している。 

 以上のことから，計画等が十分に策定され，関係者に明示されている。 

資料１０－２－①－１ 

 

以下 略 

（出典 総務課資料） 

資料１０－２－①－２ 

                           運営会議議事概要

１．日   時  平成24年6月6日(水) 16:50～20:40

２．場   所    中会議室

３．出 席 者   別紙のとおり

４．協議事項

①期末・中間試験実施要領の改訂について

三川教務主事より、資料1に基づき説明が行われ、了承された。

                                           ～ 略 ～

⑤平成24年度予算配分について

 審議に先立ち、事務部長から、資料5-1に基づき、平成２３年度予算執行状況について

説明が行われた。なお、予算残高については調査のうえ原因と改善事項を報告することと

された。

 続いて、事務部長、総務課長から、資料5-2～-3に基づき平成24年度予算配分について

説明が行われ、原案のとおり了承された。

                                             ～ 略 ～

 

（出典 総務課資料） 
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観点10－２－②： 収支の状況において、過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

  本校における収支は，資料１０－２－②－１のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校での予算配分は本校の意思決定機関である運営会議にて審議・決定しており，計画の執行段階

では過大な支出超過が発生しないように，本校の会計機関がチェックを行っている。平成２１・２２

・２４年度については、授業料収入等が減尐し、支出超過となったが、国立高専機構全体としては過

大な支出超過になっていない。 

 

 

 

資料１０－２－②－１ 

（単位：円）

勘定科目表示名称 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度
［経常費用］ 1,307,764,152 1,228,673,451 1,278,396,087 366,345,131 393,961,260
    業務費 1,262,631,271 1,175,787,557 1,228,331,778 310,018,495 326,878,128
        教育・研究経費 250,974,324 240,680,065 248,796,710 234,753,542 243,315,962
        教育研究支援経費 18,011,953 17,915,116 33,212,502 20,975,953 27,089,383
        受託研究費 4,431,300 1,953,450 2,318,950 1,560,450 2,271,338
        共同研究費 1,535,000 1,880,000 1,300,000 1,745,000 2,438,722
        受託事業費 118,800 288,600 209,800 29,400 158,200
        教員人件費 656,925,350 611,616,470 550,775,168 24,998,900 28,332,000
            常勤教員給与 636,148,035 588,015,546 524,358,443 0 0
            非常勤教員給与 20,777,315 23,600,924 26,416,725 24,998,900 28,332,000
        職員人件費 330,634,544 301,453,856 391,718,648 25,955,250 23,272,523
            役員報酬 0 0 0 0 0
            常勤職員給与 314,974,387 281,907,113 367,345,025 0 0
            非常勤職員給与 15,660,157 19,546,743 24,373,623 25,955,250 23,272,523
    一般管理費 44,935,795 52,823,293 49,401,042 55,716,554 66,639,858
    財務費用 197,086 62,601 663,267 610,082 443,274
    雑損 0 0 0 0 0
［経常収益］ 1,307,738,554 1,227,905,961 1,276,075,731 379,774,263 387,701,046
    ［経常収益］運営費交付金収益 1,037,958,737 961,655,477 985,533,987 92,627,086 90,777,747
    ［経常収益］授業料収益 198,535,650 191,871,778 187,511,060 195,687,211 192,790,059
    ［経常収益］入学金収益 15,735,600 15,904,800 16,243,200 16,327,800 15,143,400
    ［経常収益］検定料収益 4,075,500 4,009,500 4,719,000 4,983,000 5,494,500
    ［経常収益］受託研究等収益 5,966,300 3,833,450 3,618,950 3,305,450 4,691,400
    ［経常収益］受託事業等収益 118,800 288,600 209,800 29,400 1,754,200
    ［経常収益］補助金等収益 0 2,017,050 710,000 1,495,860 3,170,719
    ［経常収益］寄附金収益 11,366,028 10,060,876 9,524,502 10,254,640 10,441,122
    ［経常収益］施設費収益 7,129,500 7,791,000 0 594,935 5,355,000
    ［経常収益］資産見返負債戻入 11,190,152 14,669,112 27,480,499 37,676,939 41,167,811
    ［経常収益］財務収益 0 0 0 0 0
    ［経常収益］雑益 15,662,287 15,804,318 40,524,733 16,791,942 16,915,088
経常利益 0 0 0 0 0
［臨時損失］ -2,531,064 -209,719 2,719,322 3,282,226 8,881,675
［臨時利益］ 2,638,464 209,719 4,010,405 779,970 9,203,712
［臨時利益］合計 0 0 0 0 0
［当期純利益（純損失）］ 81,802 -767,490 -1,029,273 10,926,876 -5,938,177
［前中期目標期間繰越積立金取崩額］ 0 0 0 0
［目的積立金取崩額］ 0 0 0 0 0
［当期総利益（総損失）］ 81,802 -767,490 -1,029,273 10,926,876 -5,938,177

平成２０年度～平成２４年度 損益計算書

 

（出典 総務課資料） 
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため、教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含

む）に対し、適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 本校での予算配分は，本校の意思決定機関である運営会議にて審議・決定している（資料１０－２

－①－２）。また，基盤的な教育研究活動として，研究経費・教育経費等を集約して「教育研究経

費」とし，その配分額の50％を「基礎的な教育研究経費」として各学科・部門等に配分している。残

り50％を「校長裁量経費」とし，共通的に必要な教育・研究・施設整備などに再配分するとともに，

新しい教育課題やユニークな教育研究活動，研究設備等の校内公募を行い，必要性・緊急性・有効性

等を勘案の上，採択・配分を行っている（資料１０－２－③－１，２）。 
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資料１０－２－③－１ 

舞鶴工業高等専門学校校長裁量経費応募要領 

  （校長裁量経費の目的） 

１  舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）においては，予算の一部を校長裁量経費とし、本校の教育・研究の充実発展のために、校長のリーダーシップによる効率的な執行を図ることとする。 

  （校長裁量経費の対象） 

２  本校における校長裁量経費は、本校教職員の企画する事業を対象とし、次の区分を設ける。 

  【区分 A】研究関係（研究開発に関するもの） 

  【区分 B】教育関係（教育の改善・カリキュラム関係など学生教育に関するもの） 

  【区分 C】共通関係（学校環境の維持管理等に関するもの、校舎・寮などの維持等） 

  （校長裁量経費の申請要領） 

３  校長裁量経費の申請は、募集照会期間中に、代表者又は担当者が本要領に基づき、校長裁量経費要求書を総務課財務係に提出するものとする。 

  なお、募集の照会は適時行うものとする。 

  （校長裁量経費要求書作成上の留意事項） 

４  校長裁量経費要求書の作成に当たっては，次の事項に留意すること。 

  (1) 要求事業名は、簡潔に記載すること。 

  (2) 代表者又は担当者は、学科（部門・部）長に記名押印依頼のうえ提出すること。 

  (3) 要求事業の概要は、その事業の実施内容を明瞭に記述すること。 

  (4) 予算の執行は、会計関係規則に基づくものである。 

  (5) その他、校長裁量経費の申請に関する質疑は、総務課財務係に行うこと。 

  （校長裁量経費の審査及び採択） 

５ 校長裁量経費の審査及び採択は、校長、副校長、主事、事務部長及び総務課長が行うものとする。 

 なお、申請事業の審査過程においてヒアリングを実施することがある。 

（校長裁量経費の配分） 

６  校長裁量経費の配分は，採択された事業に対して行うものとする。 

 （報告書の提出） 

７ 校長裁量経費の採択を受けた代表者又は担当者は、事業終了後すみやかに報告書を総務課財務係まで提出すること。 

  附  則 

  この要領は，平成１７年１０月１１日から実施する。 

附 則 

この要領は，平成２１年 ７月２９日から実施する。 

附 則 

この要領は，平成２４年 ６月 ４日から実施する。 

 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 予算配分は，運営会議において，審議を行った上で決定している。また，「校長裁量経費」の校内

公募は，必要性・緊急性・有効性等を勘案の上，採択し配分を行っている。 

 以上のことから，適切な資源配分がなされている。 

資料１０－２－③－２ 

 

 

（出典 総務課資料） 
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観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校を含めた財務諸表等については，高専機構本部が独立行政法人通則法第３８条の規程に基づき，

当該事業年度終了後三カ月以内に財務諸表を主務大臣に提出し，承認を受けた後，官報に公示し，書

面を備え置くとともに，ウェブページへ掲載することとなっている（資料１０－３－①－１）。 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

高専機構の財務諸表等については，官報及び高専機構のウェブページ上にて公表されている。 

 以上のことから，財務諸表等が適切な形で公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０－３－①－１ 

財務諸表等の公表関係法規 
 

独立行政法人通則法第 38 条第 4 項 

（財務諸表等） 

第三十八条 独立行政法人は，毎事業年度，貸借対照表，損益計算書，利益の処分又は損失の処理に関する書 

 類その他主務省令で定める書類及びこれらの附属明細書（以下「財務諸表」という。）を作成し，当該事業 

 年度の終了後三月以内に主務大臣に提出し，その承認を受けなければならない。 

２（略） 

３（略） 

４ 独立行政法人は，第一項の規定による主務大臣の承認を受けた時には，遅滞なく，財務諸表を官報に公告 

 し，かつ，財務諸表並びに第二項の事業報告書，決算報告書及び監事の意見を記載した書面を，各事務所に 

 備えて置き，主務省令で定める期間，一般の閲覧に供しなければならない。 

 

（出典 独立行政法人通則法） 
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観点10－３－②： 財務に対して、会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の財務に対する会計監査には，高専相互会計内部監査を毎年度実施（資料１０－３－②－１）

しているほか，平成２２年度に機構本部監事監査及び内部監査（資料１０－３－②－２，３）を受検

している。 

 

 

資料１０－３－②－１ 

高専相互会計内部監査
平成20年度監査校 和歌山工業高等専門学校

平成21年度監査校 奈良工業高等専門学校

平成22年度監査校 明石工業高等専門学校

平成23年度監査校 和歌山工業高等専門学校

平成24年度監査校 奈良工業高等専門学校  

（出典 総務課資料） 

資料１０－３－②－２ 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 会計監査は，高専相互会計内部監査を毎年度実施している他，定期的に機構本部監事監査及び内部

監査並びに会計監査人監査を受検している。 

 以上のことから，財務に対して，会計監査が適正に行われている。 

 

 

 

 

 

 

資料１０－３－②－３ 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 本校では，教育研究経費のうち５０％を「基礎的な教育研究費」に充当し，残り５０％を「校長裁

量経費」に充当することで，限りある活動資金を戦略的に活用している。この予算シフトは，「基礎

的な教育研究費」が本校にとって必要不可欠な教育研究を支える一方で，「校長裁量経費」によって，

新しい教育課題やユニークな事業に，戦略的かつ機動的に対応できるものとなっている。 

 

（改善を要する点）  

 運営費交付金については，毎年１％の削減を受けており，「教育研究経費」に充てる予算を維持す

るため，自己収入及び外部資金の獲得増加に向けて，より一層努力する必要がある。 

 

（３）基準１０の自己評価の概要 

 まず初めに，本校の財務基盤を考える上で重要となる資産及び債務の状況を述べる。 

 本校の資産状況について，本校の校地・校舎・設備等の資産は，独法化に伴い国有財産及び物品等

の承継を受けており，教育研究活動を安定して遂行するには十分である。さらに，当期においては，

設備投資を行い，教育研究活動の発展を支えている。また，債務の状況について，短期及び長期の借

入金はゼロであり，本校に過大な債務は認められず，高い財務健全性を示している。 

 次に，経常的収入について，本校では収入財源の多くを運営費交付金及び授業料収入等に頼ってい

る。授業料収入等については，入学志願者確保のためのＰＲ活動により安定した志願者数を維持し，

継続的な収入を確保している。外部資金による収入については，より一層の増加に向け，全学的に対

応していく。 

 このような財務状況の中，本校では，予算配分方針及び配分額を本校の意思決定機関である運営会

議にて審議・決定し，適切な収支計画の下で限られた財務資源を活用している。特に，本校では教育

研究に充当する予算のうち５０％を「基礎的な教育研究経費」として配分し，教育研究活動に必要不

可欠な財源を確保しつつ，残り５０％を「校長裁量経費」として配分し，新しい教育課題やユニーク

な事業に対し戦略的かつ機動的に対応できる体制を構築している。 

 一方，運営費交付金が前年度比１％ずつ削減されることを鑑みると，教育研究経費への配分の水準

を維持するためにはより一層，管理経費を削減することが求められる。このため，外部資金を確保し，

教育研究の原資となる直接経費とともに管理経費に充当可能な間接経費を獲得している。 

 このような体制で活動した結果，当期においては概ね収支計画のとおり予算執行し，過大な支出超

過は認められない。また，本校の財務活動状況については独立行政法人通則法に基づき機構本部がと

りまとめのうえ官報及びウェブページ上で公表されている。さらに，会計監査については年１回以上

受検しており，指摘事項等には速やかに対応し会計業務の精度向上に努めている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となっ

ているか。 

（観点に係る状況）  

舞鶴工業高等専門学校教員組織規程（資料１１－１－①－１）および事務組織規程（資料１１－１

－①－２）が定められている。舞鶴工業高等専門学校教員組織規程には，第３条には本校の校務の円

滑な運営を図るため，副校長，校長補佐，主事補，専攻科長，専攻長，学科長，部門長並びに学級担

任を置くことが定められている。また校長の命を受け，本校の将来構想等に関する事項について，企

画，立案及び調査（以下「企画等」という。）を行うことを目的とする企画室が設置されており，副

校長が企画室長を担当している。舞鶴工業高等専門学校教員組織規程の第4条から第５条に各主事の

役割が，第１５条に委員会が規定されており別に制定されている各委員会の委員会規程にその役割等

が制定され公開されている。舞鶴工業高等専門学校教員組織規程の第１０条には各種会議が規定され

ており，校長の諮問により運営会議が校務の企画と運営に関する事項と本校の将来構想および各学科

(部門)会議及び各委員会から発議された事項について協議することが規定されており，校長のリーダ

ーシップの下で組織的に意思決定が行える態勢となっている。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成２１年度には運営会議が６回開催され校務の企画と運営に関する事項等が協議された。平成

資料１１－１－①－１ 

○舞鶴工業高等専門学校教員組織規程 

（目的） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成１６年独 

立行政法人国立高等専門学校機構規則第１号。以下「規則」という。）第５条及び舞鶴工業 

高等専門学校学則（以下「学則」という。）第６条の規定に基づき，舞鶴工業高等専門学校 

（以下「本校」という。）における内部組織及び会議等に関する事項を定め，もって校務の 

円滑な運営を図ることを目的とする。 

                      （出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 

資料１１－１－①－２ 

○舞鶴工業高等専門学校事務組織規程 

第１章総則 

（目的） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成１６年独 

立行政法人国立高等専門学校機構規則第１号）第５条並びに舞鶴工業高等専門学校学則第５ 

条及び第６条の規定に基づき，舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）の事務組織及 

び所掌事務の範囲を定めることを目的とする。 

                       （出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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２１年度は校長のリーダーシップの下に，平成２１年６月９日の運営会議で学生の海外インターン

シップ制度の構築が協議され，国立高等専門学校機構の助成を受けて制度構築を行っている。そし

て８月にタイのキングモンクット工科大学に４名の学生を２週間派遣し，平成２２年度夏には６名

の学生が中国，韓国およびマレーシアの企業で海外インターンシップを行った。さらに平成２２年

度には，入学志願者が国立高等専門学校機構の平均値より低くなっている志願倍率の増大を図るこ

とを目的として，校長のリーダーシップの下に中学生を対象とするPRイベント「プレオープンカレ

ッジ」が入試委員会で企画立案され実施された。その結果，平成２２年度入学試験における志願倍

率1.3倍に対して平成２３年度入試では1.5倍に増加した。さらに改善を推進し，平成２４年度入試

では1.6倍に増加した。また平成２２年度に，校長のリーダーシップの下に本校の学科編成につい

ての将来計画検討ワーキンググループが組織され準学士課程ならびに専攻科課程の課題と改善案が

答申された。また平成２３年度から企画室の体制が変更（資料１１－１－①－３）され，将来計画

を継続的に検討し，中期計画等を取りまとめる専門部署として整備された。このように校長のリー

ダーシップの下で，効果的な意思決定が行われている。 

 

 

 

観点11－１－②： 管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担

し，効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

運営会議等の会議については舞鶴工業高等専門学校教員組織規程に規定されており，各種委員会

については舞鶴工業高等専門学校規程集の第5章に各委員会の委員会規則が制定され公開されてい

る。管理運営に関しては，平成２３年度から教務主事と兼務しない副校長が配置され，校長の補佐

および，学科編成や設備に関する将来計画，中期計画とそれを達成するための年度計画をとりまと

めるとともに外部資金獲得，教職員が行う出前授業などの正規の学生以外に対する教育や理科教育

活動を支援する企画室を所掌している。また教務主事（副校長），学生主事（校長補佐），寮務主

事（校長補佐）がそれぞれ教務委員会，学生委員会，学寮委員会を所掌している。また，図書館，

資料１１－１－①－３ 

運営会議議事概要 

１．日 時 平成２３年４月１４日(水）16:50～20:15  

２．場 所 中会議室  

３．出 席 者 別紙のとおり  

４．協議事項  

 

（省略） 

 

② 舞鶴工業高等専門学校企画室要項の一部改正について  

金山副校長より、資料２に基づき説明、意見交換が行われ、字句を修正の上、了承された。  

また、教員の校務負担軽減を企画室の業務に盛り込むよう提案があったが、企画室ではなく

運営会議において来年度に向けた校務分担や事務組織の在り方を提案・検討することとされ

た。 

                          （出典 総務課資料） 
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情報科学センター，教育研究支援センター，地域共同テクノセンター，国際交流センターにそれぞ

れ館長，センター長を配置し，運営委員会を組織することにより，教育研究活動の支援にかかる機

能を分担して所掌し，その充実に努めている。教員については，各学科・部門に所属し，それぞれ

学科・部門の所掌する教育研究を担当するほか，全員が委員会等委員として校務運営に携わること

となっている。 

事務組織とその役割は舞鶴工業高等専門学校事務組織規程に定められている。事務部には総務課，

会計課の２課を設置し，事務部長を筆頭に総務課長と学生課長が配置され，学校運営の事務をそれ

ぞれ分担し，所掌する体制になっている。 

危機管理については，舞鶴工業高等専門学校規程集の第６章に舞鶴工業高等専門学校危機管理規

程（資料１１－１－②－１）が定められ，危機管理委員会が規定されている。危機管理委員会は平

成２３年度に整備され，本校における危機管理体制の充実を図るために必要な事項を協議するととも

に，危機事象発生時に，その対応の検討を行っている。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

管理運営の諸規定が整備されており，各種委員会の議事概要により各種委員会及び事務組織が適

切に役割を分担していることが確認できる。議事概要は各委員会の担当事務組織が作成し，学内の

グループウエアによって教職員に周知されている。 

危機管理体制の整備状況として，平成２３年度に危機管理委員会が整備され，マニュアル整備，

災害発生時の学生の安否確認システムの導入が行われ，これを用いた連絡訓練テストが行われてい

る。また，毎年度教職員の緊急連絡網が制定され教職員に周知されている。 

以上より，管理運営の諸規程が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果

的に活動していると判断できる。また，危機管理に係る体制として危機管理委員会が設置され舞鶴

工業高等専門学校危機管理規程が整備されている。 

 

観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の

総合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

（観点に係る状況）  

平成２１年度に作成した自己点検・評価書は，平成１８年度に開催された参与会，平成１９年度

および平成２０年度に開催された外部評価委員会において，委員の方々からいただいた指摘事項や

指導内容について分析・評価を行ったものである。平成２２年度以降は，毎年，評価委員会が設定

した観点について本校の活動の総合的な状況に対して自己点検・評価が行われ，その結果が「自己

資料１１－１－②－１ 

○舞鶴工業高等専門学校危機管理規程 

（目的） 

第１条 この規程は，舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）において発生する様々 

な事象に伴う危機に，迅速かつ的確に対処するため，本校における危機管理体制及び対処方 

法等を定めることにより，学生，教職員及び近隣住民等の安全確保に努めるとともに，本校 

の社会的責任を果たすことを目的とする。 

                       （出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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点検評価書」として公表されている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成２１年度以降，毎年，評価委員会が設定した基準について自己点検・評価を行い「自己点検

評価書」としてまとめ，公表している。またこれを外部有識者に説明して助言を聴取する外部評価

委員会が毎年開催され，その結果が公表されている。したがって，自己点検・評価が学校として策

定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表

されていると判断できる。 

 

観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されている

か。 

（観点に係る状況）  

平成１８年度に参与会が，平成１９年度および平成２０年度には外部評価委員会が開催され，外

部有識者等による自己点検・評価の検証が行われている。平成２１年度には「高専の将来を考える

会」として高専関係者および産業界から有識者を招聘して講演とパネルディスカッションを実施し

た（資料１１－２－②－１）。平成２２年以降は，毎年，外部評価委員会を開催している（資料１

１－２－②－２）。外部評価委員会は，「舞鶴工業高等専門学校外部評価委員会規程」に示すよう

に外部の有識者から構成され，舞鶴高専の教育理念，将来計画，教育活動，研究活動等について評

価を行う機関である。外部評価委員会は，学校側から自己点検・評価結果を説明した後，外部評価

委員会委員から意見および助言を頂くとともに，自己点検・評価結果の検証を行っている（資料１

１－２－②－３）。外部評価委員会の内容は，年度ごとに「外部評価委員会報告書」として冊子に

まとめられ公表されている。 
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（分析結果とその根拠理由）  

毎年度，自己点検・評価の結果については「自己評価書」としてまとめられ，外部有識者で構成

される外部評価委員会において検証を行い，その内容は「外部評価委員会報告書」を作成し公表し

ている。平成２４年度からは，本校のウェブページに議事内容と資料を掲載している。このことか

ら自己点検・評価の結果について外部有識者等による検証が行われているといえる。 

 

観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況）  

  評価結果のフィードバックは本校のＰＤＣＡ改善システムによって進められている。ＰＤＣＡ改

善システムは，「本校の継続的改善システム」として本校ウエブページに公表されている。平成２

０年度には「学生による授業アンケートの実施方法の改善」を，平成２１年度には教員間の連携を

向上する施策として実施されていた「科目群連絡会」を「教育連絡会議」として見直して実施して

資料１１－２－②－３ 

 

                          （出典 総務課資料） 
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いる。その他の改善事例についても，平成２１年度作成の「自己点検書」に詳細が記されている。

平成２２年度には，継続的教育改善活動の Action 機能を担う委員会として教育改善委員会が新た

に提案され，平成２３年度に制定された「教育点検システム図」が改正され，平成２４年度に現在

の「本校の継続的改善システム」としてシステム全体を改善するシステムが完備した。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育活動を改善するための「本校の継続的改善システム」が設置されており，ＦＤ活動の改善が

行われている。平成２３年度に設置された「教育改善委員会」は，平成２２年度の自己点検評価書

の観点９－１－③において「新たに教育改善委員会（仮称）を設置し，教育改善機能を強化する必

要がある。」との評価結果がフィードバックされて整備された委員会である。教育改善委員会は，

平成２３年度，平成２４年度にそれぞれ４回開催されており有効に運営されている。 

 

観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されて

いるか。 

（観点に係る状況）  

外部有識者等の意見を聴取するしくみとして，外部評価委員会を設置している。外部評価委員会

の委員は，大学の学長，企業の役職者，中学校の校長など，高専教育に意見を述べることができる

有識者を設定している。また，学校側の出席者は，校長，副校長，主事，専攻科長，部門長，学科

長，各センター長などの本校の管理運営に携わるメンバーとなっており，外部評価委員会委員から

の意見を直接本校の管理運営に反映できるように構成されている（資料１１－３－①－１）。平成

２１年度の外部評価委員会では，平成１８年度に開催した参与会と，平成１９年度および平成２０

年度に開催した外部評価委員会で外部有識者からいただいた意見を基に，本校独自の評価基準と評

価の観点を設定し，自己点検・評価を実施した。その内容については，平成２１年度の自己点検・

評価書に記載されている。平成２２年度の外部評価委員会では，学生による授業アンケートについ

て検討され，全科目についてアンケートをとるべきであるとの意見を頂いた。この評価結果を評価

委員会および評価委員会 FD・ICT 部会で検討し，平成２３年度から全科目についてアンケートを実

施した。さらに，第三者評価のしくみとして，卒業生と企業を対象とした教育評価アンケートを実

施している。最近では，平成２０年度及び平成２４年度に卒業生と企業を対象とした教育評価アン

ケートを実施した。アンケート結果は，評価委員会でまとめられ，運営会議で報告されて本校の管

理運営に反映されるようになっている。 
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（分析結果とその根拠理由）  

外部有識者等の意見を聴取する場として，参与会，外部評価委員会が設置されており，本校の管

理運営を担当する教職員が出席して直接外部有識者の意見を聴取している。またその内容は報告書

として都度まとめられ公表されている。また，卒業生と企業を対象とした教育評価アンケートを実

施して本校の教育に対する意見を聴取している。アンケート結果は運営会議で報告され，本校の管

理運営に直接活かす事ができるようになっている。具体的に外部評価委員会から提示された意見と

して，平成２２年度には学生の授業評価アンケート方法についての意見があり，平成２３年度から

全科目でアンケートが実施されるようになった。このように外部有識者等の意見や第三者評価の結

果が適切な形で管理運営に反映されている。 

また，ＪＡＢＥＥ審査を受けておりこれらについても外部有識者の意見を頂いており，それを具

体的な改善課題として管理運営に反映されていることから外部有識者等の意見や第三者評価の結果

が適切な形で管理運営に反映されているといえる。 

 

資料１１－３－①－１ 

○舞鶴工業高等専門学校外部評価委員会規程 

（目的） 

第１条 舞鶴工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教育研究の改善，向上を 

図るため学外の有識者による外部評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（評価事項） 

第２条 委員会は，本校の教育理念，将来計画，教育活動，研究活動等について評価をおこ 

なう。 

（組織及び選考） 

第３条 委員会は若干名で組織し，本校の教職員以外のもので，高等専門学校に関し広くか 

つ高い識見を有するもののうちから，校長が選考し，委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし委員が欠員となった場合の後任の 

任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会には委員長を置き，委員の互選により選任する。 

２ 委員長は会務を総理し，委員会を代表する。 

３ 委員長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員が，その職務を代理する。 

（事務等） 

第６条 校長及び関係教職員は委員会に参加し，関係事項の説明をおこなう。 

２ 委員会の事務は，総務課において処理する。 

                        （出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 



舞鶴工業高等専門学校 基準１１ 

- 589 - 

 

観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

（観点に係る状況）  

  大阪大学，京都大学，京都工芸繊維大学と学術交流協定を締結し，授業等の教育活動における講

師派遣などを受けている。また長岡技術科学大学および豊橋技術科学大学等が主催するサマートレ

ーニングを利用し，学生が学内設備で体験できない実験実習体験を受けている。さらに海外５カ国

の大学等と学術交流協定を締結し，海外大学からの短期研修生受け入れおよび本校からの学生の研

修旅行受け入れ先として活用している。 

その他，企業の技術者を招聘し，技術者に必要な能力や態度について講演していただいたり，学

生がエンジニアリングデザインの素養を身につけられるように平成２４年度から専攻科課程におい

て「エンジニアリングデザイン演習」の授業科目を開設し企業の技術者からの指導を受けたりして

いる（資料１１－３－②－１）。 

 

資料１１－３－②－１ 

 

                        （出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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（分析結果とその根拠理由）  

  国内大学との協定に基づく教育資源の活用として，特別なテーマについての講演などを行ってい

る。長岡技術科学大学および豊橋技術科学大学等が主催するサマートレーニングを利用し，学生が

学内設備で体験できない実験実習体験を受けている。また海外の大学から短期研修生を受入れ，本

校からは準学士課程４年生の研修旅行でそれらの大学に学生を派遣し，学生の国際性涵養に活用し

ている。さらに企業の技術者の協力を得て，エンジニアリングデザイン教育を実施している。以上

より，学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているといえる。 

資料１１－３－②－１の続き 

 

                        （出典 平成２４年度専攻科シラバス） 
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観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動等の状況や，その活動の成果に関する情

報を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の教育研究活動状況やその成果は，インターネットのウエブページで速報や日常的な活動の

情報を発信しているだけでなく，「舞鶴高専年報」を毎年度冊子体として作成し公表している（資

料１１－４－①－１）。その他にも毎年度「学校概要」を，また「学校だより」を年３回発刊して

いる。また中学生向けには毎年「学校案内」を作成し，京都府，兵庫県，滋賀県，福井県等の中学

生に配布している。平成２０年度から近隣の産業界に向けて「舞鶴高専技術通信」を発刊している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育研究活動状況やその成果は，組織の状況から日々の活動に至るまで，複数のメディア

を通じて広くわかりやすく社会に発信していると判断できる。 

 

資料１１－４－①－１ 

「舞鶴高専年報」第 10 号 送付先 

《機構本部・全国高専》 

 送 付 先 郵便番号 住  所 

1 (独)国立高等専門学校機構(1

部) 

193-0834 八王子市東浅川町７０１－２ 

2 函館工業高等専門学校 042-8501 函館市戸倉町１４－１ 

3 苫小牧       〃            059-1275 苫小牧市字錦岡４４３ 

4 釧路         〃 084-0916 釧路市大楽毛西２丁目３２番１号 

5 旫川         〃 071-8142 旫川市春光台２条２丁目１番６号 

6 八戸         〃 039-1192 八戸市大字田面木字上野平１６－１ 

7 一関         〃 021-8511 一関市萩荘字高梨 

中略 

62 近畿大学       〃 518-0459 名張市春日丘７-１ 

  

 《若狭湾青尐年自然の家》 

 送 付 先 郵便番号 住  所 

1 国立若狭湾青尐年自然の家 917-0101 小浜市田烏区大浜 

    

《京都府等》 

 送 付 先 郵便番号 住  所 

1 京都府中丹広域振興局 625-0036 舞鶴市字浜２０２０ 

2 京都府教育庁 602-8041 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 

以下略 

 

                               （出典 総務課資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の目的達成に向けた取り組みは，校長のリーダーシップのもと，関係の委員会等で検討する態

勢が整備されており，各種委員会および各部門・学科からの提案は運営会議で審議され決定されるシ

ステムとなっている。以上のように各機能の役割分担により合理的な管理運営が行える態勢となって

いる点が優れている。また外部有識者による意見の聴取については，外部評価委員会を有しており，

外部からの意見を積極的に取り入れる態勢が整備されている。平成１９年度から外部評価委員会を毎

年実施して報告書を作成するしくみが構築されており継続的な外部評価が行われている点が優れてい

る。 

（改善を要する点）  

 管理運営を支える事務処理量が増大しており，これを効率的に処理するための態勢整備や工夫が必

要となっている。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

本校の目的を達成するための組織が，校長のリーダーシップの下で円滑に実施できる態勢が整備さ

れている。また，外部からの意見を聴取するシステムがあり，継続的に機能している。また，管理運

営システム自体を改善するしくみが整備され，活動が行われている。一方，管理運営を支える事務処

理量の増大への対応が課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 



 




